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財 団 事 務 局 懇 話 会 に つ い て

基金財団の有志が集り、去る昭和49年以来活動

している衰記懇話会について紹介いたします。

1 は じめに

財団の事務局業務を預かっている方々があい寄

う、懇親 懇 談の場を持つことによって、財団相

互間の通常を図ると共に、情報交換や問題の共同

討議等を行い、あい協力して、財団業務の円滑な

推進、効率的運営に役立てようとの目的をもっこ

去る昭和 49年 、基金財団事務局の有志があいは

か 9設立したもので、閣来、活動を続けて今日に

至っている。

2 懇 話会の構成

会員は懇話会の設立当初は8団体であったが、

その後、逐年増加し現在は16団体を数える。会員

は下記のとお b(50音 唄 )

旭硝子工業技術奨励会、岩谷直治記念財団、

鹿島学術振興財団、公益法人協会、車輛競技公益

資金記念財団、新技術開発財団、ツユー教育振興

財団、東レ科学振興会、トヨタ財団、内藤記念科

学財団、日産科学振果財団、日本証券奨学財団、

日本心臓財団、本田財団、三菱財団、吉田科学技

術財団。

次に、本会は前述の如 く基金財団事務局有志の

自発的な発意によって生まれた任意団体であるこ

と及び本会設立の目的等か ら組織、機構面で特33

なものは定めていない。ただし、一般的なお世話

役として、当初か らのメンバーである(財 )東 レ

財団法人 東 レ科学振興会

事務局長  田   中

科学振興会の回中 勇事務局長ならびに(財 )公

益法人協会の友野俊平専務理事の両名が、その任

に当っている。

3 運 営方針

懇話合は毎年 2回 (6月 、12月)開催すること

を原則としているが、必要に応じ臨時に開催する

こともできる。

開催に当っては、予め当番幹事を定め、幹事は

開催通知、会議湯設曽、議富録作成等を行う。

なお、幹事は持ち回 bと し、順序は財団設立時の

古い唄としている。 (なお、懇話会開催のための

経費 (会場 。会食費等 )は、その都度、出席者負

担としている。 )

懇話会に出席される方々は財団事務所業務を裕

括している責任者が殆どである。 (会員として届

出されている方の代選出席ならびに配下の方の同

伴も可 )

なお、本会への入会条件については、当該財団

が基金財団であること及び当会設立の趣旨に賛同

されるものは力「入できる。 (前掲の世話役へ、随

時申し出願うこととなっている。 )

4 活 動状況

。会員各財団の事業活動の報告 (資料の配布 )

。公益法人界の情報交換 (資料の配布 )

。特定課題の共同研究 ・討議

等を行って来ており、逐年、成果を収めつつある。

最後に会の設立時に発起人一同が何を求め何を

勇
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願ったかを参考までに併記する。

1 閉鎖性の打破

財団は一旦設立されると、その後は財団独自で

何とか独り歩きができる。これが災いしてか、こ

れまで大方の財団は他財団との交流といった面に

ついて無頓着であるばかりか、閉鎖的ですらある。

第8セクターとしてのこれからの役割・使命等を

考えるとき、ともすれば閉鎖的ないしは強善的K

堕しがちf.!乙のような阻習を打破し、改善する。

2. 活動内容の公開

「陰徳の美」という言葉を掲げるまでもなく、

日本人は古来、自らの智ラについて多くを語らな

いζと乙そ徳の簸たるものとしてきた。しかし、

公益法人の場合は事情は異なる。フイランソロピ

ーの目的は社会のプルーラリズムを促進するため

の刺激剤の役割を果すことにあるといわれる程民、

財団の事業なり活動は単に善意の行為として自己

満足に終始する乙とをゆる8ない面を持っている。

ましてや基金財団の事業費は非課税扱いの財団基

田中勇氏は財団法人東レ科学振興会の事務局長

として精力的にこ活窪されておられますとともに

同氏を中心に設立された「財団事務局懇話会Jの

顧問役として公益法人界の発展?と尽力されておら

れます。また、本財団の設立時より、伺かと財団

金の果実収入を中心とするものだけに、その活動

結果については積極的かつ詳細に社会へ公表する

義務すらあるものと解せられる。斯界を摩みて、

乙の点釆だ充分とはいい難く、相互に促進の要が

ある。

3. 協力関係の助長

利益法人(一般企業等)の世界は利潤追求優先

のため、端的iと申して「競争」がその行動原理で

ある。一方、公益法人の場合には広く社会のため

貢献する乙とを第一主義としており、従って、乙

の世界でのそれは一言で申すと、競争では必く、

志を同じくするもの同志の「協力」という ζとに

っきる。

前述の如き財団の閉鎖性を除去し、進んで財団

同志が理解を深め協力し合うことは、政府や企業

でもない第3セクタ ーとして、 効寧的tζ事業活動

を行い成果をあげるため当然のζとではあるが、

加えて公益法人界の刷新と飛躍が叫ばれている今

日、協力関係の一層の助長は時代の要請でもある。

。一一一一一一一一一
の事業につきと助言をいただいております。

乙の皮は、日頃公益法人界の発展に磁の力とな

って努力きれておられる「財団事務局懇話会」に

つきと解説を頂裁いたしました。
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公 益 法 人 会 計 基 準 に つ い て

財団法人 吉 田科学技術財団

事務局長  吉  村  正 輝

昭和52年3月 、内閣総理大臣官房管理室にて、

公益法人会計基準が定められ、主務官庁はこの会

計基準をすべての公益法人に適用するよう指導す

ることが指摘されました。

昭A「46年12月、行政管理庁は、公益法人の指導

監督に関し、主務官庁は公益法人の会計経理に関

する事務処理の基準を設けて、適切な指導を行う

ことを勧告しましたが、この勧告を機会に各匂子

の公益法人監督事務担当者で構成している公益法

人監督事務連絡協議会で本格的な検討に入り、会

計に関する学識経験者に原案の作成を委託しまし

たが、その原案を基に作成されたのが、本会計基

準であbます。

本会計基準の内容及び書類の様式については、

内閣総理大臣官房管理室よう配布された「公益法

人会計基準」によう明 らかであり、またこの基準

に関する内閣総理大臣官房管理室編集の「公益法

人会計基準の解説 」が財団法人公益法人協会よう

発行されておりますので、既に大体ご承知のこと

と存じます。

就ては、重複する邸いもありますが多少ご参考

になるかと思われる点を以下に記述いたします。

1 本 会計基準は、民法第34条の規定に基づき設

立された公益法人に適用されるものであります。

公益法人 は、その規模、事業内容等多岐にわ

たっており、一つの基準で統一することは困難

ですから、本基準は如何なる公益法人にも適用

できる最も一般的、標準的なガイドラインを示

したもので、各公益法人はその規模や事業内容

により、本基準の考え方をベースとして各法人

の実情にマッチした会計処理方式、帳簿組織、

帳簿様式を採択すればよいとされています。従

って勘定科目の増萌、小科目の設定等は自由に

決められます。

なお、公益事業の他に収益事業を行っている

公益法人にあっては、収益事業にかかる会計に

ついては「企業会計原則 」によることになって

おります。

2 本 会計基準は、作成を要する書類として予算

書、会計帳簿及び計算書類を挙げ、予算書と計

算書類の様式を示しておbますが、その計算書

類は収支計算書、貸借対照表、及び財産目録を

いう、と記説してあります。

依って、公益法人は従来は毎決算期に「内閣

総理大臣の主管に属する公益法人の設立及び監

督に関する規則」第 7条によう、事業報告書と

収支計算書及び財産目録を作成して主務盲庁ヘ

提出しておりましたが、今後はその他に貸倍対

照表及び監事の意見書または監査報告書を添え

る必要があり、収支計算書も貸借対照表 も財産

目録も基準に示された様式に従って作成しなけ

ればなりません。

また、昭和53年度の予算書は本会計基準の様

式によb作成を要します。
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3. 本会計基準は、会計帳簿として主要簿と補助

簿の備付を規定しておbますが、主要簿のうち

仕訳帳は必ずしも綴込み式の仕訳帳に限らず、

仕訳伝票の様式を備えた入金伝票、出金伝票、

および援替伝票をも指すものとしております。

4. 収支計算書については、本基準は当該事業年

度のすべての収入及ぴ支出の内容を表示すると

ともに、正味財産の増減を明らかにするもので

なければならないと規定しています。ただし正

味財産の増減がきわめて少額である場合等棺当

な理由があるときは、正味財産培減計算の部を

省略する乙とが認められております。乙の場合

!Lは当該項目及び金額を収支計算書又は貸借対

照表に注記しなければな bません。

t.rお、収支計算は現金主義ではなく発生主畿

が採られておbますから、未収金、前払金とか

純ム金・前受金等の勘定科目が出てきます。

5. 収謂十算書収入の都の最初に基本財産運用収

入という大科目があり、基本財産より生ずる果

実はすべてこ乙に計上する ζとになっておりま

す。運用財産より生ずる果実は大科目雑収入の

都lζ計上しますが、運用財産収入という大科目

を設けるζとも可能です。

なお、利息収入Kli預貯金利息の他、国債よ

り生ずる果実が含まれ、配当金収入には株式配

当金の他貸付信託の受益金も含まれます。

6. 貸借対照表資産の部i乙計上される有形固定資

産の内、建物、什器備品、事柄等いわゆる償却

資産!と対する減価償却については、解説中tζ償

却反対論と償却必要論とが併記8れ、減価償却

を強制しない建前でありますが、.結論は減価償

却を行うことが妥当とされてい志す。(解説19

~21 頁参照)

7. 公益法人はζの会計基準i乙基づき、会計処震

のため必要な事項につい℃会計処理規定(経理

規程)を作らなければなりません。

なお公益法人会計基準適用に関しての一般的な

質疑については、公益法人協会の月刊誌「公益法

人」の昭和53年3月号以降「会計相談室Jの頁!t

公益法人会計実務研究会(公益法人協会内に常設

委員会として設立〉の専門委員による回答が連載

苫れておりますから念のため取し添えます。

また、実務研究会では目下、会計基準に関する

質疑応答集の作成、経理規程のモデルの作成、滅

価償却に関連する耐用年数償却方法等が懸案とし

て検討8れております。

。一一一一一一一

告村正輝氏は財団法人吉田科学技術財団¢患務 また、本財団の設立時より何かと財団の著書業に

局長として日夜財団の事業?と遜進されておられま っき、と教示願っております。本年4月 l日より

すとともに、財団法人公益法人協会の公益法ん会 公益法人会計基準が新たに継行されることとなり

針実務研究会の委員として幅広くご活躍きれてお ましたので、同基準I1:C造訪の深い同氏t1:C解説

られます。 をお繭いいたしました。
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委※※※※※昭和 53年度招へい・派遣及び集会援助一覧表※※※※※委

※ ※  
※※※※※※※※※※※※ (53.10.25までの決定分)※※※※※※※※※※※※

短期間招へい(11件)

コート寝号 申 請 者 被招へい者 目 的 実年施月 I

78 京都大学教援 アメリカ、イリノイ大学 量子流体の理論及びコンパクト

2001 
X線星の理論fζ関する研究交流 53/4 

佐藤文隆 David Pines 及び国際交流

78 東京大学助教授
アメリカ、ぺン旬レパニア大学 TTF 'TCNQ. (SN)x等の

2002 531 5 
上村 t光 Al姐 J.Hager 一次元住金属物質の研究

78 大阪大学助教授 アメリカ、 NIB

2004 
活性ペプチドlζ関する研究交流

岩永貞昭 J obn J. Pisano 

78 
東京理科大学学長 オランタLオランダ農業大学 界面化学、コロイド化学の研究

53/10 
2005 小谷正雄 Johannes Lyklema 教育相互連絡、共同研究

78 京都大学教畏 アメリカ、コーネル大掌 蚤白質の立体構造と折りたたみ

2010 53/8 
大井龍夫 Barold A. S aheraga 機構tζ関する協同研究

78 愛知県がんセンター アメリカ、ジャク・ノン研究所 テラトーマの発生生物学・臨場
2014 研究所部長 53/9 
西塚泰章 Leroy C. Stevens 学におりる意義とその利用

78 東京大学助教授 フランス、サクレ原子核研究 臨界現象Iζ対するくり込み群の
53/4 2015 センター

鈴木増雄 Edouard Bre zin 応用

78 
東京大学助教侵 アメリカ、モンタナ州立大学 理論天体物理学に関する協同

53/10 
2016 一丸節夫 鶴田幸子 研究

78 京都大学教授
アメリカ、ウイスコンシン大学 糖代謝・ホルモンの作用機作等

2019 
井上博之

53/11 
Henry A. Lardy を通じて研究交流

78 研理俗究学員研究所主任 ブラジ)11，サンマウロ大学 生体高分子のエレクトレ y トと

2026 53/9 
深田栄一 Sergio b1ascarenhas 圧電性の研究
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ヨード露弓 申  請   者 被 招 へ い者 目 的
実施
任 日

7 8
2 0 3 0

大阪市立大学教授

不 破  英  次

アメリカ、ハワードヒューズ

医学研究所
」3 m e S  J . M a r s h a l l

澱粉粒の構造及び澱粉 ・グリコー

ゲンの化学構造の研究他
53/11

長期間招 へい ( 4件 )

コー情番号 申  請   者 被 把 へ い 者 的目 期   間

7 8
3 0 0 2

京都大学教授

河 合 弘 也

アメリム マサチューセッッ

大学
Itober t」.Cemb rola

結晶性高分子の変形機構に

関する流動光学的研究

53/11-54/ 2

4 カ月

８

０

三菱化成生命科学
研究所 所長
江 上  不 二夫

アメリな コロラド大学

末 岡    登

マウス神経系統の発生に関

する分子遺伝学的研究

54/ 1-F。4/ 6

6 カ月

国立わ沈センター総長

石 ! 十十 七 郎

アメリカ、ココラド大学

末 岡  多 美子

実験的乳痛の増殖に対する
「乳鹿増殖促止因子 」の影
響 とその作用機序

54′ 1-54/ 6

6 カ月

78
3006

東京大学助教授

生 鳴   明

アメリカ、カリフォルニア大学

潮 園  資  勝

交流カロリメトリー法、超音

波の協同研究

54/2ヽ 54/ 7

6 カ月

短 期 間 派 遣 ( 6 3 件 )

ヨー情選号 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先軸
朝

7 8
4 0 0 3 伊 東   柚

東 Jヒ 大 学

教 授

国際協力の具体化、協同研究の

連絡
インドネシア 53/5

7 8
4 0 0 5

確 井 建 夫
大 阪 大 学

助 手

1978年 鉄鋼国際会議 アメ リカ 53/4

78
4006 寿 岳    潤

東 京 大 学

助 教  授
B型 及びA型 星の紫外分光 アメ リカ

53/10
及び
54/ 1
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コ ー 峰 銅 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先
実施
年月

7 8
4 0 1 0 山 田 千 樫

分子科学研究所

助   手

第10回国際量子エレクトロニクス

会議
ア メ リ カ 53/5

78
4015 中 川  正  澄

大 阪 大 学

教 授

アセチレンいクムレンーデヒドコ

アヌレンの研究
西 ドイ ツ 53/10

78
4019 伊 藤 嘉 彦

京 都 大 学

助 教 授

題移金属を触媒とする有機合成

反応に関する研究
西 ドイ ツ 53/ 5

78
4020
内 回   廃

大 阪 大 学

助 教 授
微生物毒性に関するゴードン会議 ア メ リカ 53/7

78
4022 岡

田 節 人
京 都 大 学

教 授

具種間移殖法による細胞クローン

の器官形成の吟味

フ フ ン ス 53/ 5

78
4023 村 肇

関西学院大 学

教   授

半導体物理における強磁場の応用

に関する国際会議
イ ギ リス 53′ 8

78
4029 久保田 尚  志

近 畿 大 学

教   授
第 5回国際天然物討論会 メ キ シ ヨ 53/4

吉 'il 恒 夫
京 都 大 学

助 教 授
第 7回 国際自動制御連盟世界会議 フィンランド 53/ 6

８

３ 垣 谷 俊 昭
名 古 屋 大 学

助 手

視物質に関するゴードン会議 ア メ リカ 53′ 7

7 8

4 0 3 7 若 林 農 之
東 京 大 学

助 手
筋肉収縮に関するゴードン会議 ア メ リカ 53/6

78

4038 藤 岡 伍 郎
神 戸 大 学

教 受

第 5回高エネルギー物理学問題

国際セミナー
ソ 違 53/ 6

- 9 -



ヨード署渇 技 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先
実施
年月

7 8
4 0 4 4 菊 田 樫 志

東 京 大 学

助 教 授
中性子干渉国際会議 フ ラ ン ス 53′5

7 8
4 0 4 5 田 中 靖 郎

東 京 大 学

教 授

00SPAR/14U

X線 天文学に関するシンポジウム
オーストリア 53′ 5

7 3
4 0 4 7 上 代 淑 人

東 京 大 学

教   授

第6回 EMBOリ ボブームヮーク

シ ョップ
ス ペ イ ン 53′ 6

78
4049

西 脇 二 一
京 都 大 学

研 修  員
第10回国際堆積学会議 イス ラエル 53/ 7

７

０カ
４

小 林 俊 一
東 京 大 学

助 教  授
第15回低温物理学国際会議 フ ラ ン ス 53′3

7 8
4 0 5 4 荒 木  不

二洋
京 都 大 学

教 授

国際数学者会議 フィンランド 53/7

78
4059 浜 清

東 京 大 学

教 授
第 9回 国際電子顕微鋭学会 カ ナ  ダ 53/ 7

73
4062 鬼 頭 勇 次

大 阪 大 学

助 教  授
感覚受容に関するゴードン会議 ア メ リ カ 53/ 7

73
4072 桐 栄 良 三

京 都 大 学

教 授
第 1回 国際乾燥工学 シンポジウム カ ナ  ダ 53/ 7

78
4073 新 宮 秀 夫

京 都 大 学

助 教  授
第 3回 急冷金属国際会議 イ ギ リス 53/ 7

73

4 0 7 5
出 中  千 代衛

大 阪 大 学

授教

第10回国際量子エレクト「lニクス

会議
ア メ リ カ 53/ 5

-10-



コード番嘱 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先
実施
年 日

7 8
4 0 8 7 鈴 木 啓 三

立 命 館 大 学

教   授

高圧下における物理と化学に関す

るゴードン会議
ア メ リ カ 53′ 8

7 8

4 0 9 7 森 本 信 男
大 阪 大 学

教 授
国際結晶学連合第 1回総会 ポーランド 53′3

78
4099 桜 井   彰

京 都 大 学

教 授

第 6回 国際伝熱会議 カ ナ  ダ 53/8

78
4104 守 谷    亨

東 京 大 学

教 授

第15回低温物理学国際会議 フ ラ ン ス 53/ 8

7 8
4 1 0 5 下 司 和 男

日本原子力研究

所 主 任研究員

高圧下における物理 と化学に関す

るゴードン会議

ア メ リ カ 53/ 8

78
4110

五十撹   章
大 阪 大 学

助 手

第 4回 国際ウイルス学会 オ ラ ン ダ 53/ 8

78
4115 井 野 正

三
東 Jヒ 大 学

助 教 授
第11回国際結晶学会 ポーランド 53/ 8

7 8

4 1 1 6
志 村 令 郎

京 都 大 学

助 教 授
転移NA(↓ 巳NA)に 関する会議 ア メ リ カ 53/ 8

73
4124 井 上 達 雄

京 都 大 学

助 教 授

金属加工の塑性力学に関する

IUTAMシ ンポジウム
西 ド イ ツ 53/ 8

78
4128 」ヽ '11 俊 雄

京 都 大 学

助 教 授

電力送電線による大規模電易測定

実験
オーストラリア 53/10

7 8
4 1 3 0

棚 沢 一 郎
東 京 大 学

教   授
第 6回 国際伝熱会議 カ ナ  ダ 53/8

- 1 1 -



ヨード番号 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先
実施
年月

7 8

4 1 3 9 池 上 英 雄
名 古 屋 大 学

教 授

トーラスプラズマの力R熱に関する
バレンナ・グルノーブル合同国際
会議

フ ラ ン ス 53/ 6

7 8

4 1 4 1 豊 沢   豊
東 京 大 学

教 授
半導体の再結合に関する国際会議 イギ リス 53′ 8

7 8
4 1 4 5 菊 地   弘

日 本 大 学

教   授
第19回国際電波科学連合総会 フィンランド 53/7

7 8
4 1 4 6 山 田 晃 弘

東 京 大 学

教   授
第 3回 国際植物脂質 シンポジウム スウェーァン 53/8

78
4149 瓜 谷 郁

三
名 古 屋 大 学

教 授

第3回 植物病理学会議 西 ドイ ツ 53/ 8

7 8
4 1 5 2 藤 鳴    昭

東 京 大 学

助 教 授
第 29回 国際電気化学会 ハンガリー 53/ 8

78

4161
田 沼 静 一

東 京 大 学

教 授

半導体物Elにおける強確場の応用

に関する国際会議

イ ギ リ ス 53/ 8

78
4162 福 留 秀 雑

京 都 大 学

助 教 授
群論と物理数学総合会議 ア メ リ カ 53/ 9

78
4165 青 村 和 夫

北 海 道 大 学

教 授

ゼオライ トシンポジウム ハンガリー 53′ 9

7 8
4 1 6 7 永 田 親 義

国立わ沈 センタ

部長

量子化学、量子生物学並びに量子

薬理学に関する国際会議
ソ 連 53/ 9

7 3
4 1 6 8 菅 井    勲

東 京 大 学

文 部 教 官
国際原子核ターゲット開発学会 西 ド イ ツ 53/9

‐12-



ヨード馨揮 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先
実施
年 月

78

41169 用 上  正 澄

横浜市 立大学

教   授

シンポジウム「ホルモンと機能的

形態的発達」
東 ド イ ツ 53/ 9

78
4176

矢 島 治 明
京 都 大 学

教 授

ペブチド合成化学、生物活性ペプ

チドに関する講演および討論

違ソ 53/ 8

78
4178 御子柴 宣  夫

東 Hヒ 大 学

教   授

IEEE超 音波シンポジウム ア メ リカ 53/9

78
4179

藤 田 栄
―
京 都 大 学

教 授

IUPAC第 11回国際天然物化学

シンポジウム
ブルガリア 53′ 9

78
4180 畑 田 耕

一
大 阪 大 学

助 教 授

NATO研 究集会馳外規則性ポリ
マーの合成と性質に関する研究の
最近の進歩 」

イ タ リア 53/ 9

78
4183 鈴 木 増 雄

東 京 大 学

助 教 授

非平衡系における不安定性と構造

の国際集会
フ ラ ンス 53/ 9

7 8
4 1 9 5

辻   二  郎
東京工業 大 学

教   授

IUPAC第 2回 国際有機合成

シンポジツム
ィスラエル 53/ 9

78
4198 佐 本々   亘

東 京 大 学

教 授

第14回半導体物理学国際会議 イ ギ リス 53/ 8

7 8

4 2 0 0
田 中    一

北 海 道 大 学

教   授

最近における多体理論の進歩に

関する会議
イ タ リ ア 52/9

73
4205 張 紀久夫

大 阪 大 学

助 教  授
第14回半導体物理学国際会議 イ ギ リス 53/8

０
０

ｎ
】

″
‘

０
４
カ
ｔ

中 村 隆 雄
大 阪 大 学

助 教  授

生体エネルギー論のフロンティア

会議

ア メ リ カ 53/7

-13-



コード番号 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航 先
実施
年月

78

4218
玉 垣 良 三

京 都 大 学

教   授

最近における多体理論の進歩に

関する会議
イ タ リ ア 53/ 9

7 3
4 2 1 9 秋 山  雅  彦

北 海 道 大 学

助 教 授

アミノ酸の生物地球化学の研究

会議
ア メ リカ 53/10

78
4230 長 浜 嘉 孝

基礎生物学研究

所 助 教 授

第5回国際ステロイドホルモン

学会議
イ  ン  ド 53′11

78
4232 市 チ|1 芳  彦

名 古 屋 大 学

教   授

日本及びソ連邦両国間のプラズマ
物理学に関する連合 シンポジウム
の打ち合せ

ソ 通 53/11

7 8
4 2 3 6 佐

々木 孝 友
大 阪 大 学

助 教 授

第12回レーザーと物質の相互作用
ならびにレーザー核融合に関する
ヨーロッパ会議

ソ 運 53/12

長 期 間 派 遣 ( 7 件 )

コード署号 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先 期 間

7 3

5 0 0 2 佐 藤 正 俊
東 京 大 学

助 手
中性子回折による物性研究

イギリス ハーウ
ェル原子力研
筋

53/ 7ハ■54/ 7

1 カ年

78
5009 福 井 義 夫

大 阪 大 学

助 手

細胞核内収縮性タンパク質の

機能に関する微細構造的研究

アメリな プリン

ストン大学

53/10トウ54′ 7

1 0 カ月

5岳B9 和 田 正 三
東 京 大 学

助 手

光形態形成における光受容体

の構造学的研究

アメリカ、コI l

ラド大学

53/ 7′ヽ53/11

4 カ月

5:86柳 沢 千 明
東 京 大 学

大 学 院 生

電子陽電子相互衝突実験に

関する研究

西 ドイツ、シン

クロトロ加

53/ 7～54/ 7

1カ年

78
5044 福 本 哲 夫

浜 松 医 科

大 学 助 手

ラットのリンパ様細胞の細胞
表面抗原殊にIa抗 原に関す
る研究

イギリス オック

スフォード大学

5 4 / 3へう5 / 2

1 カ年
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コード番号 被 派 遣 者 所 属 職 名 目 的 渡 航  先 期 間

79
5054 飯 尾 英 夫

名古屋大学

研究員

生理活性天然有機化合物の

合成研究

アメリカ、ハー

バード大学

54/3有 5/3

1 カ年

7 8

5 0 6 0 中 西
一 夫
東 京 大 学

助 手

電荷密度波状態に関する

研究

アメリカ、イリ

ノイ大学

53/12t4/11

1カ年

学術 交流集 会 ( 6 件 )

コード親 主催 責任者 集 〈
不 会 期 開 催  地

73
6004

大 阪大 学 教 授

大 沢 文 夫
国際生物物理夏の学校 5 3

8 / 3 1 1 - 9 / 2
神 戸  市

7 8

6 0 0 7

東京 大学教授

大 野 和 郎

1978年 メスパウアー効果の応用

国際会議

53

8 ′2 8 - 9 7 1
京 都  市

7 8
6 0 1 0

大 阪大 学教授

関   集 三
生物系カロリメトリー国際研究集会

5 3

9 ′9
京 都 市

7 8
6 0 1 1

東 京 大 学 教 授

坂 井 光 夫
原子核直接反応の機構 53

10/2脚 0/27
福 岡  市

7 3
6 0 1 2

京都大学教授

位 田 正 邦

素粒子物理学京都サマーインスティ

チュート
53
9 7 1 ～9 / 5

京 都  市

78

6014

大阪大学 名誉教授

奥 貫 一 男
チトクロム酸化酵素 日米セミナー 5 3

3 / 2 ,や9 / 2
神 戸  市

山回コンファレンス(1件 S

主 催 責任 者 集 〈
本

〈
ム 期 開 催  地

名古屋 大学 教授

乗 野 節 司
粗樹11鮒守船蛇齢鳥甘塩智

hけ
R e l a しe d  P I o t e i n 3

53

9 / 1 1 - 9 / 1 3
名古屋 市
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※※※※※※※※※※※※山 田
※
※

※※※※※※昭 和 5  3年

被招へい者

D a v i d  P i n e s

P r o f e s s O r , D e p a r t m e r t t  o f  P h y s i c s ,

U n i v e r s i t y  o f  1 1 l i I I o i s , じS . A 、

科  学  振 果  財  団 ※※※※※※※※※※※米

米
※

度 短 期 間 招 べ い 成 果 報 告 ※※X 米※

77-2001

申 請  者  京 都大学教授

受入責任者 京 都大学教授

隆

隆

文

文

藤

藤

佐

佐

目的及び成果

D`Pines教 授は 4月

15日に来 日 (5月 5日 に日

本を離れたが )25日迄は京

都大学基礎物理学研究所に

滞在 し、その後、5月 4日

迄は東京大学理学部物理学

教 室に滞在した。その間、下

記のような公開の講演会及び討論会を行 った。

詳演、演題等

4月 18日  Inside NeutrOn Stals(基 礎

物理学研究所 ヨ。キウム室 )

2 1日 P h o n o n s  a n d  R oし o  I I s  i n

Liqdid■ e and tte(京 大理学部

物理学教室談話会 )

25日 討 論会 Neutron Stars(於 基礎

物理学研究所 )

26日  Observing Neuし ■on Stars

(東大理学部物理学教室談話会 )

27日 Ph olx6nS and RctonS in

Liquid tte andな ェe(東 大物

性研究所コロキウム)

2 8 日 P e r i o d  V a r i a t i o r l  i n  P u l ―

(東大手宙航空研究所字宙科学セミナー)

5月 1日  PhOnons alld Rc to■ S in

Liquid tte allld ttc(筑 波大

学物理系談話会 )

同教授の最近の主な関心は中性子星にあり、中

性子星が量子流体、固体の｀実験室 ″であるとい

う考え方を基調にして研究を進めている。一方、

中性子星についての情報はX線 星 として得 られる

が、そのよるまいが中性子星内部の状態 とどれだ

け直接に関連 しているかについてはまだ論争のあ

るところである。

同教授はX線 星やパルサーの編射の動的ふるまい

は、殆ど内部の量子流体 ・固体の性質できまると

いう考えを強調 し、その点をめぐって活発な討論

があった。

期間の短縮 と違休 との重なうのため、予定 して

いた行動の一部は取 うやめざるを得なかったが、

充分に目的 としていた効果をあげることが出来た。

同教授はまた財団の国際交流に対する活動に大き

な関心を寄せ、極 々懇訣 した。

satiIIg X― Ray Sources
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被招へい者

Ala■  J.工 eeger

ProfessOI,University Of

PeIInsァ 1▼aILi a,U.S,A.

目的及び成果

5月 17日的 :羽田着

5月 19日倒 :東大物理教

室 談 話会

4 : 3 0 ～

6 : 0 0 〔1 〕

5月 20日口 :東工大資源

化学研究所 講 演 〔1〕

5月 23日四 :インフォーマルセ ミナーく東大物理)

5月 24日的 :東大理学系大学院講義 〔3〕

5月 25国内 :電子技術裕合研究所 講 演〔2〕

5月 26日働 :東大物性研究所 講 演 〔3〕

5月 27日口 :分子科学研究所 講 演〔3〕

5月 29日の i同 上

5月 30日lXl:名古屋大学理学部化学教室講演〔2〕

5月 31日四 :大阪大学基礎工学部 講 演 〔1〕

6月 2日回 :大阪大学工学部 講 演〔2〕

6月 3日倒～5日側 :京都大学

6月 5日 傷):京都大学基礎物理学研究所講演〔1〕

6月 6日四夜 成 田発帰国

此の度山田財団の招へい計画にようIeeg er

教授の来 日が実現しましたことは、我国物性科学

の研究者にとりまして誠に書ばしく、今回の招へ

いに対して財政援助を頂 きました山田財団に対し、

関係者一同を代表しまして厚 く御|とを申上げる次

第でCざ います。

Eeeger氏 は夫人同伴で5月 17日に来日し、

6月 6日 までの3週間、東京大学理学部物理学教

室、岡16の分子科学研究孤 名古屋大学理学部、

78-2002

申 請  者  東 京大学助教授 上 村

受入責任者 東 京大学助教授 上 村

大阪大学、京都大学に滞在して種々の トピックに

ついて講演を行 うとともに、各地の研究者 と一次

元金属系の物理的 ・化学的諸現象について活発に

討論を行いました。HCeger氏 の 日程 は前記

の如くであう各地 で行った講演題目を次記に示 し

ます。なお、前記 日程にはその番号のみが記 され

ております 。

Hoogo■ 氏 の需演題目

〔1〕 Qu asi― o ll e―dimelllsional c6B―

d u c t o l s : F r o I I l  t h e  P c i r i s

i n S t a b i l i t ァ  t o  l l l e t a l l  i c

P 。1 アI t X e  r  s

(擬 1次元電導体 :パ イエルス不安定よ り

金属ポリマーまで )

〔2〕 DoPed polyacetァ le ne(CII)打 :

Electrollic material of the

future.

(不 純物を添加 したポリアセテレン :将来

のほ導性物質 )

〔3〕 A n i  s o , I o P i C  S u P e r C o n d u c t i―

v i t y  a n d  l d  l a t t i c e  d y n a n―

i c s  i n  しh e  i n c o I I I I k l e I I s u r a t e

linear chain sァ s t e ltl:I転―δ

A sFs

(線 型鎖伏性水銀化合物の異方的超伝導と

1次元性格子動力学 )

〔1〕はす般向けの講積ですが、〔2〕、〔3〕はこ

の 1年の間にEeeger氏 のグループで研究が進

展した全 く新 らしい トビックで、我国のこの分野

洸

洸
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の研究者は最新の研究成果を直接聞くことによっ

て深い感銘をうけ、大きな刺激となりました。

特に〔2〕の トビックは、Heeger氏 の研究グ

ループと東京工業大学資源化学研究所の池田朔次

教授 ・白川英樹助手の共同研究によるものですが、

我国でこの成果が詳しく報告されましたのは恐ら

く今回の Eceger氏 の講演が初めてで、我国の

物理 ・化学のこの分野の研究者に極めて大きなセ

ンセーションを惹き起しました。

この研究は、ポリアセテレンのフィルム状の試

料を作成することに成功した池田氏らの技術をも

とに、工eeger,MacDirIIlid氏 らのペンシ

ルバニア大学のグループと自川 ・池田両氏が共同

でペンシルバニァ大学に於てナトリウムを混ぜて

n型半導体に、また決素等をまぜてp型 半導体を

作成することに成功したものです。

今日の代表的半導体であるシリコン、ゲルマニ

ウムに比べて安価にn、 P型 半導体をつくる可能

性を開いたことは、従来加工が難しく実用には向

かないとされていた有機半導体の実用化を可能に

した池田氏 らの技術と相後って、非常に大きな関

心を集め、朝日新聞の科学欄の トピックにも紹介

されました。我国でポリアセテレンのフィルムを

利用したP二 接合の太陽電池等が具体化されれば、

今回のIIee g er氏訪日の最 も大きな成果の一つ

と云えましょう。

〔3〕のトピックについて も、大 きな関心がもた

れました。水銀の鎖に垂直方向に超伝導が現れる

この現象は、昨年Eeeger氏 がアメリカ物理学

会で発表して以来大きな関心を集めてきました。

来日直前に、水銀が表面に析出したことによる効

果との反論 もでて日本でのEeeger氏 の講演に

注目が寄せられましたが、これを反駁する最新の

データを紹介 しながら、新らしい鎖状水銀化合物

の物性を詳細に述べたEeeger氏 の東大におけ

る大学院講義は大変好評でした。

東京では、5月 23日にHeeger氏 を囲んで、

東京並びに周辺の大学 ・研究所の一次元金属に関

する研究渚が東承 学に集ってセ ミナーを開催し、

以下のようなプログラムに従って各グループの研

究の紹介、討論を行いました。討論は大変活発で、

時間的にも十分討論時間があったため、意見の交

換を活発に行うことができ有益でした。

5月 23日 インフォーマル七ミナーのプログラム

く東京大学理学部物理学教室会議室 出 席者約

40名 )

時間 :年前10時よう年後4時 まで

Prof.Hceger:Prog ress in the

s tudァ of orgarlic metals Of

↓he TTコ ーTCNQ faltlilァ

磨児島誠一氏 く電総研 ):Shoit range

order Of CDllヤ  ill TscF― TCNQ

久保亮五教授  (東 大理、物理 ):IIIlpu r―

itァ  Pinllillg Of CIl■

福山秀敏助教授  (東 大物性研 ):C oIIl―

H l e l l s u r a b  i  l  i  lァ  p i l l l l i n g  v e r s u s

i m p u r i t y  p i l l n i n g

長沢博助教授 (筑 波大 ):NOte On a

m e t a l 一 n o  M l e ↓a l   t r a n s i し i O n  i  l l l

KCP

ProfoEeegericoIItdents On do―

ped p。 ェァaceじ y1611e

上村洸助教授 (東 大理、物理 ):Elec―

t r i c a l  r e s i s t i v i し ァ d  u e  t o

e  l e c t r O n ― e l e c t r 6 a  S C a t t e ■ ―

i n g  i n  q u a s i ― o n e ― d  i n e r t s  i  O I l ―

a l  m 。 しa l s
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以上述べましたようlζ、Hee ge r氏の今回の 接討論する機会を通じて、各自の研究に関して理

訪日は、一方ではペンシルパニア大学でHeeger 解、忠告、批判等を得る乙とができ、誠に有益で

氏の研究ク・ループを中心に進められている震近の あったと穿じます。乙の成果カ我国の乙の分野の

研究に闘して新しい知見、情報を我固に色たらす 今後の研究の発展に役立つものと確信致.しており

とともに、他方では我国の研究者が、一次元金属 ます。

の分野で世界の第一人者であるHeeger氏と直

78-2010 

被招へい者

Harold ~ Scheraga 

Todd Professor，Department of 

Chemistry.Cornell University. 

U. S.ん

目的及び成果

Scheraga教授の滞在期

閣は14日間と短いものであ

りましたが、 ζの間休日も

とらず全日程中毎日何らか

の研究交流があり、教授の

精力的な活動に感激するも

のであります。先づ講演会

は次の様な題目で3回行われました。

(1) 9月1日:京大化掌研究所において「蛋白

質の折れた〉みの核形成と経路」

l2) 9月7日:京大工学部高分子化学教室にお

いて「オリゴペプチドと蛋白質のIsingモデル

による取扱いJ

(31 9月9日:京都府立ゼ ミナーJレハウスにお

ける蛋白質のまきもどり過程の分子機縫コロキワ

ムにおいて「蛋白質のFold i ngの理論的、実

験的諾面」

ζれらの講演は教授の研究室で行われた、また

行われつ hある最新の結果を含み、聴衆である研

究者、学生、また諸外国からの研究者に多大の感
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申請者京都大学教授大井龍夫

受入責任者 京都大学教授大 井龍夫

銘を与えました。

次に京都大学化学研究所酵素化学部門との研究

交流についてですが、 Scheraga教授の現在興

味をもたれている研究題目 「蛋白質の立体構造の

安定性、 Fo1 d in g過程」は当研究部門の一つ

の研究題目と同じであり、教授の研究室にで行わ

れている研究や当部門で行っている研究について

情報の交換、討論ぞ行い、諸外国で行われている

研究の情報も合わせて得られ有益なものとなりま

した。そしてX線結晶解析で得られた蛋白質の原

子座療の精密化について協同研究を行うことにし、

具体的な分担を討議することが出来ました。手紙

でのやりとりとは異なり意見の交換が容易である点

招へいの成果の大きいζ とに感謝いたしますe

9月8日より京都国際会館において第6回国際

生物物理学会が開催され、教授は乙の会議に出席

されました。 39ヶ固から海外700名、圏内

1. 2 0 0名の参加をみたこの会議は生物物理学の

殆ど会分野を網羅するように企画されましたが、

シンポジウムは数が限られ、トピ γクスが遷ばれ

たのですが、 9月4自には「蛋白質と核酸のFo-



ld ing」のシンポジウムが開かれ、この方面の

権威である教授が座長としてとりまとめ役を果さ

れました。このシンポジウムに関係し詣外国から

参加した研究者にとってもScherag a教 授と

初めて会う機会が得られたことは成果の一つとし

てよいでしょう。特に西欧で開かれる国際会議に

出席しにくい東欧の研究者との研究交流の契機と

なったことは喜ばしいことでしょう。

9月 9日、lo日の両日は京都市効外の周山にあ

る京都府立ゼミナールハウスで「畳白質のまきも

どう過程の分子機構」のコロキウムが、泊りこみ

で行われました。このコロキウムは専門的な立場

から問題を討議する目的で、60名程度の小規模な

集まりを企画したものですが 、泊うこみで意見の

交換や雑談ゃ
ましえ、友情を暖める意味でも有意

義なものでした。このョロキュゥムで教授は講演、

討論を通じて国内、国外研究者に助言を与え国際

交流の場での仲介役を呆していただいたことを嬉

しく思っております。

9月 11日、既にコーネル大学の学年が始まって

いるとのことでニューヨークヘの直行便で大阪空

港を立ってゆかれましたが、2週間の間招へいの

成果を充分にあげられた教授、またこの招へいを

可能にしていただいた財団の御好意に感謝いたし

ます。

78-2015

枝招へい者

E d o u a r d  B r t t z i . l

Service de PhySiquC Theo■ lque,

Div i s i ottl de la Physique,

CEN de Saclay,France

目的及び成果

二次オ目転移、臨界現象

のくう込み群による理論

の講演、セ ミナー等を各

地で行い、また、充分の

討論を行 った。

4月 11日 :九州大学、日

本物理学会支

部主催の講演。

4月 13日 :京都大学基礎物理学研究所における談

話会。

4月 17、18、19日 :東京大学理学部における集中

特別講義、討論。

4月 21日 :筑波大学におけるセミナ ー。

申 請 者  東 京大学助教授 鈴 木 増 雄

受入責任者 東京大学助教授 伊豆山 健夫

4月22日 :東京大学物性研究所におけるセミナー。

4月 24日 :東北大学理学部における講演。

4月 25日 :日仏会館 (東京 )における講演。

4月 26、27日 :東京大学教養学部におけるセミナ

ー、討論。

以上によう本邦統計力学、素粒子グループに有

益であった。
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UNESCO東 南アジア

地区ネットワーク主催の

精油セ ミナー講習会に参

加す ると共に、タイ国お

よびインドネシアにおい

て天然t//3化岸の共同研究に従事し、さらに今後の

共同研究拡張の可能性を検討する。

1 上 記セ ミナー講習会に講師 として参加 2つ

の討義を行い、同国内外の若い化学者を啓蒙、指

導 し成果を得た。

昭和53年 4月 14日的に

近江教授 とともに東京か

ら出発 して、時差の関係

で同日にシカゴに着いた。

16日か ら第 3回 国際鉄鋼

会議の開会式、一般講演が始まう、鉄鋼工業にお

ける技術的 経 済的諸問題が取 り上げられ、日本

鉄鋼業の輸出面での批判 も間 かれ た。17日か

ら学術講演が始まり、筆者の関係する直接製鉄法、

高炉法などの製鋭部門の話演 も諸外国か らの多数

の発表者によって意欲的に行われた。高炉法に関

しては日本の研究 ・技術 レベルは最先瑞にあり、

7 8 - 4 0 0 3

インドネシア、国際協力の具体化、協同研究の

東北大学教授   伊  東

2 同 講習会参力口者か らの要望によって、精油

成分の同定、構造決定に関する共同研究を発足 さ

せた。

3 イ ンドネシア大学 と協力遂行している同国

産マキ科植物成分の研究成果を解析、今後の研究

方針を決定 した。

4 他 の植物についても共同研究を開始する可

能性を見出した。

5 オ ース トラリア化学者 との間で共同研究を

開始した。

7 8 - 4 0 0 5

アメリカ、 1978年 鉄鋼国際会議

大阪大学助手   確  井  建  夫

恙' 国ヽの聴衆から多数の熱心な質問が寄せられて

いた。直接製鉄法に関しては原子力製鉄法を除け

ばその規模が比較的」ヽさいことから、資源開発国

などで盛んに行われており、現在十分経済性のあ

る生産活動を宿っていること、さらに装置の大型

化が進められていること、したがってまた非常に

将来性のあることがうかがわれた。

1 9 日に筆者は「R e d u c t i o n  o f  S i n g l e

P a r l i c l e s  a n d  F i x e d  D e d s  o f

H e I I l a t i t e  P e l l e t s  w iしh  H y d l o g e n、

酸化鉄ペレット単一球および固定層の水素還元 J

と題 して講演発表を行 ったo標 記還元反応速度に

連絡

状

-21-



及ぼす還元ガス流量の影響 を取扱 った基礎的な研

究で、特に質問がなかったので、さらに10枚ほど

余分のスライドで標記層 目に関するごく最近 まと

めた詳細な検討結果を追加 して講演を終えた。

19日の年後USス テールで最新技術のQ―BOP

(底 吹き転炉 )設 備を見学 したが、 LD転 炉 と較

べてなかなか静かで安定な操業が行われていた。

ただ工場内の高炉は古 くて小さな ものが多数あっ

て、生産性 もかなり愚 く、日本 には太刀打 ちでき

ないのではないかと思われた。翌日ベスレヘムス

テールで連続鋳造工場を見学 したが、なかなか優

秀な最新朝 の設備で安定な操業が行われていた。

また高炉をはじめヨークス炉、焼結機など工場全

体の設備 も大まかに見たが、最新鋭の大型設備が

広々と設置されていて、これなら日本の新しい製

鉄所に引けを とらないだろうと思われた。

21日lelにはシカゴの南 200kコ,まどのアーバナ市

にあるイリノイ大学治金学科 に留学中の大阪大学

金属材料工学科佐分利助教授を訪ねた。日園都市

にある州立大学で町 と大学 とお次 り組んで溶け合 っ

てお り、ホールや球技場 なども町の文化 ・体育活

動のために開放 されていた。現在では同学科は材

料科学を主体にしているので、筆者の研究に直接

関係する研究室はなかったが、優秀な各種顕微鏡、

アナライザーなどがそろえられていて、合金の形

状記憶効果などの最先喘の研究が進められてぃた。

週末をナイャガラ滝で過ごしてから、24日側に

ピッツパーグ市にあるカーネギーメロン大学治金

学科 PhilbrO。 〔教授を訪ねた。同教授は酸化

鉄ペレットガス退元反応の速度論的解析に関する

研究では第一人者の 1人で、現在高圧還元の装置

製作を終えて、実験を開始されるところであった。

同教授の共同研究者で化学工学科に所属されてい

るLi教 授とともに、還元反応、熱 ・物質移動に

関するお互ぃの研究状況の紹介 と有益な議論を行

い、また関連設備の見学 もさせて頂いた。

翌日、同じベンシルバニア州のベスレヘム市に

あるリーハイ大学機械科のBIown教 授を訪ねた。

同教授は円管内乱流脈動流れの研究では世界的な

第一人者で、現在同流れにおける波動の減衰を測

定するという非常に困難な課題に取 り組まれてい

た。

26日にはサンフランシスコまで移動 し、翌 日は

町並みや、金門橋、マリン半島の自然などを楽 し

み、28日に東京への帰路についた。

1 第 10回 国際量子

エレク トロニクス会議

1978年 5月29日～ 6月

1 日の 4 日間にわたり米

国ジョージアサ| アヽ トラン

夕で開催された。 3つ のセッションが平行 して行

われ、私は高分解能分光学、非線型光学 に関係す

るセッションをえらんで出席 した。レーザー分光

学の第一線の研究者による最新の成果を知ること

ができて非常に有意義であった。

7 3 - 4 0 1 0

アメリカ、第10回国際量子エレクトロニクス会議

分子科学研究所助手    山  田  千  樫

2 研 究所等の訪間とディスカッション

6月 2日 レーザーアナリティクス社、 6月 5日

～ 7日 NRC、 6月 8日 ヨロラド大学、6月 9日

NBsの 各所を訪関し、Dr.Nill、 DI.Todd、

岡武史、Di。 」ohns、 Di Mc【 ellar、

Dr.Douglas、 水島正喬、DI Evenso■ 、

DI.Hallの 各博士と直接会ってディスカッシ

ョンを行った。また実験装置も見学した。これら

の訪関によう私自身の研究上非常に有効な知識や

ヒントをえることができた。
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3 第 33回 分子分光学シンポジウム

6月 12日～16日の 5日 間オハイオ州コロンバス

のオハイォllH立大学で行われた。私は下記の 3つ

の講演を行い好評であった。

{1)ダ イオー ドレーザーによるCS分 子の高

分解能分光 6月 14日

5月 28日(日)より6月 8

国内までの12日間、西 ド

イツに滞在 し、下記のよ

うに各地の大学、研究所

を訪間 し、講演および研

究討論を行った。研究討論を通じて ドイツにおけ

る最近の有機化学の進歩を把握することが出来た。

特にN e urrla nn教授 (Do■ 61tlu n d大学 )の有

機すず化合物の化学、【auFfltlann教 授

(Munster大 学 )の有機 ァンテモンおよび鉛を

利用する有機合成反応、Sch011止 Op f教 授

(G6ttingen大 学 )の有機 リチウム化学に深

ぃ感銘を受けた。

5月 29日い):GesalIIthochschule Duis―

bu■ gの 有機化学教室で講演 (題

目A)、 研究討論を行 った。

( ■o s し: P r O f  D  D もp p )

5月 30日tブ0:Universi ty of Doi tltlund

の有機化学教室で講演 (題 目3)研

究討論を行った。 (■ osし :PrOf.

W . P . N  e  u l t l a  n ■)

5月31日四 :Max Planck lnttLitute

a↓ Mu l h e iIIIで研究討論を行っ

た。 ( H o s t  i  D r . I 、B r e l l )

12)SO(′ Z)励 起状態のレーザー磁気共

鳴 6月 15日

(制 NI12 ッ タ振動のレーザー磁気共鳴

6月16日

またこの会期中にDr.Hougen、 Dr.01son

などと有意義なディスカッションを行った。

7 8 - 4 0 1 9

西 ドイツ、遷移金属を触媒とする有機合成反応に関する研究

京都大学助教授   伊  藤  嘉  彦

6月 1日内

2

6月 2日( 3

6月 3日 l■

!

6月 5日 い)

6 月 6 日四

6 月 7 日( 対

!

6 月 8 日l A l

: U I l i v e r s i t y  o f  M u n s t e r

の有機化学教室で講演 (題 目Aお よ

びB)、 研究討論を行った。

(Eost i PIof

T(【 a u f fIIla n■)

: U I l i v e r s i t y  o f  0 3↓ t i  n g e I I

の有機化学教室で講演 (題 目Aお よ

びB)、 研究討論を行った。

( 宜o s t  i  P l o f

U  S c h b l l k O p し)

:University Of Hanburg

の有機化学教室で講演 (題 目A)、

研究討論を行った。

(■ ost i Prof.A.de

l l a r e  i  j  e  r  e )

: T e c h n i c a l  U n i v e l s i t y

of Mも nch enの 有機化学教室で

講演 (題 目A)、 研究討論を行った。

(■ OstiPrOf I.Ugi)

講演題 目A : O r g a n i c  S y n l h e s i s  b y

t h e  n e a cし i o I I  o f  S i l y l―

e n 6 1 e t h e r s  w iし h  T■ a  l l l―

s i t i O n一 4ヽ e t a l  C o l t l―

p o u I I d s

B : H e t e r o c y c l e― S y I I t h e  s i  s

u s i  n g  c― L i↓ h  i  o I E l e  t  h y  l―

p h e l l y I  I  s o c y a n i d c
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7 8 - 4 0 2 0

アメリカ、微生物岳性に関するゴードン会議

大阪大学助教授    内  回 碗

7月 11日に出発 し

University of

Califo「 nia Los

Angeles(UCLA)の

C o l l i e r教 授の研究

室 を訪れ、Hy b r i d  T o x i nに 関するお酌 のヽデ

ーターについて検討した。私逮はフジレクチン

(Wistaria floribullda lectill)の

su bulli tとdiphtheria 16Xin(D.T)

のfragltlenl Aを conjugateし てH"■ id

tox inを 作ちてぃるが、彼等はConcana―

Varin A(Con A)と DTの fragltent

Aよ う作ってお り、細胞に対す る毒性を比較 した

ところ、殆んど同じでありD.Tち よう低ぃ毒性で

あった。今後どのようなものとconjugateさ

せれば DoT。と同じような毒性をもつことができ

るようになるか という研究は細胞内へ人 ることが

出来る蛋自の もつ必須な構造はどのようなもので

あるかを知 る一つの手掛 になるものと思われる。

ロスアンゼルスからポートラン ドにあるUniver―

s i t y  o f  O r e g o nの I g e l e w s k i教 授 に

会い次いでシアトルにあるUnivo■ sity of

Washing tOnの 箱守、G r oltla n両教授に会

った後ポス トンヘ向い工arvard Univer―

Sityの Papp enheiner教 授に会ってDT

の細胞内 entryの 問題につt て`討論し、この間
一日ニューヘブンにあるYale Universi↓ y

のRndd le教 授 と会った。この部屋での興味の

一つは染色体のXIB抱内導入 (出来れば特定の )と

その発現、調節であり岡田教授の もとで行われて

いるいくつかの任意の物質の細胞内導入法に関心

を示 していた。

ゴー ドン ・コンファレンスの MiCrobial

Toxinに 関するIIle e t i IIgが7月 24日～28日

の 5日 間、ニューハンブシ、一にあるプロクター

アカデ ミィにおいて行われた。第 1日 目朝は

DP Iibosylating toxinに 関する語

題がPappenheimer教 授の司会の もとで行

われ DI G■ omanよ うD.T.の toxin gene

を中心にしたCOrynePhageの genetics、

D■ .Murphァ のgrOupか らサプレッサー株

の分離の報告が あり、次いでT ox i n ltlartlltla―

lian cellの interactionに 関する話

に移 うD「 Morhlingよ うDT resistant

lllu t a n t cellで EF2に IElu l a t i onをお

こしたものの うち丁度毒素によって蛋白合成カラ

に低下するがそれ以上は阻害されずそのま 進ヽ行

する株が分離されたことか らEF 2の geneは 少

くとも2ケ所ある可能性を報告した。次いで私は

岡田研グループで行った赤血球ゴース ト法を用い

て定量的に物質を細胞内へ導入する方法 とこの方

法を用いて細抱内へ導入された一分子のDT.

fr agltle n t Aに よってその細胞が致死するこ

との直接証明を報告 した。Dr.Middleb.cck

ようDT.の 細胸への結合実験の報告があ り、よ

う少量の毒素を用いた彼の系では今迄みられた

n O r l s p e c i f i c  b i n d i n gめ Sほとフレど,チら

ず37● incub ationで は toxinの 一度結合

した毒素の減少がみられる一方 4℃ incub a hOn

では毒素の結合は時間 と共に増加する。Con A

存在下では37℃ incub ationで tOxin結 合

の増加が 4℃ の場合 と同様にみられCon Aと D.T

の corapeti tOnの 報告がすでにあるがこれが

単にDT.の Ieceptor上 で行われてぃるのか

どうかの疑間点が提出された。 5日 間を通 じ昼間

はテニス、パレー、水泳、討論 と各人思い思いに

時間をす0し 、夕食後再び ミーティングが始 う

Neur ot。 【inに 関する話題であったが残念を

が ら2年 前と何等進歩 していなかった。 2日 目は

朝、ヨレラ毒累に関しDH Cillと Z Selinger

の各グループからの報告は、コレラによりADP

ribosylaし ionさ れる分子量 4う0∞の蛋自が

細胞質膜に存在しこの ものがコレラのレセプター

とad eny late cyciaseの 間に介在 してこ
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の酵系の活性の上昇に働き、この42K蛋 白はGT

Paseで あり、GTPと 結合 してvS性化されヨレ

ラの場合は結合した GTPが 分解されるのを防 ぐ

作用がある。一方ホルモンによるC AIIPの上昇の

場合lrcもこの同一の42K雷 自が介在 し、この場合

は42K proteinへ OTPを 結合させてい く作用

があるとの興味深い報告があった。夕食後はコリ

シンの話題に移 り、今堀和友教授によるコリシン

コ3の 構造 と機能に関する詳細で明解な報告は他

を圧していた。 3日 目朝コレラ以外のエンテロト

キシン液はIIleIIlbr 8ne daltlag iIIg し oxin

の話題で興味ある報告はなか った。 4日 目朝は

L.T.の gene cloningの 話題で re s tric―

tiOn eng7me attlini cell aIIti LT

toxin antibodァ をた くみに利用 した

W.Dallasに よる報告に興味をひかれた。夜は

分泌性質自の細胞膜へのとりこみのための

signal pertideを 最初にとなえたD■

Blob elの セ ミナーがあった。最後の日は朝

パ リ市郊外のNogerじ一

sur一 Maln eと や`う

地の美しい森の中にフラ

ンスの国立科学院の主学

する発生学研究所がある。

この研究所は前世紀に創立され豊かな伝統をもっ

ても`る力ま、 と うゎけて先年、Nic01e Lc

DouariP女 史が所長 として就任して以来、大

規模な近代化が進行し、欧州全体の発生学研究の

一大中心 とな うつつある。同女史の研究はウズラ

ーニフトリ匠の間で移植実験を行なってキメラ歴

を作 り、これによって神経細胞や免疫担当細胞の

発生的起源を追求するものである。その手法は精

巧を極め、全 く余人の道随を許さぬ ものがあり、

輝かしい成果を挙げつつある。

Chineric Toxinに 関する話題でNeville

に よう色々な組合せのChiltleric Toxinの

報告があったがすべて毒性を示していなかった。

次いでCollier の  eroupに ょるOo■ A一

コrag Aの 、そして我々の Lヽslaria f10ri―

b ulld a lectill subuni t― Frag Aの

ChiIIleric Toxinの 報告がそれぞれなされ、

それぞれのHybr id PrOteinは Divalenし

とmonovalentで あるわF毒性は同じであるこ

とか らそれ以外の何等かの要素が充分な毒性を示

すためには必要 と思われる。次いでDI=BIown

によるコndocytosisの セ ミナーが行われた。

今回のItle e t i ngにはホルモンや細胞を専門

にしている人の参加が目立ち毒素 と細胸の

interac↓ ionか レセ プターヘの結合につ

づく細胞への取込みあるいは細胞内への7FU機 構

に関して次第に多 くの人の関心を集めつつあるよ

うに思われた。

7 8 - 4 0 2 2

フランス、異種間移植法による細胞 クローンの器官形成の吟味

京都大学教授    岡  田  節  人

申請者は、かねてからウズラ ニ フトリ匠の網

膜の単一細胞をクローン培養し、さまざまの眼の

組織の細抱を '″ ク ''ァθで分化せしめるのに成

功していた。このような′″ ク′'アθで培奏した

細胞を生体内に再び、移せばどのような発生を行

なうであろうか? こ れは是非共知 りたいところ

である。そのためにはLe Douarip女 史によ

って開発され駆使されてゃヽる方法を用いるのが最

も秀れてぃると確信し、共同実験の合意が得られ

た。しかしながらす″ ク '′″θにおける実験は申

請者の京都大学の研究室が整備され、他の追随を

許さぬところと自負している。そのために、まず

ウズラ匠網膜細胞の培養を京都大学で行ない、こ

れを生きたままフランスヘ持参した。そのための

増養器のシールの方法などは予め吟味し、輸送の
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可能な条件を明らかにしておいた。このようにし

て京都からウズラ培養ftB抱を持参する一方、Le

Douarip女 史の計で移植宿主となる2日 ロニ

ワトリ歴が準備され、申請者のフランス到着後、

直ちに大規模な移植実験を遂行した。標本は固定

し京都に持ち帰っている。その結果の詳細は組織

切片の観察によらなばならないので、これにはな

おかなりの時日をまたねばならない。しかし移植

が完全に成功した例のあることは、すでに明らか

であって、実験の計画が当を得たものであったこ

4月 1 8日羽国発。ホノ

ルル、ロスアンゼルスを

経て 4月2 2日メキシヨ市

着。 4 月2 3 日メキシヨ大

学往訪。 4月 25日モンテ

レイ着。 4月 26日開会式にて日本化学会および日

本天然有機化合物討論会を代表 して祝辞を述べる。

4月 26日より4月 29日迄討論会、27日にThe

B l o l o g i c a l  A c t i v i t i e s  o f  l s o d o n

Diterpenoidsに ついて50分間講演。 4月 30

日～ 5月 2日 に砂漠地帯植物採集。 5月 3日 ユェ

とは確かになっている。この共同実験を通じて申

請者はウズラ・ニフトリーキメラ法の岐術を充分

に習得するという得難い機会を得た。この方法の

応用範囲は鯨る広汎であって、今後、申請者の研

究室はもちろん広くわが国研究者に利用されるこ

とを望んでいる。また申請者は滞在中、 2回のゼ

ミナールを行ない非常に好評であった。これらを

通 じてフランス科学院発生研究所とわが国研究者

との交流が将来ますますさかんになる機縁を作 り

得たと信じている。

7 8 - 4 0 2 9

メキシコ、第 5回 国際天然物討論会

近畿大学教授   久 保田 尚  志

―ヨークヘ移る。 (モ ンテレイ大学よう名誉教授

の称号を受けた9

以後、コロンピア大学 (ニ ューヨーク)、 ハイ

デルベルグ (ヨ ーロンパ分子生物研究所 )、Max

Plankの Wieland教 授 )、 バーゼル (分 子

生物研究所 )、 テューリッヒ(大 学、有機 )、 ギ

ーセン (大 学、有機 )、 ピサ (大 学、発生学研究

室 )、 ミ ュンスター (発生学研究室 )、 ス トック

ホルム (ェ科大学 )、 コ ペンハーゲン(農科大学、

化学 )な どを訪ねこれ ら各地における関係分野の

近況を知ることができた。

7 8 - 4 0 3 3

フィンラン ト、第 7回 国際 自動制御連盟世界会議

京都大学助教授   音  川  恒  夫

ユ 第 7回国際自動制  ン キで開催された上記会議に出席し、「分散制御

御連盟世界会議出席およ  系 における推定と制御の分離」と題して一般講演

び語演 (6月 12日～16日)を 行なった。これに対して3人から質問および意

フィンラン ド国ヘルシ  見 か述べ られ、各々回答した。また各種分野の講
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演を聞き、休憩時間、懇親パーティ、レセプショ

ンなどで各国の参加者と話合うことにより、世界

全体の制御理論およびその応用に関する多くの情

報が得られた。

2 欧 州の研究機関訪間調査

スウェーデン国ストックホルムにある工立工業

大学の流体工学科を訪間しく6月19日 )、流体制

御系実験装置の見学と、制御理論の流体制御回路

への応用についての討論を行なった。

スイス国ローザンスにある連邦工業大学のマイ

クロエ学研究所、自動制御研究所および信号処理

研究室を訪間した(6月 22日～23日 )。産業用ロ

ポット実験装置、パターン認識実験装置を見学 し、

会議は朝 9時から夜11

時頃まで続けられ、かな

うの強行スケジュ
ールで

あったが、年後はディス

カッションにあてられて

おり、自由に討論が出来た。第 1日目の前半はこ

の研究分野での歴史的な問題や現在論争点となっ

ていること等が主に話され、会議の全体的な位置

付けがなされた。なかでも、液体窒素温度での光

照射中間体パソロドプシンの発色団はオール ト

ランス型か11-シ ス型かに関して、ホットな議論

がかわされた。第 1日目の後半は視物質のスペク

トルおよび、視物質のモデルに関する理論的諸聞

題の講演がなされた。スペク トルに関してはカロ

テノイドの禁制励起状態の二光子吸収の実験によ

る確認や、詳しい理論計算が報告された。私自身

もこの時間常に講演をし、視物質のねじれモデル

にもとずく計算結果を報告した。その中で、ねじ

れモデルとc oltlEr10■ Stateの 分子的基礎との

関係を詳しく説t たヽ。会議の印象では、ねじれモ

デルは魅力的であるが、今後多くの実験的証拠に

制御理論およびその産業用ロポット等への応用に

ついての討論を行なった。

連合王国コベントリーにあるウォ
ーリック大学

工学科の制御理論センターおよび計算機科学科を

訪関したく6月 27日～28日 )。河川水質制御に関

しては残念ながら、その分野の研究者が他の研究

機関に移っていたため討論できなかったが、無限

次元系の制御および実現理論について意見を交換

し、移動可能ロポット実験装置を見学した。

以上 3個所の訪間調査により、欧州における制

御理論の応用の一端を直接目で権かめることがで

きた。

7 8 - 4 0 3 6

アメリカ、視物質に関するゴードン会議

名古屋大学助手   垣  谷  俊  昭

より検討を加える必要があると感じられた。第 2

日目は実験的方法のテーマがあてがわれていたが、

ほとんどresollaIEce nortlaIIス ペ クトルに

話題が集中した。・。Cを 使ったロドプシンの

さM■ の実験がAbr ahaIEIS Onに より報告され、

工onigが 分子モデルを使って解析 していた。第

3日 目は外節膜のモデル系の研究及び視覚の生化

学的研究 が報告された。先の 2日 間が視覚の非常

に速い初期過程をあつかっているのに対 しこの分

野では、 ミ リ秒程度の比較的遅い過程、そして視

興奮 と直接関連する分子過程をあつか うものであ

る。第 4日 目は再び非常に速い初期過程すなわち

氾照射後 ピコ秒内に何がおこるかとい う問題であ

る。中でも、吉沢 らはパソロドプシンの前にヒブ

ソロドプシンが生成するという報告をし、多 くの

議論が集中した。第 5日 目は視物質のアナログお

よ びバクテ リオロドプシンのスペク トルについ

て報告があった。会議は全体的には多 くの未解決

の問題を提示するにとどまったが、 2年 後、再び

同テーマでゴードン会議が開かれることになりそれ

までの宿題 という形になった。私個人にとっては、
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多くの海外の研究者と直接話が出来、意見を交換

し、共同研究を行う基盤を作ることが出来たこと

などの成果があげられる。

会議終了後、ADlh e r S t大学のK■oPf教 授、

Y31e大 学のBitensky教 授、IIawali大 学

今回のゴードン会議は

米国東部のニューハンプ

シャー州プリマス市にあ

るホルダネス校で、 6月

19日か ら23日 まで全体で

約 160人 の参加の もとに行われた。前回 (1975年 )

と較べて日本人の参加が飛躍的にふえ、日本国内

か ら7人 、在外の方々は 7人 であり、特に精米中

の若い方 々の参加が目立った。

開催地のホルダネス校は広々とした芝生に点在

する10位の建7//Jを宿泊、食事、セ ミナーのために

使い、私はPe↓ er 7ibertさ ん と同室 であ

った。会議はHugL Euxleyの 序言か ら始ま

りAnd rew ttuxleyの 総括で終 ったが、議演

は 1人 20分、10分、5分 の 3段 階の時間の もので、

誰 もが時間を貴重品のようにあつか っているのが

非常に印象的であ り、ふつうの国際学会と較べ得

られる情報量は10倍を越えるように思われる。恐

らく欧米の研究者にとって国際学会はセレモニー

にすぎず、 この種のコン ファランスを仕事の宣伝

と情報の収集の修羅場 としているように思えた。

大 きな研究室のポス教授達は会議が終ると申し合

せたように電話にかじりついて研究室へ今仕入れ

たばか りの話を伝えていた。

のLiu教 授を訪関し、有益な討論を行った。

New Yorkの Columbia大 学の中西教授、

11linoi大 学のコbrey教 授は都合によう訪

関出来なかった。

7 8 - 4 0 3 7

アメリカ、筋肉収縮に関するゴー ドン会議

東京大学助手   若  林  健  之

会議は年前中 と、夕食後 7時 か ら夜中の12時近

くまでの2回 のセッションがあり、夕方のセ ッシ

ョンが終るとそれぞれ気の合った同志でビールな

どを飲んで 1～ 2時 頃に就寝という日課で気力 と

体力が大切であった。年後は自由時間で、近 くの

湖へ泳 ざにゆく人、テニスをす る人、年前中の会

議の続 きの討論を個人的にする人などさまざまで

あ り、私はDa vid Th ojIIa sと組んで 【en

Holltlesと Shervin Lchrerの 組 とテニ

スをしてこれ らの人達 と仲良 くなった。テニスコ

ートでしか聞けないような話 もあ う意外な収種 と

ムえる。

会議は活発な討論が続 くことが多 く、議長は時

間を守 るのに曽心 していた。雰囲気は infor―

Itla l で、ネクタイをしめている人は数人程度で

あ り、40才以前の若い人達の高躍が目立った。

私は次回 (1981年 )のゴー ドン会議の日本代表

に選出され、次回のテェアマンのRobert

Adel stein、 欧州代表のCerald Offer

らと協力することにな り、微力を次回の成功のた

めにつくしたいと存 じてお ります。一人でも多 く

の日本の有能 な若手研究者がゴードン会議に出席

できるよう貴財団のお力をお貸 し下さるようお願

して、拙い印象記の筆をおかせて頂 きます。
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6月 21日よう27日の間、

ソ連 ドウブナの連合原子

核研究所において行われ

た第 5回高エネルギー物

理学問題国際セ ミナーに

出席、26日年後には「高エネルギーハトロン原子

ここ10年はどの間にシ

リコン、ゲルマニウム、

水晶などの完全に近い大

きな単結晶が得 られるよ

うになり、それらの結晶

によるX線 の動力学的回折現象の基礎的研究が盛

んに行われてきた。また、その応用 として例えば、

新しいX線 回折顕微法、多重散舌しを利用 した各種

の結晶システム、x線 干渉計などの開発がなされ

ている。一方、中性子を用いても、類似の回折現

象が生ずるが、中性子の場合、吸収が殆んど零 で

あること、スピン、質量があることなどのため独

特の実験が期待でき、注 目を集めてぃる。このよ

うな状況の中で、昭和53年 6月 5日 か ら7日 まで

フランスのグルノーブルにあるラウエ ラ ンジュ

ヴァン研究所において中性子干渉計に関する国際

会議が開催された。小生は従来ようン` この方面の

研究 に従事 してきたので、会議に招待された。山

田財団のお力添えによう会議に出席 し、あわせて

フランス、イギリス、西 ドイツにおけるX練 およ

び中性子線光学に関する研究状況 を視察すること

ができた。

7 3 - 4 0 3 8

ソ連、第 5回高エネルギー物理学問題国際セ ミナ
ー

神戸大学教授   藤  岡  伍  郎

核衝突において、実験室系後方に放出される相対

論的エネルギーの粒子 」についての講演を行った。

討論、交流 も行い、有益なセ ミナーであった。

尚、PrOceedingsは 年内に発行され る予

定である。

7 8 - 4 0 4 4

フランス、中性子干渉国際会議

東京大学助鞭    菊  口  怪  志

会議の主題は、中性子干渉計の機能の研究、中

性子干渉計を利用した研究、X線 、電子線の干渉

計との比較および将来の展宰であった。この分野

で主導的な役割を呆してきたボンゼ教授 (西ドイ

ツ )と ラウヒ教授 (オ ース トリア )が 会議を主宰

した。 100名 ぐらいの参加者のうち日本か らは小

生一人であった。小生は「波の扇 と全反射の特性

を用いた中性子の動力学的回折現象の研究 」とい

うテーマで、我々の創案になる新しい型の干渉計

中性子線の極微小偏向角の検出システム、中性子

の貯 め込みの研究などについて発表した。我々は

この分野の研究を早 くか ら手がけてきたが、最近、

諸外国でも非常に盛んになってきたのを会議でま

のあた りに見関した。特に目立 ったのは、核散乱

振幅の精密測定、磁場、重力場によって生ずる中

性子線の位相差の検出など、物理的に興味のある

実験に積極的に利用されはじめたことであり、こ

れか らの発展が期待されるところである。

ラウエ ラ ンジュヴァン研究所には高出力の中

性子線用の原子炉があるが、それに付属する中性

子回折実験装置には独創的な機構をもつ ものが多

数開発されている。世界的にみて中性子関係の実
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験の中心的地位を占める研究所である。干渉計の

実験室は専用の二本のビームチャンネルを有し、

各々に高精度のゴニオメーターと干渉計が配置さ

れ、これから本格的な応用実験が始まぢところで

あった。我々の実験環境と比較すると若しい隔差

があ り、我々は厳 しい状況にあるといわねばなら

ない。パ リ大学のオ
ーティエ教授の研究室はX線

回折顕微法を用いて完全に近い単結晶中の格子欠

陥の研究を地道に行なっていた。パ リ郊外のオル

セーにあるLURE(放 射光利用研究所 )で は、電

子ストレッジリングACO、 DCIと それか ら放射

されるシンクロトロン放射光を利用 した施設を見

学 した。シンクロ トロン放射光は真空紫外線か ら

軟X線 、X線 にわたる広い波長範囲で強 力な光源

として利用されているものである。 ビームチャン

ネルにはX線 構造解析、X線 回折顕微法やコンプ

トン散乱、吸収瑞微細構造、」均 散乱、光電子分

光などの測定装置が配置されていた。それ らのX

線光学系、測定系 には独自の工夫がなされており、

我が国で高エネルギー研究所に建設が始まってい

るフォトン ・ファク トリーのためにも有益な見学

であった。 ロン ドン大学のハー ト教授の研究室に

はX糠 干渉計を利用した各種の実験装置があり、

ボンゼ教授 とともにX線 干渉計を創案した人だけ

あって、技術的にもレベルが高く、干渉計の製作、

微」変 位駆動機構などに参考になることが多かっ

た。 ドル トムント大学 (西 ドイツ)のポンゼ教授

の研究室はX線 、中性子線の干渉計の研究の他、

X線 の動力学的回折現象を利用したいろいろな研

究を精力的に行なっていた。研究設備や付属工場

がきわめて充実しているのが印象的であった。最

後の訪関先、西 ドイツ、ユーリッヒのる コヽ(原

子核研究所 )では、高出力X線 発生装置と多重X

線検出器を組み合せた格子欠陥研究用の散漫散乱

測定装置、汎用型の超精密三結晶回折装置、ア線

回折装置などを詳しく見学した。

この出張を通じて、X練 、中性子線光学の各国

での研究動向を的確に把握することができ、我々

の研究の位置づけと将来の展望をたてるのに役立

った。また、学術交流の重要性を痛感 した。最後

になりましたが、このような機会を与えて下さい

ました山田科学振興財団に深 く感謝の意を表し

ます。この貴重な経験は今後の研究に有形、無形

の影響を与えることと思います。

7 3 - 4 0 4 5

オース トリア、 COSPAIt/1AU X線 天文学に関するシンポジウム

19 7 8「- 5月 3 1日よリオ

ース トリア、インスブル

ック市で開催された IA

u/COSPAR sylttpo―

s i d l l 1  0 n  X―R a y

As trOnoIIlァヽ及び第21回COS PAR総 会作業部

会 (第 3)に 出席 した。

X練 天文学はこの15年間に急速に発展した新分

野で、今や電渡天文学と並んで天文学の最先端を

進んでいる。このシンポジウムで討議された主題

は11)X線源の位置決定と光学的同定、12)暗いX線

源及びパースター、13)連星系X練 源、“)理論、

東京大学教授    田  中  靖  貞 ほ

15)星間ブラズマ及び超新星からのX線 、脩)系外X

線銀河、仔)遠い銀河系及びdiffuse成 分であ

った。私は(5)の現で昨年我々が行ったロケット観

測の結果を発表した。これは蛍光比例計数管 と呼

ばれる新しい検出器を我々が宇宙観測用に開発し

たもので通常の比例計数管に比ベエネルギー分解

能が2倍優れている。これを用いた観測は世界で

初めてであった。我々の銀河系が強い軟X線 (エ

ネルギー l keV以 下 )を放出している事は数年

前から知 られていた。名古屋大学早サliグループ、

東大手宙研の我々のグループ及びアメリカ、ウイ

スコンシン大グループ等の研究により、この欧X
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線は銀河の中の百万度を越す超高温プラズマか ら

の熱寝射であるとする考えが固りつゝあり、しか

もそうだとすると我が太陽系の周うの空間もこの

様な超高温プラズマで充たされているということ

になる。高温ブラズマからの熱福射の特徴はそれ

に含まれる原子からの特性X線 (輝 標 )の存在で

ある。我々の観測では蛍光比例計数管の優れたエ

ネルギー分解能の結果、 6価 電離の酸素 06+か

らの輝線を分離観測に成功し、銀河軟X線 が予想

通 り約 150万度のプラズマからの熱編射であるこ

とを実証したものである。又銀河の中でこの様な

超高温プラズマを生成する有力機構である超新星

の代表例、自鳥座ループのスペクトルも観測し、

その解析から超新星の衝撃波が星関ガスを熱する

過程についての新しい解釈を述べた。我田引水で

はあるが、これは銀河ブラズマの分光研究の端緒

を開くものとして好評を得たようである。

この会全体を通 じて注目された結果を挙げると

(1ン`―スターと呼ばれる新しい型のX線 源の特性

が大巾に解明された。12}位置決定の精度が向上し、

星との同定が進んだ。(3)観測感度が増した結果、

遠いX繰 銀河が多数見つか り、宇宙論 との連 うが

密接になって来た。に)軟X線 を発する星が多数見

つかり、今後光学天文学を末U朝するであろう事等

カドあった。

他方、この会で痛感したのは、アメリカやヨー

ロッパのX線 天文学研究者の層が厚 く、若手の活

躍が目ざましいことであった。日本のこの分野は

人数こそ多くはないが業績では決してひけを取る

ことはないが、この様な国際会議に若手研究者を

送 う込みにくいのは事実で、この点は大変残念に

思う。国際交流の面では言葉の障害も無視できず、

ともすれば孤立に陥 う易ぃ。この様な機会は若手

研究者にとっては、得がたい交流の場であり、近

い将来外国旅費の事情が好転することを切埋する

ものである。この意味でも貴財団初め民間科学振

興基金が国際交流に果す効果は非常に大きいもの

である。

今回空き時間を利用してライデン大学を訪関し、

数年来の共同観測のまとめや、将来計画等を討論

した。又近 くのヨーロッパ連合中央研究所 (■ S

TEC)を 短時間ではあったが訪れて、ヨーロッ

パでの最新宇宮技術の一端を見ることが出来、大

変有意義であった。

終りに貴財団から賜った御援助に厚く御礼申し

上げると共に増々御発展されんことを願 うもので

あります。
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7 8 - 4 0 4 7

スペイン ,第 6回 E M B Oリ ポノームフークショップ

東京大学教授   上   代  淑   人

第 6 回 E M B O ( E u ―

r o p e a n  M o l e c u ―

l a r  B i o l o g y  o r ―

g a n i z a t i o n ) 主 催

の リボ ゾ
ーム フ ークン

ョップは昭和 53年 6月 26日 エク7月 】日まで

の 6日 間、 ス ペインのサラィンカで開催 された。

この会議に山田財団工りの派遣援助をうけて出

荷することができたのは、筆者にとって誠に有意

義左ことであった。

EMBOと い う組織は ヨーロッパになける分子

生物学者の連常 によって形成 されていて、加盟国

が各々の nationa l incomeに 応 じて経済

的支援をおこをっているときいている。 この主催

で毎年数多くのシンポジウム、 ワ
ークショップ、

講習会などがお こたわれている。近年におけるヨ

ーロッパの分子生物学 ・生化学のレベタレのいうち

るしい向上は、EMBoな らびにFEBSく Fe―

d e r a t i O n  o f  E u r o p e a n  B i o c h e m i―

cal Society)の 活動に負 うところが極め

て大であった。

今回のフークショップは参加者 を 100名 に限

定 し、サラマンカ市から約 5tコ郊外にあるホテル

レギオに全員泊 り込みで行われた。困みに、す

ラマンカはヨーコッバ最古の都市の一つであり、

ヨー●ッパで4番 目に古い大学の発祥地というこ

とである。 ソ ークショップの主催者はマ ドリ ド自

治大学Vazquez教 授であった。

参加者の顔革れはヨ
ー'ッ パの各地にわたり、

地元スペインないうまでもなく、 フ ランス、西 ド

イノ、イギ リス、 オランダー、スエ ーガン、デン

マ ーク、ベルギ ーをはじめ、東欧聞からヽツ連を

含めて数 ケ国から各々第
一
線の学者が加わってい

た。意外 17C多かったのはアメリカからの参加者で

あ り、総数 100名 の中で22名 を数えていた。

これに対 し、 日本人 らの参加者は少 く、日本から

直接参加した筆者とベ ルリンのマクスプランク研

の磯野亮己民の2名 であった。この分野での第
一

人者である米国ウィスコンシン大学の野村真康氏

が参加されなかったのは林しい限りであった。

会議の内容については余り専門的にわたること

は避けたいと思うが、年前と午後にわけて、て1)真

核細胞のリボノ
ーム、【閉前核細胞の リポゾ

ーム、

旧)tR NAの 構造と機能、に)真核細胞におけるタ

ンパク質生合成、〔5)遺伝的解析、い)抗生物質と阻

害剤、の各セッションが行われた。各々について

2名 のオーガナイザーが座長をつとめ、最初に全

体の概観を述ぺ、問題点を指摘し、ついて数名の

指名者による研究報告とそれに対する討論という

形式で会議がおことわれた。筆者は上記の中、に)

と(5)のセッションで指名をうけて報告をおこをう

ことができた。また、今回の会議で特によかった

のは、ポスター・セッションが併行 して行われた

ことである。 したがって、討論の際に きさ演 らし

た点、お工び詳細 をデーターをどについて毎日の

会議の終了後、夜遅 くまで直接に質疑応答を行 う

ことができた点である。 こりい う試みは、今後わ

が国における国際会議などでも大いにとりあげて

みてはよいのではないか と思 う。

帰途、英国のケングリッジ大学生化学教室、左

らびにスイスのチューリッヒ大学分子生物学研究

所で議演をおこない、討論する機会 を得た。タン

プ リッジ大学では筆者の師事 した severo

Ochoa教 授がかつてオクスフォー ド大学時代に

指導 をうけられたRudolph Peters教 授に

おめにかかったが、 89才 の高令にも拘らず二つ

揃いの背広の上に白衣を着て実験中であ り、 ビ 大

ットと試験管 を持ったま亡音語をして下 さったの

が特に印象的であった。
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78-4049

イスラエル ,第 10回 国際堆積学会議

7月 3日昼過ぎエルサ

レム到着後、イスラエル

地質調査所にタン・ギル

博士を訪間した。数理地

質のセッションでの論文

発表について打ち合せを行 うと共に、同所内の数

人の研究者を紹介された。

7月 4日 ～8日 lr1 4 5℃を超える気温の下で会

議前巡検旅行A2に 参加した。イスクエル中部～

南東部に広がるネダブ砂漠のユ ダヤ石灰岩を中心

とする層序 と死海地薄常の構造を見学した。地域

の特色を受けてチ、―卜の形成環境、 ド コマイ ト

化の機構および石官の形成時期などが話題となり、

特に海洋地質学者と伝統的地質学者の意見の対立

に興味深いものがらった。  ・

7月 9日 なプログラム等の配布と開会式が行わ

れた。巡検の時に気楽に話していた人 が々思いが

けぬ大物であった事に驚かされたり、出席予定の

日本人が欠席した事について他国の学者から昔情

を言われたりの 1日であった。

7月 10日 ～ 14日 は 10会 場を使ってバラレ

ル・セッションが行われた。各発表者の持ち時間

は30分 で、欠席者の時間は飛び込みの講演で埋

めるか自由討論とし、プ・グラムを繰り上げるこ

とはしをいということで、一論文勾イそ自分の開さ

たい論文の会場へ自由に移動できた。これは前回

のニースでの会議においてプログラムの変更が余

りに多く、プログラムが無ぃと同じような状態と

をった事に対する反省から採用されたとの事であ

る。但しこの方法では会場数が多くなり、ごく一

部の発表のみしか聞けをいという問題があるので、

今後の会議への適用には更に改良か必要である。

私は 7月 10日 の数理地質及びシミュレーショ

ンのセッションで、それぞれ一論文を発表した。

前者な地質桂状図の統計解析についてであり、後

者はポァツン・モデルによる堆樟現象のシミュレ

ーションについてである。前者における層序デ ー

タの時間軸lZC関する問題提起から7月 12日 の I

京都大学研修員  西  脇

CCPの プロジェク ト148:数 畳冒序対比のフ

ーキング ・グループのセッションヘの出席を求め

られた。そこでな地質ズータの対比におけるクロ

ス コ ーリレーシ ョンとクロス ・アツシアーショ

ンの選択、定畳データの定性化、時系列解析法の

適用限界をどが話題とをった。 この情での討論ヘ

の参加から更に、 7月 14日 の地震記録のフーキ

ング グ ループのセッションヘの多加を求められ

た。 ここではボーリングや物理流冒によるデータ

の対比 とその中に記録された地質現象の解析につ

いての議論が変された。クロス ・ヨーリレーショ

ンの計算におぃて鋤冒の層厚変化の影響について

問題を提起した。

このセッション終了後、ンラキマース大学のジ

ョン・M・ キュビット博士より、 ICCPの プロ

ジェク ト148へ 日本代表として協助を求められ、

主として層厚変化のある場合の時系列解析の問題

を分坦することとなった。

この間、7月 10日 夜には総会が行われ、次回

は 1982年 にカナタのフヽミルトンで開 くことな

どが決定された。 7月 11日 の夜になエルサレム

市の歓迎会がイスラエル得物館で行われたが、時

間が少をくて見岸は充分には行えなかった。 7月

12日 の年後は出席者全員が死海へ海水浴に行き、

その海底で形成されつつある塩の結晶を見せても

らった。この日の夜にはダン`ギル博士の家へ数

理地質関係者のパーティーに招かれた。タニエル

・F・ メリアム教授やション マ ン教授をはじめ

20名 程が集ったが、特に北欧やアメリカの若手

研究者と現在研究中のテ ーマについての意見変換

な有益であった。 7月 13日 午後はセッションの

ひと?と して映写会が行われ、私ほ本年 1月の伊

豆大島近海地震の瞬間に雲源の近 くで撮影された

海中フィルムを急還追加映写してもらった。

7月 15日 ～ 17日 は会議後巡検Y6に 参力Dし、

イスラエル北西部で石灰質岩と確堆積物を見学し

た。7月 18日 ～20日 は会議後巡検Y5に 参加

し、占領中のシナイ半島にまで入り込んて、風成
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層、砂漠土壊おより砂丘の形態などを見岸した。

これらの巡検を通して、現在までに長老的立場 rc

ある地質学者lZC工リイスクエルの自亨はほほ確立

されてかり、その基礎の上に若手研究者による新

しい研究成果 が出始めている事、 この優れた研究

はイスラエルが今後の世界の地質字に大 きな貢献

をするだろうと予測 させるま を強 く感じさせら

れた。

78-4052

フランス ,第 15回 低温物理学国際会議

東京大学助教授 小  林  俊

山田科学振興財団から

援助を受け表記の会議に

出席した。会議は 6日 関

行われ、午前の前半はレ

ガューを中心 とした全体

会議があり、そのあと超伝導、量子液体及び固体、

低温固体物性、冷却技術の四つの会議が平行 して

行われた。

第 12回 (京都 )で は超伝導のゆらぎ、第 13

回 (ヨ ロラ ド)で は液体 'Heの 超流動の発見、

第M回 (勺レシンキ)では SEe超 流動の活発で急激

を発展をどの大 きな話題があって会議を盛上げた

が、今回はそのような中心話題がなく比較的地味

を会議であった。

超伝導部門では井平衡状態の研究が今後に大き

え発展性をもっているま夕に思われた。高い転移

温度の追求も着実になされていたが、最近 200

K以 上の弱移温度をもつ可能性があることが見つ

かった高圧下のCuClに ついて熱気ある討論が

をされた。

量子液体 固体の部門ではやはり
3Heの
超流

動が主体ではあったが、 こ の研究は発見後 6年 を

経て成熱期rc入っておりむしろ今後の興味は 3He

固体に向りように見えた。

低温固体物性部用では原子核スピンの秩序状態

の実現が前回以後もっと進んでいるだろうと期待

したが、やは り″Kの 壁は厚いらしく大 きを発展

は開かれをかった。 し かし、 2段 の核断熱消磁て

これをねらっているグルヽプは多数 あり、次回が

楽しみである。第 12回 で報告された回転系での

断熱消磁による核秩序を今回中性子回折で確認し

たという報告は見事であった。 こ の部分ではスピ

ン グ ラスの議論が活発であった これlIむしろ

磁性の範時に入ると思われるが、 こ れからという

分野で戦国時代の様相を呈していた。

冷却IfTで は、この2年 程の間に 3Hc_4Hc

肺釈冷却器の熱変換器の技術が飛躍的に進歩し2

mKま で至1健するようになったので、これを初期

温度 とした核断熱消磁が三流を占めるようになり

つつある。 SQUIDの た網の招待講演が満員の

聴衆を集めていえ

グ育グラムにつぃてぃえば、応募した論文のほ

とんど全部を採択したようで、招待を除 く一般講

演 (口頭とポスターが半分づつ )が 560も あっ

てそのため玉石混済ぎみになり、会議の盛上りを

弱める原因の一つにをっていた。

筆者の議演は超伝導体であるアル ミニクムを直

径 100量 程度の徴粒子にすることにェって反磁

性臨界磁場よりも常磁性臨界磁場の方がなくなる

よう宏状況を作り、 Alの 核磁気共鳴の緩和時間

をプ・いグとして常磁性臨界磁場を測定した結果

について述べたものである。

この研究la高臨界磁場超伝導体における電子の

スビン軌道相互rLRの 効果を考えるとき、その基

礎となるべさ知見を与えるものである。薄膜に平

行磁揚をかけたときの臨界磁場を測定 して同様を

効果を測定している研究者たちと有益な議論がで

きた。

一

弘

―



8月 1日から 10日 迄

卜●ントで開催された第

9回国際EM学 会に出席

及び′ヽ一パード大学にお

けるセ=ナ ー及び討論。

1 ゴ ルヂ標本 (5″ Inの厚さのエポン切片 )の

超高圧電子顕微鏡による立体観察法を用いての

ク
・
リヤ細胞の立体構造に関する発表は好評であ

り注目を集生え

8)祝物質の初期光反応の

物理化学的研外  (F)色素

紛 レチチールと蛋自の

結合様式、 m)蛋 白構造

の解析と光反応に伴 う変

化、および qゅ視物質の光反応をひきがねとする

視71B胸摸電位郷 との機構に焦点をあわせて顎状の

分析と将来の発展が議論された。

眼に投射された光な視細胞外節膜に蓄積された

視物質に吸収される。最初の光反応な励起 された

11-シ ス ・レチナールがォール  ト ランス形に

異性化される反応である。 この反応はピヨ秒内で

観察されるから、分子内で原子あるいは原子団の

空間的再配置を必要とする反応なとこり難いとい

う疑間がもえれていたが、むしろ、いくつかの研

究グルーノ″‐致 して提出した実離 果から積極

的に貫白質を場としておこる新 しい現象と解釈す

べきてはないかということに去った。実際光産物

につぃてのレープー ラ マンの測定lIオール ・ト

ランス形レチナールを確認しているからてある。

78-4059

カナダ,第 9回 国際電子顕微鏡学会

惑 大学教授   浜

7 8 - 4 0 6 2

アメリカ ,感覚受容に関するゴードン会議

大阪大学助教授    鬼  顕   勇

2 夕 ―ヽバ ード大学医学部でのセミナーは特に解

剖学教室のラビォーラ教授の注目を受け、共同

研究の話がまとまった。

3 ク ズホールにおけるリース教授およびホイザ
ー教授 との超低温凍結レプリ方法lrc基づいて新

しい超低温凍結レプリカ装置の開発に着手 した。

この学会に出席するための援助を戴ぃた山田科

学振興財団に対し深く感謝をします。

清

次

いっ電う、レチナール結合サイ トについては、

数年来の中西グループ(ヨ ゴンビア大 )の系統的

なアナログ合成と質白への結合能力、吸収スペク

トルの比残研究によって大 きを前進をした 蛋白

との結合にはシッフ結合とプロトンd onOr,

10～ 11二 重結合近辺のポリエン鎖上の COn―

figuration、  イ オノン環の一定の構造

の必gLLが 明らかにされた。光異″団ヒにともをう

蚕自構造の第 ヒをあらゆる方法で調べ上げる必要

がある。視物質を含む膜構造の解析は電子顕微鏡、

X線 解析をどで進められ固定されていとい膜の流

動的な性質を反映していろいろ変った、部分的に

ことなった像や解釈が報告され、膜の動的を機能

の理解を進めようとしたが、動物種や、方法の違

いを充卿ここなすに三 らず、統一した新 しい膜構

造モデルが展望されたとな云えない。しかし、従

来の草礼をdi sk膜 モデルはどれも不満足である

ことは明らかにされつつあった。

ともあれ、視物質の光反応に伴って廃酸化が歩

こり、暗がりでは蚕白から携酸力S脱離するという
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意味不明のしかし確実におこっている反応がある。

未たこのようなむしろ単純えわれわれの知らなぃ

反応も視物質の周辺ではおこっている。多 くの、

異ったcareerを もつ研究者が参加して、ここ

数年に急速に発展しつつある研究テ
ーマであるが、

単純化ュリも複雑化に向う段階にあるのが、反映

されていた。

わが国l■頭足類の眼球を手に入れるのlZC恵まれ

た環境にあるので、すぐれた材料としてこれらの

種の視物質の特殺、光反応や吸収曲線から推察で

きる特徴、貫白質部分の大きさ、膜内での存在状

態、などについて報告しえ

会議中のたっぶりある自由を時間にいくつかの

昭和 53年 8月 3日 ～

5日 、カナダのモン トリ

オールにあるMcCill

大学においてMu〕 um―

dar教 授を委員長 とする

「第 1回国際乾燥工学シンポジクム」力S開催され

た。私はこの組織委員を依嘱されたが、我国には

昭和 34年 以来、乾県工学を学ぷ者が集って「乾

燥研究会 」を組織しており、毎年研究会を開いて

勉強を続けている。これによびかけて5大学、 1

国立研、 4会 社から合計 11件 の研究報告が提出

され、 16名 が参加した。世界 12夕 国からの参

加があり、参加青は約 150名 であった。会議は

2会 場で朝 9時 3o分 から夜の 9時 30分 まで

12分科会で行われ、最終日lra綜合討論会であっ

た。分科会は(D乾燥理論 (D粒状材料の乾県 ③

錨 乾県 ④噴霧乾燥 ⑤ ンート状材料乾燥 ⑥
乾燥 プロセス ④ エネルギ

ー経済 などであった。

米、 独 、 力R ポ ーラン ド、英、 ′ ンヽガリー、 ニ ュ

ージ…ランドなどから世界著名の研究者の参会 が

あり、私もこれ らの人達 と久 々に語 りあうことが

協同研究の提案と討□ を十日知の研究者や、出身分

野のことなる人から受け、全く果曹した数日であ

った。会議後、 カーネギー・メロン大での 600

Mの NMR装 置の見学、ジュール ・スタインEye

instituteを 訪間で きたことも会議中の若い

研究者との話し合いからである。実際 30才 の前

半の智力、体力の旺盛な研究者が自立し、独自の

創・cL性を発揮することを保障している、 ア メリカ

の若さ、強さを思い知らされた会議でもあった。

今回、貴財団の援助て出席てきた幸運は今後の

研究に直うに反映されるであろう。

7 8 - 4 0 7 2

カナ ダ ,第 1回国際乾県工字 シンポジ ツム

京都大学教授   桐  栄  良

で きたことは国際会議ならではの大 きな喜びの一

つてあった。

研究発表を通じて、あるいは直接の討論に より、

乾燥工字の研究 の流れは大体以下の 3通 りに進ん

ていると言えよう。すたわち①は乾燥の現象を忠

実に追跡して、これを乾県の移動物性値にまで解

析し、適切をモデル化を行って乾操標膳を明確に

するものである。②は乾燥が熱と物質の同時移動

現象であること17C着日してこれらの同時移動に対

する基礎方程式 をたて、その数学的解を求めて、

熱 と物質移動に関する相関々係の解析を主 とする

ものである。③は①および②をふまえて、鍬 曲

線の予知を行 うことを目的とするより近似的.

実用的をものである。今後これらの 3方向の研究

が相互にリンクされながら乾燥機構の確立という

ゴールに進むことが期待される。

乾県 I隼 の応用面については、カナダの国柄を

反映して、紙 とかパルプを主とするシート状材料

の乾県が問題にされたが、これは大した進展はな

い。注目されるべき仙①噴霧乾燥法と②食品の乾

燥とであろう。①については液状あるいはペース
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卜状材料を噴霧して
一挙 に乾県粉末をえる方法で

ぁるが、特に食品を中心にしてこの方法の需要が

署増し、従来の経験的設計法、運転法から巴誰

基づく展開が切実に要帝され、また研究も質が高

くなっている。②の食品の乾県lFC関しては、乾県

技術の進歩と同時に生材料の包装費、輸送貴の著

増さらに消費者のもとでの和 廃業部分の処理の

問題とからんで重大な注意が払われている。食品

であることの特性、すなゎぅ味、香り、復水性の

ほか、衛生面において 今ヽ後緊急に開発されるペ

き桑頓は多い。 この方面でキッコーマンの赤尾博

士のパフィングによる植物蛋白と激粉の瞬間的変

性方法は大色左注意をひいた。

私lrd委員会の要請により「多■質材料の乾県機

構 」と題する特別語演を行った。これll私の研究

室の過去 35年 に巨る研究を中′ふにおきながら、

この方面の研究を一連の体系にまとめて詩演した

もので、前述の乾燥理論の①の立場に立つもので

ある。また研究発表論演としてv‐l、噴霧乾県の基

礎的研究として、「単
一無支持液滴の乾燥機構 」

と「低含水の材料層の伝諄乾燥 」を発表した。前

者は従来不可能とされていた大気劉司の定点に液

滴を固定し、 こ れに熱を与えて、滴の形状変化 と

満温度を滴に接触することなく連続して測定する

とい り技術を閉廃して、滴の乾県標構を明らかに

しようとするものであり、後者は従来理論的解析

が困難とされた伝導乾県法の解析に近似を導入 し

て一応の解をえたものを発表したものである。い

ク■も一定の評価をえることができたことを喜び

としている。

最後に今回の学会出荷に際して援助を与えられ

た貴財団に対して心からお礼を申し上げ亡九

78-4073

イギリス ,第 3回 急冷金属国際会議

京都大学助毅    新  宮 夫秀

7月 3日～ 7日 に英国

のBr i g h t o n ( L o n―

do nか ら汽車て 1時間 .

英仏海峡の海岸に面 した

町 ) にあるS u s s e x 大

字に於て開かれた
(第 3回急冷金属国際会議

"

( T h e  3 r d  l nこ e r n a t i o n a  i  C o n f c―

r e n c e  o n  R a p i d l y  Q u e l l c h e d  M e―

ta ls)に 出席した。会議lrcは約 20ケ 国 250

名が参加し、 5日 間活発左口頭発表 、展示発表 (

ポスターセッシ ョン )、 討論が行われた。 日本か

らの参加者は 15名 であった。

急冷金属国際会議は第 1回 がユーゴスラビアの

ブ レアに於 て 1970年 に、 第2回 かアメリカ

のポストンで 1975年 に行われた。 この会議ld

1960年 にアメリカのカリフォルニアエ科大学

のP.Duwez教 授が合金 の回溶限をどの程度拡

大出来るかを確める目的で合金液体を冷キ版上に

吹きつけて急冷凝固させる実験を行ったところ、

合金の種雛 よって、固溶限の拡大のみならず、

種 々の全 く新 しい非平衡結晶相や更にな芽品質相

をも形成し得ることを発見したことを出発点lZC、

液体合金の急冷による新 しい相の発見と、その構

造の解明、諸物性の研究等の報告、発表を行 うこ

とを目的として開催されているものである。

今回の会議 では液体急冷法に よク作られる非晶

質遷移金属系合金の歓磁性材料 としての用途開発

の可能性/JS見出 され、また、強度、耐食仕材料と

しての用途 考ヽえられるに至 って、前回の会議て

は発表の少なかった、非晶EIBの 熱的安定仕、非

晶質相の結晶化過程に関する報告の増加が目立っ

た。

筆者な第 2日 の午後に非品質相の形成と安定性

のセ ッションに於て 20分 の日顕発表を行い、同

セッション後半の座長 を務めた。会議の内容はす

べて今年末までに proceed ingsと して出坂
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される予定である。

会議の最終日に、会議の役員、各セッションの

座長等が集合して次回の国際会議についての話 し

合いの会を持った。今回の会議の議長である

SuSsex大 学教授のR.W.Cahn氏 他多くの人

達が次回の開催地として日本を推 した。筆者も東

北大学の増本教授とともrCこの会に出席した力ヽ

会議参加者全員のアンケート結果 もあり、結局次

回は 1981年 に日本で開催することとなった。

日本での開催については、 まず ヨーロッペ ア

メリカからの煙離の遠いこと、 日本の夏の暑さな

どが問題とをっていた。 しか し、筆者が最も心配

することは、適当左会議施設についてである。今

回の会議はSussex大 学のキ■ンバスを本り将し

て行われたが、会場設備 も立派 な上、学生の宿舎

を本瞬 した食事付の実質的、安価左宿泊勲情は好

評であった 日本で会議を行った場合、国際会議

場等の利用となると、利用料が高価なばかりでを

く、宿泊費が刻国からの参加者に大きな負担とえ

るであろう。旬]の会議に於ても、若手の研究者

や大学院生の参加が多く、良い研究発表が目立っ

た。次回の国際会議にもこれらの若孝研究者が集

まれるユうえ、質慕で実質的な集会億ね設備があ

れば良いと思 り。大学にこのようえ施設が出来れ

ば最も良いと思 う。

t y  L a s e r  B e a n s

第10回国際量子エレクト

ロニクス会議 (IQEC)

に出席 し招待講演 を行

い、招待講文 A■oma―

l o u s  l n t e r a c t i o n

o f  H i g h  l n t e n s i ―

w i t h  P l a s m a s を

78-4075

アメリカ ,第10回国際量子エレク トロニクス会議

拡 学教授   山 中  千 代 衛

報告 し、わが国のレ ーザープラズマ研究の成果を

問い、評価を確立したものと思われる。男性 炭酸

ガスレーザーの効率 向上 と波長 12″ mア ンモニ

アレーザーに関 し2篇 の論文を発表 し、 ま い評価

をつけた。 帰 途フシン トンD C.エ ネルギー

省 、コチェスター大学を訪間し討論を行うこと力S

てきた。

78-4087

アメ リカ ,高圧下における物理 と化学 に関する ゴードン会議

立命館大学教授   鈴  木  啓  三

1 会 議の模様 登 録者

100名 、USA以 外か

らの参加者 22名 、 う ち

日本からの直接参加者は

筆者と、日本原子力研究

所の下司和男氏 の2名 で、その他 に現地から八木

健彦氏 (カ ーネギー研殉方、東大物性研 )と中原

勝氏 (カ ナダ国立研究所、京大Jと )の 2名 が参

加 された。

会議は下記のプロクラムにしたがぃ、朝晩 1題

目毎に 3時 間、合計 9題 目について5日 間にわた

って討論 された。
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1 電 子伏態 2 構 造 3 原 子さ工び分子

運動 4 水 宗化物と水慕 5 液 体 6 衝 撃

波 7 生 化学 ・生物への効果 8 E― Bcam

F u s  i o n   9  高圧技術

高圧に関するcOrdon会 議は、その
フ
世質上 エ

リ高い圧力額域 に達するための新しい壊術の開発

と、新しく到違できた圧力下での物理的、化学的

刻ヒ窃研究が三流になるのは当然のなりゆきであ

る。本年度の会議におぃても夕外 ではなく、 タイ

ヤモン ド・アンビル装置による 100万 気圧を越

える超高圧力の発生技術と圧カスタールlvC関する

討議、および極低温 と超高圧環境 とがかんだ極限

領域における相転移についての実験と理賄に関す

る討議が、もっとも活発であったと思う。

参加者のほとんどは物理学、地騨科学、および

物理化学系の研究者で、筆者が招待講演を依頼さ

れた「生化ネ 生物へのE力 効果 」分野の研究者

の出席は僅少であった。

2 筆 者が行なった講演概要 単 純な球状蛋白

質l‐l水溶液中て、 1～ 3 kbar以 上の圧縮により

可逆的亡たは不可逆的に変LL(蛋 自質の一次構造

は保持されたまま、高次構造が破壊された状思 を

さす)す る。
一方、おおよそ lkbar以 下の任F

力l‐lい ったん変性会合した貫白質の再溶解や、加

圧失活した酵素の活性回復を助け、熱変性を抑制

する作用があるとい ぅことカミ明らかとなった。

次rc、蛋白質の高次構造の形成に関与すると考

えられる水素結合や、イオン結合や、疎水性権E

作用が、カコ圧によってどのよりな影響をうけるか

を、溶媒である水の構造郷 ヒと関連づけて研究を

今回の低温物理学国際

会議出席の目的は、遍歴

電子系におけるスピンの

ゆらぎの理論に関する最

行い、一定の結論 を得た。そ こでこの結論にも

とづき、昼白質に対する圧力作用の機構について

筆者の見解を発表した
一方、DNAは 長時間10kbarの 高圧力下に

保っても変性したい。DNAの 圧力に対する大 き

を 定性を、畳白質との構造の違いにヽとづいて

説明した。

最後に、蛋白質とDNAが す″ υすクθの過程で

関与する溶原菌の誘発の現象に圧力を適用した結

果を報告した。溶原状態の保持に、蛋白質てある

ことがゎかっているCIリ ブレッサーが関与して

いることが知られているので、宿主菌てある'.

ιο′すが死成に至るまでの圧力処理 (ぶおよそ 1

kbar)で CIリ プレッサーが不活性化されるた

らば、加E誘 発が起こり得る可能性が期待でとる

わけである。実段の結果、 ス、 '80、 434等

は加圧誘発され、スind~1、P2、 AC1857等 vI

加E誘 発されをかった。穴C1857は 熱不安定性

のパクテリアクイルスであるが、 この溶原菌を1

kbar前 後の圧力で加匠処理すると、いったん

熱抵抗性が得られるが、除E後 時間経過と共に元

に回復することがわかった。このことは、低圧力

は蚕白質の熱変性を抑制するという事実を、す″

υイクθで証明し得たことになる。

筆者の結論的を主張rl、高圧下においてあらわ

れる生化学的.生 物的現象の ドラマは、実は高圧

下においてあらわれる水の分子レベルの ドラマに

よって規定されているということである。

78-4104

フランス ,第 15回 低品物理学国際会議

東京大学鞭    守  谷 享

近の我 の々研究成果について招待講演し、同じ方

面の研究者と意見を変換すること、及び低温物理

学の他の分野における最近の研究動向について情

報を得ることにあったn
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金属騎磁性の本質 論にといて過去半世紀 の間常

に議論の中″いとなって来たのは、局在モデルか遍

歴モデルか とい う間頓 である。 こ のことは これら

のモテル に基 づく理論が初期のものから最近のも

のに至る迄どちらヽ実験事実を統一的に説明出来

ないことに よって居る。理論的に!云えばこの問題

は狭いdバ ンドにおける電子相関の問題に帰着す

る。すなわちこの問題に対 しては固体物理の他の

分野て著 しい成功を収めて来た平近場近似がうま

く成立たず、多体効果をとり入ねることが必須の

要請 となっているのである。

最近の我々の研究はスピン密度 のからきという

意味の明確え物理量を一般的な観点から研究する

ことによってこの問題の統一的え解決をめざす ヽ

のである。従来我々は二つの重要な極限としてス

ピン密度のゆらぎがそれそれ実空間及び逆空間で

局在 している場合を考え、これら両極限か らの近

似理論として、局在モ
ーメン トにもとづく理論 と

弱い強磁性、反強磁性金属のスピンのゆらきの理

論とを展開して来た。塙て最近数年間に行 った後

者の研究てはキ ュリー ダ ァイス則の新 しい機構

が見出された仏 種 々の物理畳に対 ッて定性的に

新しい多 くの維果が得られ、その後の実蜘てよっ

て検証 されて来た。約云すれば従来局在モ
ーメン

ト系の
フ
性質 と考えられて来た ことの多 くの部分が

大筋において強 く相互作用する電子系のス ピンの

ゆらぎの一般的性質 であることが判って来 ると同

時に、上記両極眼におけるスピンのゆらぎの性質

のきゎだった相具ヽ明 らかになって来た

最近一年司の我 々の研究 は、 3C述 へた両極限

の間を内挿し、統一 的な枯象を得 よりというもの

である。汎関数積分法を手段 とし、相互作用常数

の他 にバンド構造lCもとづ く比絞的少数の物理的

バ ラメターを含む簡単化 されたモデルを用い、キ

ュリー温度、帯磁率などl~対する続―的記述を与

えることが出来 た たとえは一般的えキュリー・

クァイス則の物理的意味が明らかになり、ぞ■は

従来の局在モ ーメントに よる機構を一つの極限と

して合んでいる。又この研究の過程で温度 上昇 に

よる局在モ
ーメントの発生 とい う新 し域 象が聖

論的に原出 され、従来謎 とされて来たいくつかの

実態 に対する解択が与 えられた。

この様な観点に立つ我々の研究は欧米 にきける

多 くの研究 とは具なった実展 を示して居 り、その

自来にないても今回の様に我々の研究成果 につい

て海外で講演 し、意見を変換する機会をiヨ■する

事は重要てあると考える。美擦会議では多くの人

々の関心を得、ヌ数名の専門の研究者と詳細に及

ぶ意見の交換を行 うことが出来たのはな陰 であっ

た。

その他のの野 について云えは、ガ ラスやスビン

ガラスをど不規貝係 の研究 が甚ださかんで、新 し

い型の実験 も行われ、理論家も大 きを関心を寄せ

てい るが、全般的に未た混 とんとした洩ま である

との印象を得た。又起電導体の電子 格 子植圧 作

用 に関する定畳的え計算が旬所で精力的lC行われ

る様になって来たこと、二次元クイグナ
ー格子 を

観測したとい うベノレ研究 所ψ合らの部告等が印象に

残 った。なにぶんl~ヽ大 きな会議で平行セッシ ョ

ンも多 く、部分的に出席 しただけではあるが、電

子相関の問題 と不規則系 の問題は当分の間物性物

理学の中夕さを占める課題 であろ うと考えられる。

78-4105

アメリカ ,高圧下にぶlTる物理と化学に関するゴードン会議

日本原子力研究所主任研究員  下   司   示日  男

1 ゴ ードン会議の性格、 れ た、 ゴ
ードン会議巴事長Cruickshank氏

目的          の 解説に述べられているよりに、 ゴ ードシ会議は

サイエンス誌に渇載さ  各 テーマ毎に出席者の数 を 100人 程度 に限定し
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て、静かな環境の下で互いに起居を共17Cし、打ち

解けた雰囲気の中で最近の研究成果 について十分

を嘲司をかけて討論するものてある。このような

自由な討論から、新しぃ研究の茅が啓発 されたり、

遠隔の地にある研究者同志が共同研究を始めるさ

っかけを得たりする事によって研究の進展が促進

されることを最大の目的としている。従って未公

刊の研究業績や、日下進行中の研究の報告も歓迎

される。十分に自由去討論を保証するため、この

会議は、予稿集 報 告書の類は一切脚板したい。

叉会場でスライ ドの写真撮影、講演のテ
ープ録音

をどを行うことは奈 じられている。

2 会 場、参加者、会議の構成

末年度の高圧下の物理及び化学に関するゴード

ラ会 議は、米国二・一ハンプン■―州メリアンの

キンポール ・アカデミー ュ ニォンに於いて、8

月7日 より8月 11日 の5日 間 (8月 11日 は午

前のセッションのみ )開催された。キンポール

アカ万ミー ュ ニォンは学生の研修 ・教育を目的

とした施設で、静かな丘陵の間の回園地常にあっ

て、講議室、ホール、体官館、テエスコート、宿

舎などが散在している。会議の参加者沼 アメリカ

国内からはサンデイア、 ● ―レンス ・リバモア、

ベルンステム等の研究所から来た人が多く、それ

kjRえ てアメリカ国内の大学教授、アメリカ東部

の大学の学生をどが参加した。国外からの参加者

は、カナダ、英国、西 ドイツ、ポーランド、イン

ド、 日 本等の研究音 で各国から 1～数名が参加レ

た。日本からの参力B者は、筆者の他立命館大学の

鈴木氏 (生体物理亭攻 )の 2名 で、他にアメリカ、

カナダ在住の日本人研究者 2～ 3人 が参力Eしてい

た。参加者の専門は核融合から生体に三る巾広い

ものであって、唯一の共遅点は高圧を研究手段に

用いているという事だけの観があった。

会議は午前のセッション(午 前 9時～正午ごろ

さで)と、年後のセッション(午後 7時半～ 10

時ごろさて)に分かれ、午前のセッションは主と

して化学的な内容の講演、午後のセッションは主

として物理的を内容のものが行われた。講演時間

は30分 の講演プラス約 10分 間の討論というの

が標準であった。 10日 lAlの午後のセッションで

は、サンディア研究所のYonasに よる樋 粒子

ビームによる慣性閉じこめ核融合 の特別講演が約

1時間にわたって行われた。最終 日(11日 )の

午前は高圧技術のセッンョンに当てられ、種々の

新 しい テクニックスの報告が、それそれ 10分 詩

演 の形で行われた。昼食から夕食までの的な 自由

時間で、研究 についての個別的え討議や、テニスト

水沐、 ド ライブをどのレクリエ ーションに当てら

れる。

3 発 表講演内容の概要と反翠

8月 7日午後のセッションに於 て、 ｀Pha se

T r  a  l l S  i t  i  o 1 3  s  a n d  C r i t i c a l  P h e―

■o m e n a  i n  F e r r o e l e c t r i c s  a t

High Pressures″ (高 圧下での強誘電体の

相観移及び臨界現象 )の 表魁の下に、 30分 講演

を行った。家題 からは包格的な印象が与えられる

が、内容はここ数年間に得られた実験維果の具体

的左紹介である。

先ず圧カー温度平面内で生ずる団体相転移の様

相、種 々のタイプの臨界点につぃて現象論的に概

観し、次に強調電体の種 の々タイプとそのキュー

リー点に対する動 効果との関連、水素結合をも

つ強義電体の相転移点に対する圧力 と同位元素効

果 との関連を論じた。次いで、高圧誘起、強誘電

性 ・反強誘電性の例としてリン酸 ―センクムの高

圧相の反強誘電性を紹介し、我 の々発月になる全

く新しい高圧、同位元乗夕展を示す=航 酸 三 ア

ンモニクムについて、圧カー温度
―粗成三元棺図、

高圧誘起強誘電相の二副格子模型による説明、ふ

たつの高圧誘起強誘電相間の相騒移の機構と臨界

点の出格について議論した。又、固体相転移の気

液型臨界点の例として、プロピオン酸 カ ルン

クム ス ト●ンチタム、プロピオン酸カルシウ

ム 鉛 、塩化第一スズの場合を述べ、二重臨界点

の例として、セレン酸グ リシン・航酸水素アンモ

ニクムの場合を紹介した。以上は、強誘電体とい

う特別を固体のグル ープの相転移に関する議論で

はあったが、現象としては当然他の固体相転移一

般にも当てはまるものである。

上の講演に対して、 Samara,Bainett,

Schloessin,Shashidharら 高圧下の相

転移を専門とする人 は々強い関心を示し、講演終

司陳、長時間にわたって個別的討論を持つことと
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をった。」仏 Ja yaraman,SPain.

Merrill,h4anghnaniら からも後刻講演内

容に対する讃辞を頂裁した。他九 化学系 生体

系、超高圧技術系のいわlrI柏転移の専門でない人

々に対しては、語学力の不足もあって十分内容が

徹底しなかった感があった。

4 特 に興味深かった講演

出席者の専門と興味が多岐FCわたっていて、講

演の内容 巾ヽ広いものであり、その上予稿をしの

話であったため、すべての講演の内容を適確に把

握することは医雌であったが、特に印象深かった

講演について以下に述べる。

先ず、高圧技術の進歩が著しいとの印象を受け

名 特rcダィャモンド ア ンビルの普及は目覚し

いものがあり、これを利用したX線 回折 (Hol―

zapel,S chiferl)、 ルミネッセンス (Dヽ

rickarmer)、 ラマン・レイレー散乱 (Dan―

iels,Ferra ro)、 赤外吸収 (Adams)等

の報告が数多く行われた  日本では ダイヤモンド

アンビルq費 用は、東大物性研で始まったlfか

りなので、諸外国でのこのょうを急速を普及ぷり

にな驚かされた。又 衝撃波によるパルス的を超

高圧の発生に関しても、核融合用の高出力 短 パ

ルス レ ーデーを示瞬 して 1億気圧以上の超高圧

を作 りだす試みが紹介された。 (Perry)又 研

究テーマに関しては、最近の高圧MLFの ひとつの

焦点として新しい超伝導体の探究がある。これは

団体の高圧誘起相中にこれまで知られているもの

よりも高温で超伝導性を示すものがあるのではた

いかという予測に基づくもので、 も しこのよりを

高E相 を何らかの方法て準安定的に常圧へもって

来ることが出来れば、新しい超伝導材料が開発さ

れることとなる。この会議での最新の ビヽックス

として多くの人々の関心を集めたものに、塩化第
一
銅 (CuC8)の 問題があった。 これな最初 ソ連

のRusa kovら つミ高圧下でCuc】 の特確率の温

度変化を、温度を急速に郷 ヒさせながら測定した

ところ、約 100° K時 近の温度で常磁性から反磁

性へ剣 ヒすることを見出し、 こ の知ヒが超伝導状

態への転移に伴 うマイスナー効果でltをいかと言わ

れたしてから、多くの(々 の関心を呼ぶことにな

った。 もしこれが事実 えらば Cu cIは これまで知

られているどの超伝導物質ょりヽ消温 で超伝薄 状

態 になる (4Bし 高圧下で )か らである。このため

各所で追試が試み られた″、 ソ連の研究者の結果

を再現 していなぃ。 Ch ing― Wu chuの 講演

rl、 この不一致の原因がどこにあるのかを実験的、

理論的に手固 く攻 めていった結果の報告で、残っ

ている問題点 を要領よくまとめて解説した。 この

講演に対しHoman″ ミ2CuCl=Cu tt CuC12の

ようえ分解のぃたずらが問題とをるのでl‐lな いか

との コメン トを行 った。

水宗の高圧下における動属化の問題 も、超伝導

問題のひとつとしてみることも出来る。 (金属水

素が超伝導体であることは予想 されている)

McMahanは 金属水素研究の現状 と問題点につ

いて論じ、高圧下で水素が どのようえ過程をたど

って金属イとするかの理論的予想を行った。まず、

井金属分子性結晶である固体水素が 10o万 気圧

附近で金属化した分予性結晶とをり、更に 300

～ 700万 気圧では分子の解離が生じて、水素原

子がlgFを 作る新 しい金属状態へ串移する。実験

的に金属水素を実現するまでlrcld、水素に比べて、

低いE力 て金属化が実現 すると考えられる。 よう

素、ゼ ノン、アル ゴンをどで順次金周 とのプロセ

スを追ってみることが必要であることを説いた。

この議演は水素の金団 ヒ研究の現状を非常に要額

工くまとめた点で興味深いものであった。叉

Baranovskiは 高圧下で金属に水素を吸収、

放出させる実験を行へ 高圧 での水素化物 の生

成を、その場 でX線 回折に よって検出する実験受

置を紹介し、常圧 ては安定に存在したいニックル

の水素化物が高圧下で安定に存在 することを示

した。 金属水素化 物中には水素化バラジウムの

ように超伝導化 するもの もあり、 こ の種の研究 も

広 く、新超伝導体開発の一環 と見なすことも出来

る。

衝寧疲を用いる研究 の報告 (Carし er,cra―

dy,Shaner,Veeser)は パルス的を高圧に

対する試料の性質の時間的をレスポンスを解析し

て物性的な情 報を得るテクニ ックは興味深いもの

があったが、圧力印加の方法の性格上、スタチ ッ

クを実験に比べて得られる情報に制約があること

rl否めない。生体lrc対する高圧の幼保 (Tr ud―
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ell,Hercmans,Suzuk l)、 液晶の相転

移lrC関する高圧効果 (Clad ia)に ついては、固

体の相嶺移との類似点 ヽぁって、興味深いテーマ

ではあったが.対 象となる物質がきわめて複雑で

あって、かつをじみの少をいものであったため、

十分に問題点を理解するに至らなかった。

Y。コasの 荷電粒子照射による、慣性閉じ込め

方式 ・核融合の特別議演は、 これまでのレープ
ー

照射に代って、電子 ・ブBト ンなど荷電粒子の照

射によって爆縮を生じさせ低温 ・高密度ブラズマ

の慣靭 し込めにょる核融合を実現しようという

計画て、出力当りのコス トはレーザーょりも安価

になりそ うだという。核融合の方法として種々の

可能性が追究されている点で興味深かった 高圧

テクニックに関しては、特に原研での我々のテー

マである中性子散乱に関係深 いものとして、中性

子散乱用高圧セルの報告 (Wu,Da niel s)が

あった。Wuの アルミニクム合金 +7001-T

65〕 製中性子散乱用セルH‐4加工も比機的容易で、

当面の目的に適したもののょうに思われ、個別的

に内容を詳 しく開いてきた。

5 全 俸の印象 ・成果と問題点

本会議は比較的少数の参加者が文字通 り同じ釜

価 を食べての集りであって、和やかを雰囲気の

第 4回 国際クイルス学

会はオランタの′ヽ一グに

といて 8月 30日 から9

月 6日 まで開かれ、土 ・

日曜 日を除いて 6日間に

わたリクイルス字の非常に広い範囲の論文先衰が

行われた。開会式当日の事務局の発表では 58タ

国から 1,582人 の正式疹加があった。米国の

350人 、開催国 のォララダの200人 、英国

198、 西 ドイツ 129、 ァクンス 102、 カナ

もとで、十分討議を尽 くすことが出来た。又、こ

の会議をきっかけに多くの知己を得ることが出来

て、お互いに研究上の情報を変換することを約束

した点は大 き左収獲であった。我 の々専門とする

構造解折に関して 、ヽかねがな熱力学的バラメー

ターとして温度のみでたく圧か 変化 させて測定

を行う必要を感じていた所、本会議に於て、高

圧下の構造解析技術に関する最近の情報を得るこ

とが出来、今後の研究の発展に寄与するところが

大 きいと思われる。他防 この会議には、同じく高

圧の研究者といっても非常に巾広い専門ほ域から

の人 が々集っていて、主題が散漫となったことも

否めたい。一日r7t高圧といっても爆縮核融合の研

究者の考える蜘意気圧の任践 から生物物理の研究

者の研究対象である数 10気 圧まで、 さ まざまの

イメージの市があり、それぞれ研究対象に対する

興味の持ち方も異宏っている。従ってこれらの人

全々体に興味を抱かせ、研究着欲を啓発 させるよ

うな記電の提供と講演を行うことな丼常に難しぃ

と感じた。

次の機会にlt十分多くの人 の々関心を集めるよ

う講演の準備をすることが必要である。

78-4110

オランダ ,第 4回国際 クィルス学会

大阪大学助手   五 十 嵐 草

ダ55に 次て日本から49名 が参加 した。発表は

午前沖 シンポツクムが、 1 ラ イルスの馴化、 2

タイルス発優の分子壊博、 3 ウ イルス生懸学、

遺伝子の競合、 4 ク イルス粒子の構造とその形

成、5 ノ イルス感染の発病病理、 6 ク イルス

遺伝子とその複製並びに舜現との関悌ヽ について

毎日 1つのテーマにつき数名の演者が 20分 づつ

講演した。 これにはすべての人力珍 加する事が出

来ていずれも非常に興味ある問題点であるが、単

に字間のための字間というのでをく、何等かの意
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味で人間生活との関連性に基づいた視野の広い内

容の実表 であった 勺青は毎日約 10の 異なるテ
ーマについて、全部で 53の フークショップが、

時には夜の 10時 半までも開かれた。 こ の発表は

1人 10分 .討 論 5分 で、その日開かれるものの

中から興味 あるものを選んで開く事にたる。それ

以外に示説は毎日10の 異なるテーマについて 1

日中展示されており、休憩時には特に大勢の人が

見に来ていた。この方法は殊に
一
対一の討論lrc好

都合のょうに思われた。

私の発表は 9月 4日 のフークションプ31「 ト

ガタィ′豚 、その生態、伝数と構造の
7Ff性
」にお

いて発表した。私の演題「シンのヒ トスジンマカ

培養細陶 クローンのデングおよびチクングニアツ

イルスに対する感受性」は、ヒトスジシマカ培養

細抱から殊にアングとチクングニアウイルス17C

高感受性のク●―ンC6/36を 分離 したミ そ

のクローンを用いてある種の蚊培養細胞と潜在的

に存在するチクングニアウイルスの温度感受性

かつ宿=特 異性の変異林を分離し、その特性功

をした事、東lrcこのょぅを変異 クイルスの検出に

はC6/36細 胞が背推勤 帥 よりも 100倍

感度″填 い事を示すものであった。演説要旨は会

場ではじめて入手で きたために、それを読むまで

は、私の発表144多少ユニークすぎる点があろうと

懸念していたが、この フークショップでは、蚊培

養細的に関する演題が 3つ あり、他のワークショ

ップを含めると全部で 6題 あった 全体からすれ

ば極めて小数ではあるが、前回のマドリンドの時

の 2題 よりも大幅に増加していた。座長のポータ

ーアィール ドも云っていたように、う言蚊細抱は

クイルス分雑を含めて広く使用される方法になる

であろう。私の発表に対する討論は、 1 潜 在性

クイルスをもった細胞ともたない細胞の庄床につ

いて、これには 2つの異える研究室からもらった

と答えた。 2 潜 電性 タイルスが元 蚊々の中に居

たのが、途中で入ったのか ―これに対しては判断

はむつかしいが、元 あ々ったとすれば潜在性 レイ

ルスのある細胞とをい細胞林が同じ由来であると

は考えにくく途中で入ったとする方が考えやすい

と答えた。これに対して紅阻を提供した人から可

成りの弁明が行われた。 3 潜 在性 タイルスをも

つ鞭胞陪養液のIILA凝集性 ―これには極めて低い

力価のものが時にみられると答えた。 4 C6/

36ク し―ンと他のクローンの形態学的変具 ―こ

れは光学顕微鏡 で嚇 んど同じであると答えた。

発利青23の 米Xか ら大層良かったとか面白かっ

たとの批評を受けたので日本人としてはますまず

の出来であったと思われる。

今一つ私の関係したものは、笹尾、深井との連

名て「ヒトスジシマカ培養細胞 とその細胞でのク

イルス産生に対するアミノ酸要求性」という演題

で、9月 1日示説で発表 した

この論文は、アシエン、アスパライン、アスバ

ラギン酸、グルタミン酸は非必須であり、システ

ン欠如な細胞準殖 とチクングニァゥィルス産生を

強く阻害する事、この機構としてのDNA合 成阻

害とクイルスRNA合 成阻害が考え られる事を示

すものであった。

全体の印象としてフークショップの部屋の狭か

った事朔 organizationは 非常にうまく行

われた会議てあった。国際会議では世界の第一線

の人 の々発表を聞く機会と共に、いろんな人に合

って討論できる事が非常に有益であった。更に学

会后に ドイツ、 スイス、 フ ランスで4ケ所の研究

所および衛生行政機構を訪間する事が出来た事l‐4

勺青の研究および国際交流の上で大層有益であっ

た。終りに当り、これらの機会を与えていただい

た山口科学振興財団に対し深く感謝の意を表する

次第です。

-44-



7 8 - 4 1 1 5

ポーランド、第 11回 国際結晶学会

東北大学効教授     井  野  正  三

第 11回 国際結晶学会

は 1978年 3月 3日 より12

日までフルシャフの文化

科学官殴で開催された。

参加者は 44ヵ 国から約

15的人に及び、日本からも41人 参加した。午前

9:00～10:00までは参加者全員のための特別講演

で、10:20～13:00までは4つ のセッションに分か

れ、その各々のセッシロンに4～ 5人 の招待講演

があり、14:30～18100ま では議演は一切なく、全

部ポスターセッションという形式をとった。私は

8月 9日、「表面と界面の胸 の セッシ彗ンで

10:20～13:00ま での招待講演の 1人 として「反

射高速電子回折 (RHEED)に よる清浄表面の

研勾 という題目で30分 間の講演をした。講演後

に7つ位の質問があり)F常に活発な質疑応答が行

われた。時間の都合で質問は途中で打ち切られた

が、休憩時間に入ってからも個人的な質問やHAj論

がなされた。又昼の休憩時間にも討論が行われた。

午後のポスターセッションに出かけたが逆に私の

講演に関する質問攻めに合 う程であった。東 ドイ

ツのDi lI KrOhnは 私のホテルの部屋にまで

来て質問や討論をした。またベルギーのPr of.

AInel inckxと は翌日の12:00か ら3時 間程

討論をした。同じセッションでも私の講演の前後

に行われた講演には殆んど質問がなく極めて低調

であったことに比べると、.私の講演には多くの感

心が集まり大きな反響があったように感ぜられた。

フルシャワの国際学会の帰途西ベルリンのフリ

クツハーパー研究所 (Fritz Haber Iド titut

der hfax Plank Ceselschaft)の

Prof.Dr K,Molier`の 研究室を訪間 し、

ここでもワルシャワの学会の講漬と同様な内容に

ついてより詳 しく1時 間半にわたって講演 した。

ここでも多くの質問があ り研究成果の詳細な討論

がなされた。PrOfoMolierご 先生は解 の研

究成果に多いに感動した模様で最大の賛辞を与え

て下さった。

このようにして国際学会などを通して我々の研

究を多くの人々に認識してもらい、又多くの人々

と討論をし知 り合いになれたことは今後の研究を

発展させる上でも非常に有意義であった。叉これ

も貴財団の援助により実現できたことであり、深

く感謝の意を表します。
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西 Mツ 、金属加工の塑性力学に関する

京都大学助教授

IU TAMシ ンポジゥム

井 上 達 雄

IUTABII Symposiuln

onヽ 4etaI Forming

Plasticii,20th Fblish

Solid Medlanics

Confererlce,EURalE

CH lll Synl耳 、ium m Constitutiモ

Modelling in inelasticityの 予定 した 3件

の会議の外、 9月 13日 ～ 13日 の間に ワルシャワ

で行われた Conlerence On Mecha■ics Of

lnelastic Media and s tructureに も参〕口

した。いずれの会議でも、粘弾□登体の構成式と

くに内部変数論による熱力学的考察が多く討論さ

れた。

出席者は数学、物理学、ェ学の広範囲にわた り、

構成式の数学的基礎論のみでなく、物理的意義づ

け、工学的応用についても討論が活発に行われ、

筆者の今後の研究の推進にとって極めて有意義で

あった。

なお、ポーランド科学アカデミー基礎工学研究

所においては、以前から続行している共同研究

(鋼の焼入れにおける弾塑性解析 )の今後の推進

についての打合せを行った。

78-4130

カナダ、第 6回 国際伝熱会議

東京大学教授 7 H l 沢一 郎

第 6回 国際伝熱会議は、

今年の8月 7日 から 11

日までの 5日 間、カナダ

の ヽPン ト市で開かれ為

会場は市の中心部にある

ンュラ トン・セ ンター・ホテルで、世界 10数 カ

国から900人 を越す参加者があ り盤況であった。

この会議は、世界各国の伝熱研究者が 4年 に一

度集まって、研究成果を発表 し、将来の発展につ

いてヽ見の交換をしあう会合で、いわば伝熱研究

に関するオリンピック大会 (ト ロントの新聞に

Heat Transfer 01抑 ぃ icと 紹介されて

いた )とでもいえるものである。これまで第 3回

はシカゴ、第 4回はパツ、第 5回は東京というよ

うに、開催地も世界各地にれたつている。

今回の会議では、350篇 の一般論文の発表、

36篇 の基調論文 (Keynote Paper)講 演

があった″まか、パネルワークショップ、グルーブ
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討論、インフォーマル●ディスカッション、オー

プン・フォーラム、 16ミ ツ映画会および製品展

示など盛 りだくさんの企画が組まれていた。さら

に、会期中の一部の時間を警〕いて、観迎パ→耽ス

晩さん会、日帰 り旅行、市内観光など社変的ブロ

グラムも準備されており、また会議終了後には会

社見学旅行の企画が用意されていた。

筆者はこれらのなとんどに参加したが、ここで

はポスター ・セッションという新しい形式で行わ

れた一般論文発表と、基調論文講演 くKeynote

Lecture)の 模様について概路を述べることと

する。

前述のように、本会議には 350篇 の一般論文

(このうち日本からは 30篇 )が提出されたが、

これらはすべてポスター・セッションという形式

で発表された。これは著者が自分の論文の内容全

般をわかりやすいようにポスター化して指定の場

所(booth)に 展示して待機し、そこに興味の

ある人が行って質疑討論を行うというものである。

筆者の場合には、滴状凝縮に関する論文(Ex―

perimental Study on Dropwise

Condensation― Effect of.WIaximllm

Drop Size upon Heat Transfer

Coefficient)を 会期 2日目の年後に発表

(正確には展示 )した。自分の展示場所で待って

いると、入れ換 り立ち換 り人が覗いて行く。しか

し、論文の内容をよく理解して質問するのはごく

僅かに過ぎなかった。そしてとくに熱心に質問し

たのは大学院の学生達であった。

ポスター・セッションという発表法は、多数の

論文を限られた日時、会場で材」くことができる点

や、質問者が親しく著者と話し合える点などの長

所をもってぃるが、同一内容の質問に何度も答え

なければならないこと、質問者が多いとそれを整

理 しにくいこと、同 じ分野の専門家どうしの討論

が (その場では )で きない (これは時間害Jの組み

方にもよる )こ となど欠点も多く、参加者の評価

は賛否相半ばするという感じであった。

一方、基調論文講演は、伝熱研究の諸分野につい

いて、その分野の専門家が研究の現況を展望し、

実用化の可能性を論するもので、前述のポスター

セ″ションと併行して連日開かれた。講演の数は

当初 36の 予定であった力韻 者の都合で中止にな

ったものがふたつ″ュどあった。日本からは京都大

学の岐美格教授 と筆者の 2人が講演者に選ばれた。

岐美教授はTWO― Phase TwotComponent

Heat Transferと ぃう題目で講演され、筆

者ヤま DrOpwise ColldensatiOn : 缶 e

Way lo Practical Applications

というタイ トルで話をした。

日本を発つ前、送られてきたプログラムを見て、

約 50分 の予定で講演の準備をしていったところ、

会場で講演時間は 35分 であると言われて、短縮

するのに四吉八昔した。

基調講演は、第一線の研究者による、研究の現

況についてのまとまった話を聞くことができるの

で大変好評であった。どのセッションでも質問が

活発に行われ、時間内には捌き切れない程であっ

たが、終了後別室でのグループ討論が組織され、

希望者はそれに参加して十分に討論できる仕組に

なっていた。これは大変よい企画だと思う。

筆者の講演は、滴状凝縮を実用化するために必

要な基礎的研究課題についてのものであったが、

質問はすべて実際的な問題に関するもので、日本
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の学会での質問とは大分違うという印象をもった

総じて今回の国際伝熱会議はよく組織され稔 り

多いものだったと思う。ひとつの専門分野につい

て堀 り下げた議論をするには、会議の規模が大き

すぎるのではないかという感じがしたのは否めな

いが、筆者自身は、同じ分野に興味をもつ何人か

の研究者 (アメリカのWeStWater,イ ギリスの

Rose,ヵ ナダのAbd● lmessihな ど)と規し

く話し合う機会を持つことができ非常に有意義で

あった。本会議出席のために経済的援助を与えて

下さった山田科学振興財団に深く感謝の意を表し

たい。

78-4139

フランス、 トーラスブラズマの加熱に関するパ レンナ ・

グルノーブル合同国際会議

名古屋大学教授 池 上 英 雄

核融合 トーラスプラズ

マの加熱に関するパ レン

ナ・グルノープル合同国

際会議に出席し講隠を行

った。

世界の核融合諸装置における各種のプラズマ加

熱法の研究に関して実験結果、問題点、将来計画

が詳細に報告 され、比較検討された。その結果、

世界各国のプラズマ加熱研究の現状が総括的に把

握できたことは、今後研究を進める上にも極めて

有益であった。 また電子サイクPト ロン加熱法の

ために 100GHz(波 長 3伽 )で100k平連続出力を

もつ発振管 (ジ ャイロトロン)が 米 ・ツ両国で積

極的に開発されていることは強い刺激であった。

7 8 - 4 1 4 1

イギ リス、半導体の再結合に関する国際会議

東京大学教授 豊  沢 堂

最初に出席した国際会  づ かる電流担体の寿命を支配する素過程であって、

議のテーマである「再結  多 年にあた り半導体の重要な課題であったが、最

旬は 半導体の電導にあ  近 、発光ダイオード・半導体 レーザーの劣化防止、
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性能向上という応用面からの強い要請と電子 ・格

子強結合という基礎研究面での興味とが、一種の

共鳴現象を起こして幅広い研究者の関心を集める

ことになり、特にこれらの問題を中心にすえて開

催されたものである。

私自身は、電子・格子強結合の理論的研究に多

年たづさわ り、特に約 2o年 前、近距離相互作用

によって電子の自縦自縛が 1次関移的に起きるこ

とを発見して以来、その現象の主な舞台であるイ

オン結晶を中心に研究を進めてきたが、電子・格

子相互作用がそれ程強くないと思われる半導体に

おいても、わずかな不純物ポテンシャルの助けを

かりて自紐自縛が起 り得ることに最近気づいた。

他方半導体研究者の側では、再結合中心となる不

純物が、何故きわだって深い準位をもち、また何

故大きな格子ひずみを伴 うかを問いつづけてきた。

和ま今回の会議に出席して「多重フォノンによる

再結合過程」の招待議員を行ったのであるが、そ

れが 1つの契機となってイオン結晶・半導体両分

野からのアプローチが結びつき、基礎研究面で大

きな前進となった。一方私l■、電子系→格子系の

破局的エネルギー縛換の原型として、ィオン結晶

中の励起子自組自縛に伴なう格子欠陥生成の機構

を理論的に研究してきたが、これが上記のレサ=

劣化の原因となる電子 ・格子反応過程と強い類似

を示すものとして応用研究者からも注目されるこ

とになった。このような次第で、今後多角的な研

究協力が発展するものと私は期待している。

続いて出席した「半導体例 国際会議は、今回

既に 14回 を数える伝統的かつ重要な会議であっ

て、特に次回 (1980年 )は 日本で開催されるこ

と、また私がその学術的企画の責任者に予定され

ていることもあり、今回は是井出席して国際的研

究動向を視察しておく必要があった。そのため、

私自身は論文を提出・発表することl■せず、一歩

離れた位置から全体の大きな流れをつかみ、将来

の方向を見定めることに専念しよう、と力心して

会議にのぞん蔦

全般的にいえば、会議は成功であったといえる。

特に今後の大きな発展を感じさせるものとしては、

(D前記の電子 ・格子強結合による再結合過程や格

子欠陥反応の問題、12)非晶質半導体の構造、結合、

電子的素過程、G)多重東縛励起子系のSheII

m o d e lと d r O p  m o d e l、 1 4 ) b a n dとb O n d

という観点からの構造相菊移、電荷密度波発生の

問題、(51レーザー、超短パルスを中心とする分光

学的手法の高度化、(6)フォノンを用いる探査研究

の新たな発展などがあげられよう。

また会議中、私はなるべく多くの指導的研究者

と接触し、半導体物理の将来の見通しについて意

見変換につとめるとともに、日本での次回会議に

人々が何を期待し、何を寄与し得るかをさぐるこ

とにつとめた。これらの知見は、次回会議の企画

に大いに活用したいと考えている。

最後に私自身の研究にとっても、今回のこの 2

つの会議への出席は大きな刺激であった。殺つか

の新たな問題意識が芽生え、研究亨欲をかき立て

られることになった。帰国の機中、過去十数回の

渡航の思い出が胸の中を去来したが、それらの中

にあっても、今回の両会議は最も素晴しかった部

類に入るだろう、と思った。

今回の会議出席に関し御援助頂いた山田科学振

興財団に厚く感謝の意を表したい。
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7 8 - 4 1 4 6

スウェーデン、第 3回 国際植物脂質シンポジウム

シンポジウムでは我々

の発表した願物 リン脂質

変換タンパク旬 に多くの

関心が集まり、今後の研

究方向に対する示唆力洛

られた。またシンポジウムの研究討論により、特

に 2日 目午前中の座長として、ヨーロッパにおけ

る植物脂質の研究者と深い変換が得られたことは、

日本における数少ない植物脂質研究者の一Xと し

て非常に有益であった。ス トックホルム大学植物

東京大学教授       山  田  晃  弘

生理学教室 (Henberg教 授)、 ル ンド大学植物

生理学教室 (Bjbrn教 授 )で セミナーを行ぃ、

ミュンスターのカゥフヤン研究所 (Mangold

教授 )で拒物培養組織の脂質代謝について、ユト

レヒト大学生化学教室 (Van Deenen教 授、

WirtZ博 士 )で動物のリン脂質変換タンパク質

について指導、示唆をうけた。最後にパ ツ大学細

胞生理学研究室 (Mazllak教 授、Kader博 士)

で植物脂質交換タンパク質についての協同研究の

協議がなされた。

7 8 - 4 1 4 9

西 ドイツ、第 3回植物病理学会議

名古屋大学教授      瓜  谷  郁  三

本会議は 108カ 国よ

り約 1,30o人 が参加 して、

かつ 12の セクションに

わかれて行われた。小生

は主にF/L理植物病理学」

のセ クションに出席 し、討論に加った。このセク

ションは 8つ のセッションと2つ の討論会か ら成

っていた。 ここでは、感染に伴 う抵抗性 ・罹病性

の発現機構がつとめて生化学的、化学的又細胞学

的に説明されることに重点がおかれ、特に宿主―

寄生者相互関係にみられる抵抗性、曜病性の特果

性の分子的機倍に討議の中心がおかれた。小生は

晴主代謝の変動 のセブションの座長をつとめたが、

ここでは、前述の抵抗性 ・罹病性が環境因子 (温

度、水、化学物質等 )によって如何に変動をうけ

るかが取 り扱われ、よリー層複雑な現象への解析

結果が示された。又「特性性と抵抗性の制御機構」

のセッションで、レ ツマイモに存在する黒班病菌

胞子凝集因砲について報告し、質問もあ 吹それな

りに評価を受けたものと思っている。即ち病原性・
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非病原性黒班病菌の胞子がサツマイモ中の因子の 凝集能 と関係あることを指摘した。

7 8 - 4 1 6 2

アメリカ、群論 と物理数学総合会議

京都大学助教授

今度山田科学振興財団

の援助により197軍 的

月11～16駄 テキサス大

学で開催された上記の国

際学会に出席することが

できた。この会議は毎年開催され、今回が 7回 目

であるが、その特徴は群論的方法を中心にして、

物理学の諸分野にわたる研究者がギ圭に会する学

際的性格にある。今回は約 300人 の出席者があ

つたが、分野別には素粒子関係者力撮 も多く、次

いで原子核が多く、原子一分子や固体物理関係者

は比較的少数であった。私は量子化学―分子物理

を専門にしているが、この分野の出席者はそう多

くはなかったが、群論的な秀れた仕事をしている

幾人かの研究者と面識を得、討論することができ

た。叉普段顔を会わすことのない原子核や素粒子

関係の多 くの研究者との画識を得、その話を聞い

たり、討論を行うことができたのはこの会議なら

ではのことで、1非常に有益であった。会議は次の

11の セッションから成っていた。1)ゲ ージ群と

ツツトン、D原 子、分子および団体におけるユ‐

タリ群、IID広が掟 粒子構造とファイパーパンド

ル、Ⅳ )量 子力学における群論、ヽつ減衰系に位る

福 留 秀 雄

群と半群、Ⅵ)空間量子化とシンプレクティクタ群、

Wll)スペクトル生成群、lll)群と一般相対論、Ⅸ)

原子核における群論、抑 超重力と段階的 ツー代教

コ)素粒子における群論。

各セッションはレビューとポスターセッション

から成 り、 2会場を使って2セ ッションが平行に

進行するプログラムになっていたので全部聞くこ

とは出来なかったが、私は自分の仕事に関係のあ

るI、工、IV、Ⅸのセッションに出席し、他のセ

ッションも可能な範囲で少しづつ出席した。私の

発表l■IVのポスターセッションに指定されていた。

会議全体の印象から言うと、素粒子、宣力関係

では、非可換ゲージ群不変なYang■ ■ 1ls場

とS U13鴻どのスペクトル生成群とを結び付けて

素粒子の統一理論を作る試みとその考え方をさら

に拡張した非局所粒子のモデルや重力場も含む統

一場理論の試みが中心になっていたが、他の分野

のセッションでも多かれ少なかれゲージ群やスペ

クトル生成群に関する話があったのが特徴的であ

つた。Iの レビューはゲージ群に関する話および

ソツトンの安定性の起源についての話で、Ilは原

子核で用いられたUlnl群を分子に応用する話で私

にとっては新味はそれ程なかった。Ⅳはゲージ群
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の話、古央力学系の不定性を量子化した系の状態

の分類に使う話および母函数を用いて群論的諸畳

を計算する話、IXは適当なスペクトル生成群を仮

定した原子核のスペクトルや集団運動の半現象論

的記述およびUlnl群を用いたクラスター模型の記

述とモーメントの計算の話であっメ、

私はN自 由度のフェル ミ粒子生成―消滅演算子

が SO(2N■ 1)リ ー代数を生成するという事

実に基づいたフェルミ多粒子系の新しい群論的理

論形式の発表を行なったが、割当てられた～ψ―

発表の時間の間ずっと質問や討論をする人が来て

席をはずすひまが殆んどなかった。質問者は素粒

子、原子核、分子、回体のすべての分野にわたっ

ていたが、これは私の理論がフェル ミ多粒子系の

一般的な性質に基づいており、すべての分野で応

用の可能性があるためであろう。私は分子関係だ

けでなく、他の分野特に原子核の研究者と交流す

ることを期待してこの学会に出席したがその期待

は充分にかなえられたと感じている。

最後にこの学会の事務担当者に聞いたところ、

予算はわずか 1万 5千 ドルで、非学問的な費用は

可能な限 り安くしたが、少ない予算の一部は後進

国からの出席者への補助に当てたという。事実、

印刷物やレセプションなどは極めて質素だったが

学問的には活発な会であった。見ならうべきこと

ではないかと思う。

197昨 9月 6日 から

8日 までの 3日 間、東 ド

イン、ベルリン市、フン

ボル ト大学チャツティー

でDbrner教 授主催の

国際シンポジウム H`ormones and Brain

Development″ が行われ、 ホ ルモンが脳の

機能的 ・形態的発達に及ばす役害」について主題が

絞られ、活発な発表、討議がなされた。 6年に 1

度廉催 されるこの学会ではポーランド、ハ汐"ス

ルーマニア、ソピュ トとぃうような東欧の研究者

7 8 - 4 1 6 9

東 ドイツ、シンポジウム「ホルモンと機能的形態的発達 」

横浜市立大学教授     川  上  正  澄

が多く出席し、他の国際学会とは異なった趣きが

ある。 13カ 国 63名 の発表者のうち主だったメ

ンパーはFlerkェ Halざ sz(ハ ンガリー )、

Kincl(ア メリカ )、 SWansOn(イ ギリス )、

C e s t a f s s o n ( ス ゥェーデン)、K o c l m a n 、

O s t r o w s k a ( ポ ーランド)、M a r t i n i ( ィタ

リア )、MoSkoVkin(ソ ビ上卜)、Uy l illgs

(オ ランダ)、Wuttke(西 ドイツ)、また日本

からは新井教授 (順天堂大 )、藤井教授 (帝京大 )

であった。前回、招へい詩演の依頼があったとき

は公務との折 り合いがどうしてもつかず参加でき
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なかったこともあり、今回学会に参加でき、うれ

しさもひとしおであった。

学会の開催 されたフンボル ト大学は ドイツでも

屈指の名門校である。チャ'テ ィーは近代細菌学

の祖コッホ、病理学者としてもまた生理学者とし

ても名高いウイルヒョーが仕事をした場所である。

このように歴史的に重要な場所で学会が開催され

たことは特に感概深かった。

シンポシウムでは、主催者であるD6rner教

授一門の、ヒトについての性ネルモンの異常と神

経障害とに関する報告、イギリスSwanson教

授の父親に育てられた子供と母親に育てられた子

供の社会的環境適応の逮いとホルモンとの関係に

ついてという特異な新知見が得られた。また、ハ

ンガリーー門のHarま sz教 授らの卵巣からの上

行性神経の視床下部技配に対する研究、F lerkざ

教授らのLH RHニ ューロンの分布に関する研究、

脳室経由による視床下部底部の手術法の紹介、と

昭和 52年 末、ラトビ

ア共和国科学アカデミ
ー

Chipens教 援が来日

し、京都大学、薬学部の

当教室を視察された際、

招待したい旨の意志表明

ホルモンによる神経細胞の増滅に関する研究も注

目をあびた。

私は、脳機能、特に雄性的、或いは雌性的脳活

動パターン発現機構の発達に対し、性ホルモンが

極めて強い影響を及ぼすということと、体内に存

在する性ホルモンの多少により脳内特定部位にお

けるニューロンのシナプス結合の発育が左右され

るであろうことを、ラクトを用いた実験データー

をもとに発表した。

この学会を通し、 ドイツでの研究はヒトに関す

る実験成績が比較的多かったことが特に印象深か

った。

今後、この学会での成果を私ども研究室での研

究に取 り入れていくとともに、教育の場において

も生かしていきたいと思う。

最後に、このような機会を与えてくださった

山田科学振興財団に心から感謝する。

78-4176

ソ連、ペブチ ド合成化学、生物活性ペプチ ドに関する

講演および討論

京都大学教授 矢 島 治 明

があり、この度比れが実現することとなった。同

教授は生物活性ペプチ ドの構造と活性との関連性

に関する興味ある研究を発表しており、同国の此

の方面の研究の発展に意欲的である。そして帰路

モスクワの科学アカデミーを訪間するよう紹介し

てくれた。リガの滞在費を提供し、
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君主々日本のベプチド関連の研究者にとっては

Chemical Abstructが、ソ連邦の研究活

動を知る唯一の手段であり、当然のことながらそ

の実態を知る機会はなかった。立場をかえるとソ

連邦の研究者にとっても同様と判断される。

したがって此の機会は両国のペプチド関連の研

究の交流に非常に得難い機会と判断し、此の招待

を受けることにした。

8月13日、成田空港を出発し、モスクワを経

由して同日夜、リガに到着し、 Chipens教授

の出迎を受けた。翌日より科学711デミーの有機

合成研究所を訪問したのであるが、此所は物理、

工学系のみならず文科系を合し、 14の研究所よ

りなり、ラトピア共和国を代表する唯一の、最高

の研究所である。まず妻l躍すると此のアカデミー

の研究活動をまとめた映画が紹介される。この様

な方法は我々も採用した方がよいと考える。

此の有機合成研究所の特徴は徹底して生物活性

物質を探求する様に整備され、丁度国立の製薬研

究所と判断してよい。合成、活性標価、臨床実験、

製造までの一貫した研究が出来る様に組織化され

ている。有名な制癌剤フトラフールはこうした研

究体制jのもとに開発された。過去25年聞に 60

もの新しい製品、製法をうみ出し、このうち 16 

種は新しい開発品という成果を誇っている。研究

科学アカデミーの内分泌研究所を訪れた。此所は

Schrachin教授のもとでインスリンの合成研

究を行っている。ついで生物有機研究所、 Ivanov

教授を訪問した。此の研究明は環状ペプチドが金

属イオンを抱合して細胞膜を通過する優秀な研究

を行い、最近学会賞を受けたそうである。目下蛇

毒ペプチドの合成を行っているが、末だ成功に到

らない理由がシスチンの保護基にあることを率直

に説明してくれた。宰に当研究所の若し、学者、

Bayev氏が万事世話をみてくれ、後を通じて日

常の研究生活を知ることが出来た。ソ連訳の

Chemical Abstructを通して我々の活動

を知っていること、ゼロククスは教授の許可が必

要なこと、西欧諸国からの機器、試薬の購入には

数カ月を要すること、日常の試薬類は同研究所の

サーピス部門で全部合成していること等々である。

非常にめぐまれた研究生活の一面、非常に非能率

的な一面を有しているのが現状であるが、此れら

の改善のあかつきには、将来大きな成果をあげて

くるであろう。

以上の訪問中、Chipens教授、およびIvanov

教授の研究室で、我々の行っている"蛋白質の有

機会成"およびりタ Yスノレホソ酸による膜保護法"

について講演する機会を得た。

以上のソ連邦の訪問を通じて、 Chipens教授、

所に特許部を持っているのも特色がある。 Ivanov教授以外に同研究所の若L、ペプチド研

ペプチド合成部門では、新しし、保護基の導入法、 究者と白常をともにするととが出来た。 とれらの

縮合剤の開発研究が進められ、生物活性ペプチド 人々を通じ、今後両国の学問上の交流が直接可能

の分野では、構造上の活性区分の考えに新しく共 になったことは、 今回の訪ソの最大の成果と考え

通区分の考えを導入し、新しいベプチド性医薬品 る。以上の訪ソで得た知識を機会あるごとに日本

の開売を志向してb、る様子である。 のペプチド研究者にも紹介したいと考える。

当研究所を寸圏問視察した後、まずモスクワの 最後に此の海外出張に、貴財団より多額の御支
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援を得ましたことに対し、心より厚く御礼申し上  げ ます。

今回山田科学振興財団

の御援助を得て、イスラ

エルのエルサレムおよび

ハイファで開催されまし

た、純正応用化学連合主

催の第 2回 国際有機合成シンポジウムに出席し、

特房購 漬をすることができましたことを厚 く感謝

致します。

このシンポジウムはェルサレムで 9月 10日 夜

の開会式から始まり、9月 13日 の年前中音で続

行し、同日午後ハイファに移 り、同地の工科大学

で 15日 まで行われた。出席者は海外から約200

名、イスラエルから 100名 の計約 300名 であっ

た。日本人の参加者は 6名 であった。シンポジゥ

ムでは特別講演、一般講演、およびポスターセッ

ションが行われた。特別講演は 11件 ありその内

訳はアメリカ3件、日本、 ドイツ、ィスラエル各

2件、イギリス、フランス各 1件であって、丁度

各国における研究の実態評価に或程度比例してい

ると考えられる。地理的に近いイギ )スゃフラン

スよりも日本からの招待講演の数が多かったこと

は、これらの国よりも日本の方が、この分野の研

究では優っていると国際的に評価されていると考

えてもよいと思う。

7 8 - 4 1 9 5

イスラ‐k I U P A C第 2回国際有機合成 シンポジウム

東京工業大学教授     辻     二  虫 ほ

私の講演は第 1日 目の午前中という好都合の時

間帯であった。「パラジウム触媒を用いる有機天然

化合物の合殉 と題して 1時間講済を行った。私の

研究室で行っているプタジエンとパラジウム触媒

を用いて二量化させ得られたテ■マーを出発原料

として、天然物である数種のマクロライ ドやステ

ロイド、フェロモン、天然香料のシベ トン、ムス

コンなどを簡単に合成する研究について話した。

こらいう種類の合成研究は世界でも殆んどやられ

ていないので、かなり興味をもって関いてくれた

ようである。そのためシンポシウム期間を通して、

多くの質問や討論があった。とりわけプタジエン

からステロイ ドを簡単に合成する方法や害虫蛾の

性誘引物質であるフェロモンの合成は、実用上の

見地からも興味が持たれ、Hoffmann Roche

ゃRoussel― ucl aFの ような大製薬会社から

の出席者といろいろ討論することが出来、学問的

および実用的な面から今後どのように発展させて

いくかについてかなりの指針が得られた。日本か

らは東大の向山教授が特別講演されたが新しい合

成反応について豊富な充実した内容をもつもので、

評判が高かった。アメリカ人の講演からは若い世

代の活躍が目立つ。

今度のシンポジウムに出席し、これからの有機
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合成の主流をなすテーマが、どのようなものにな

るかについて話し合ったり、考えた りしたのでそ

のことにふれる。そのひとつは生化学反応をうま

く取入れた合成反応である。このシンポジツムで

もフランスのLehnが 講演をしたが、この分野は

まだ幼稚な段階で、実際的にはまだまだこれから

というところであろう。次に現在活発に研究され、

かなり成果があがっているのは、不斉合成である。

個別な反応、化合物についてばらばらではあるが

相当な成果が報告されており、データーが続々と

集まっている。しかしもっと統一的な見方のでき

るようになるには時間が必要であって、これから

もっと活発な研究が行われるであろう。今ひとち

は遷移金属錯体を用いる有機合成で、普通の有機

合成の手段ではできないことが、遷移金属を用い

てできるようになっている。この分野は現在最盛

期にはいろうとしているように思われる。以上の

ような分野が有機合成の研究分野として重要でな

いかと感じた。

シンポジウム出席と共に、ハイファのイスラエ

ルエ科大学の化学教室およびWe izmanllw究 所

を訪問した。ます感じたことは、面者ともキャン

パスのみならず、建物も立派で、中もきれいであ

つて、日本の大学とは比較にならない。その設備

も立派であった。しかしいろいろ難 しい問題があ

る。有機試薬は殆んど輸入せねばならないこと、

国内には死海の塩類を原料とする無激化学ェ業以

外には、見るべき化学ェ業はないので、化学出身

の就職日が限られること、従って化学志望の学生

が少なくなっていることなどである。Weizmnn

研究所でも人事が停滞し、いくつもの数人単位の

小さなグループが多 くできて、思いきった仕事が

できないようになっているように感じられた。イ

スラエルはまだ戦時体制にあり多額の防衛予算を

必要とし、青年の多くが兵役についていることも、

学問、産業の発展に悪い影響をあたえている。し

かしイスラエル人が平和と水とは力で手に入れる

ものだと信じていることは、この国の内外の情勢

を見ればよく分ることである。

7 8 - 4 1 9 8

イギリス、第 14回 半導体物理学国際会議

東京大学教授 佐 木々 旦

このたび派遣援助をい  人 余の参加者をあつめて、9月 4日から5日間の

た賞いて出席した第 14  会 期で行われた。この会議は隔年に主としてヨ
ー

回半導体物理岸国際会議  ■ ッパの中で開かれており、ヨーロッパの外では

は、スコットランドの首  1966年 の京都を合めて3回 しか行われていない。

都エディンパラで 1,000  会 議の運営は伝統に忠実な姿勢をとっている。困
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みに、次回 1980年 は久しぶ りにヨーロクパを出

て京都で開催される。

3年 ぶりにこの会議に出て印象的であったのは、

日本からの若い参加者が何十人という大勢になり、

講演、討論に参加して活発であったことである。

私が、久しぶ りにこの会に出ることを考えたの

は、私共の研究室で数年来蓄積されてきた不純物

伝導の実験結果を、熱心な同学の人々に紹介して、

その反響を直接に聞きたいという動機からであっ

た。特に、N,F.MOttは 最近の 10年 余乱れた

系の金属転移に非常な関心を持ち、その共型とし

ての不純物伝導には当然のことながら強い興味を

寄せてきた。日本の中でも、この問題に関して彼

から手紙を受取った人は相当な数になるのではな

かろうか。そして昨年のノーベル賞もこの方面の

業績に対して与えられたことは周知の通 りである。

但し、聞国 ま不規則と、電子の多体効果、相転移

といった厄介な話題をすべて背負いこんでおり、

現象を満足に説明できるようなモデルや摘像はそ

う簡単には作れない。Mott自 身もいろいろなモ

テレを作っては家している。

さて、今回の会議での私共の論文は MetaI

N o n■m e t a l  T r a n s i t i o n  i n  P h o s―

p h o r u S  D o p e d  S i l i c o n  お よび Lo w

Temperature Anomaly of  lmpu―

r i t y  C o n d u c t i o nの 2篇 で、 不純物伝

導のセ ッションの冒頭講演 となった。前者は

電気伝導、静磁化、核磁気共鳴、比熱の測定結果

から、金属への転移に際して、 ドナーに錦られて

いた電子がどのように変形してゆくかを考察した

ものであり、後者は金属状態にある不純物伝導体

の電気的性質を 5ミ ツタルピンの低涌唐まで追っ

た結果から、希薄磁性合金にみられる近藤効果が

金属化した不純物半導体の中にも働いていること

を推論したものである。

不純物伝導の金属化についてはMottに よる一

つのモデルh4ottttubbard一 AndersOn

メカニズムが大方に受入れられており、彼自身は

最近この枠組の中で更にエスカレートした主張を

固持していた。MHAモ デルになびいた人は多く

あったが、一方でこれを喜ばない人々もいた。私

もその 1人であった。その理由は彼のモデルの基

礎になっているAndersonの 局在状態について

の具体的知識が意外と貧困であり、そういうあや

とやなものの上に築かれた学説に対する不信感が

強かったということにあったと思われる。MHA

モデルをめぐる対立を最も鮮かにあらわしたのが

1976年 r_フランスのオートランで行われた金属

転移の国際ヨロキウムでのMOttと 私の講演であ

る。 (プ ロシーディングスはJ,de Physique

Colloque C-4、 1976)こ のヨロキウムの

後で、私共はNMR共 鳴線について詳しい再実験

を行い、AndersOn局 在状態についてやよ堅実

な知識を得るようになり、これを契機とし幻眠臥

説に歩み寄るようになった。然しその間に肘btt

は彼の描像をエスカレートさせてA局 在状態に

intrastateの 電子相関を無視できると主張

しはじめた。このたびの私決の講演は、実験に立

脚してA局 在状態のイメージを具体化し、MOtt

のエスカレートした主張力S誤まっていることにも

及んだ。会議の後で、彼は私共の主張に歩み寄っ

たようである。

ふり返ってみるとMEA説 をめぐる対立は、一

方が乱れの効果を空間的に一様な (分子場的な )
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パラメーターで置き換える方向で、他方がそれを

空間的な不均一牲を描像の出発点に置く方向で、

それぞれモデル化に努めた結果生じたものと言う

ことができょう。双方の間にあるギャップはまだ

埋められていなし、が、このたびの会識を機に、 双

方の議論がかみあう下地ができたことは確かであ

る。

不純物伝導の問題はこの会議でも既に20年を

超えて色々な角度から議論されてきた。今回の会

議での成果に立って、次回には豊かな収獲がもた

らされるであろう。そうし寸観点から、今回頂い

た援助は高く評価して頂けるものと自負している。

78-4205 

イギリ久、第14回半道事体物理学国際会議

このたびの渡欧の機会

を利用して、主目的であ

る半導体国際会議のほか

に、[高磁場中の半導体物

理」を扱った付属会議

(英国オタクスフォー ド市〉、以前に私が8年半

萄動いたことのある西独シ a ツッ トガノレ ト市のマ

ククス・プラ ンク固体研究所 (MP1 F)、スト

ラスプール大学分光学研究所、エコール・ポリテ

タニクなどを訪ねて、講演および討論をしてきま

したので、それらを合わせて御報告致します。こ

ちらから用意していった講演内容は、

(1) 励起子における交換相互作用の効果

(2)多成分励起子ポラリトンの反射スベクトル

(紛 シリ コンの(111)2Xl:再構成面の光学ス

ベクトルにおける偏光依存性

て寸が、半導体本会議では、(1)を招待講演として

講演し、数人の知人から判りやすし・よい話だった

という評を受けたほかに、すぐに 10人を越える

大阪犬学助教授 張 紀久夫

人たちから別別の請求を受けましたので、講演は

一応成功だったと考えております。内容的にも、

同じ会議で報告されたSiの鞍点励起子の多体問

題的取扱いとの間に、定式化の対応、が見出されて、

異った角度からのアプロ ーチの聞で、近似の程度、

言葉づかし、の違いなどを明らかにする波及効果が

ありました。 (2)はオックスフォードの付属会議、

MPIFでのセミナ一、 ストラスブルグ大学での

セミナ一、エコール・ポリ テクエクでの個人的討

論において話し、励起子ポラリトンの分野で働い

ている人たちと、それをもとにして興味ある討論

をすることができました。 (3)は材料を用意して渡

欧し、MPIF滞在中に論文にまとめたものです

が、半導体会議に出席していた関連研究者および

MPIFの研究者と討論するときの材料となり、

一部の実験家には、この理論の妥当性を開ベる興

味を惹き起こしたと思います。

以上ですが、これを可能にして下さった貴財団

の御厚志に心より御礼申し上げます。
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7 8 - 4 2 0 6

アメリカ、生体エネルギー論のフロンティア会議

大阪大学助教授     中  村  隆  雄

ペンシルパニア大学ジ 直 接IRl定は力●リメトリーによって可能となる。

ョンツン医学物理学研究  こ の研究では肝臓 ミトコンドリアの種々の呼吸状

研は、B Chance教 授  態 における吸収酸宗 1原子当り発熱量を新たに開

を所長 とし過去約 30年  発 した高感度のミクロカロツメーターにより調J定

間電子伝達系、酸化的 ,  解 折したもので、ジニトロフェノール添加による

ン酸化、光合成など生体エネルギー論の中心課題  解 放呼吸における発熱量と比較するとリン酸受容

に関して世界の指導的研究を推進してきた。本会  体 のないいわゆるState 4呼 吸でも約 50%と

議は当研究所創立 50周 年を記念して開かれたも か なりのエネルギー保存 (発熱の抑制 )があるこ

ので3日間にわたり200題 を越える招待講演に  と 、これが ,ン酸受容体存在下 (State 3呼 吸)

より現時点における生体エネルギー論の最先端を  で はさらに抑制されること、また生理的呼吸解放

ゆく研究発表が行われた。参加者はChan ce、   剤 とされる不飽和脂防酸は殆どジ‐トロフェノー

Racker、 BOyer、 Mitche H、 Leh n inger、  ル と同程度の発熱促進効果をもち体温 (体内発熱

Trenthatt Klingenbergな ど現代最高の  量 )調節における不飽和脂肪酸の役害」が確かめら

指導者をふくめ全世界各国より300名 近く電ゎ  れ たこと、などを報告した。これに対し多数の質

ている。内容は電子、分子 レベルから細胞内微細  間 と討論が寄せられたが脂肪酸の添加によリミト

器官、細胞、組織さらに心臓、脳など独立の器  ヨ ンドリア膜にどのような変化が起って呼吸解放

官の レペルまで動物、植物、微生物全般にわた り  に 至るのか、またカロリメーターについての技術

最近の物理化学的技法を駆使した酸化還元、イオ  的 な質問があった。前者の点については当研究者

ン能動輸送、酸化的 リン酸化、ヘモグロビン、光  に より現在研究進行中である。生体エネルギーの

リン酸化など生体エネルギー変換過程の機構解析  分 野における世界の代表的研究者がこのように一

の結果力導 告、討論された。また特に独立器官内  堂 に会して発表討論の場をもったことは今後の研

部の微細な各部位における代謝過程の定量表示と  究 の進歩のため極めて有意義のことであったと考

病変時又は手術中におけるその変化の記録法につ  え られ私個人にとっても今後の研究の方向に関し

いての新しい技術開発の詳細が報告され純理学的  多 くの有益な示唆を得たことまた共通の興味をも

な興味はもとよりその医学への応用の道が極めて  つ 新たな知己を得て視野をさらに広くもつことが

具体的な形で示された。 できたことは非常に有益であった。またジョンソ

筆者はその最近の研究 「ミトコンドリアの呼吸熱  ン 研究所 J.L eigh教 授との共同研究打合せを行

のカコリメトリーFこよる研究 」を発表した。エネル  ぃ 今後の研究の方向と具体的方法について詳細に

ギー変換系におけるエネルギー収支と変換効率の  話 し合うことができた。
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愛※※※※国際会議印象記※※※※議

※ ※  
※※※※※※第1回山田コンファレンス，ゴートγ会議※※※※※※

細胞運動Kついての山田コンファレンス

、アクチン， えオシンと細胞運動 II(Cell

M 0 t i 1 i t Y C 0 n t r 0 11 e d b y A c t i n. 

Myosin and Re!ated Proteins)を

テーマ?としたコンファレンスが、去る 9月118か

ら13日まで、名古屋の愛知会館で聞かれた。 ζの

コンフ 7 レンスは最初第6回国際生物物理学会議

(京都〉の付属シンポジウムとして計画されたもの

であるが、率い山田科学振興財固め援助を受ける

乙とにとzり、山田コンファレンスとして関かれた

ものである。組織委員会を代去して、まず山田科

学振興財団民、その財政的な援助に対し御礼を申

し上げたい。

乙のコンフ 7 レンスの終了後、残務整理、 Pro-

ceedings の発行などに追われて、最終報告

ができる状態ではないが、コンフプレンスの印象

が新鮮な内に、申間報告を行いたい。

乙のコンフ 7 レンスは 1年以上前から準備を進

めてきたが、世話人として、名古屋大学臨海実験

所の佐藤英美教授、東京大学医学部の石川春律助

教授と私が、コンフ 7 レンスの準備に当ってきた。

世話人として御両人の如き、国際的伝経験の豊か

な方々に御活躍願えたことが、乙のコンフ 7 レン

スが成功のうちに終る ζ とができた第一の理由で

あったと思う。コンフ 7 レンスは内外の研究者、

約200名(日本人 156 名(内招待者34名)、

外国人44名(内招待者、 27名))が参加して行わ

れたが、外国から出席した方々からも、コンフ 7

レンスの成功をお祝いする手紙をいくつかいただ

いている。その一つの例としてオーストラリア国立

大学のDr・Buckleyからの手紙を文末に掲載

させていただく ζとにする。

コンフ 7 レンスが成功のうちに終った背景とし

て、 ζの分野における多くの先駆的な研究が、わ

が国の研究者によって行われたということがあっ

たと考えられる。細胞運動についてのコンファレ

ンスは現在世界各地で行われているが、今回は山

田財団の援助により、乙の分野で活躍中の世界各

国の第一線の研究者を集める乙とができた。 ζれ

は乙の会惑が霞初でゐろう。会議場では、今迄IC

paperでしか名前を知らなかった研究者と実際

に話ができてよかったという声が、わが国の研究

者ばかりでなく、外国の研究者からも数多く聞か

才~t.こ。

次1ζ強調したい乙とはわが国では若い研究者や

学生が、旅費などの関係で国際的なコ ンブァレ ン

スに出席できる機会が極めて少いという状態にあ

るが、外国の第ー鵠の研究者をまじえたコンファ

レンスに、日本の若い研究者や学生が多数参加で

きたというζ とである。組織委員会でもこの点は

特に配慮し、実際多数の若手研究者の参加を得る

ζとができた。乙れらの人達が会議中に会場やロ

ピーで外国の研究者と熱心K話をしていた乙とが、

非常に印象的であった。 ζれはコンファレンスの

歓迎のあいさつで赤堀理事長も述べられたように、

山田財団が、 ζのよ うな国際的な会議を援助する

乙との一つの重要な意義であろう。山田財団が今

後も乙の種の会議に積極的な援助を与えるように

お願いしたい。

ただ今後の乙とについて2.3の意見を述べさ

せていただくと、援助の決定は少なくとも 1年以

上前に行う乙とが望ましい。乙れは会場の確保、

銅待状の発送などの時間割から考えても 、必要で
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あると思われる。第 2に当事者としては会討キま予

算案通 りに行うよう努力しなければならないのは

当然であるが、実際にコンファレンスを運営して

みると、予期せぬ支出があった 0して非常に赤字

を出すことが気になり、いろんな面で消極的にな

ってしまった。この点は、最大
一割程度の予算の

超過を認めるような弾力的な運用が望ましい。

今回は愛知会館というこのコンファレンスに最

適の会場を借めることができた。はとんど全員が、

愛知会館に宿泊することができ、人間的なつなが

りを深める上で、また夜遅くまで討論ができたの

でよか ったと思う。いろいろ便宣をはかって下さ

った愛知会館の協力に感謝したい。またボランテ

ィアとして、名古屋大学アイソ トープセンターの

中埜栄三教授を始め、臨海実験所の学生諸君が積

極的に協力して下さったことに感謝の意を表した

い。彼等の協力に対し、心よう感謝の意を表した

い。彼等の協力なくしてはこのコンファレンスは

円滑に運営されなかったであろう。

泰 野 節 司

山田コンファレンス組織委員会

D r , B u c k l eァ か らの手紙

Dear PrOfessOr Hatano″

Having just arrived back
in canberra′  I wlite to say
how ttreat■y l enうOyed the
Yamada cOnference.  With sO

ma■ y interesting papers, I

found it to be a very good

meeting indeed and l shou■ d

■土ke to cOngratu■ ate you and

aユユ Others on the organ■ z■ng

CCjllIR■ttee for such good

Prograllmュ ng, Organェ zation

and fine hospita■ ity,  Here′

I PartiCu■ ar■y enjoyed having
the opportunity to hear the

very fine Kinuta and Nagauta

musict  a rare treat for us

visitors!

ュ shou■ d a■ so エ エke to

say again that l greatユ y

apprecュ ate the financia■

assistance fron the Yalnada

Foundation w■ thOut which the

trip wouユ d have been imPos―

sib■ e.

P■ease let me know if

my lna■ uscript shouユ d be

revised in a■ y way,  I aln

great■ y looking forrard to

seeing the pub■ ished booに

next year.

Again′  wュ th many thanks

for a wonderfu工  Conference′

Yours sェ ncere■ y′

Ian Bucklev

委員長

泰 野 節 司

佐 藤 英 美

石 川  春  律

江 橋 節 郎

大 沢 文 夫

神 谷 宣 郎

千 田 信 行

中 井 準 之助

名 取 礼 ニ

掘 田    健

(名 古屋大学教授、理学部分子

生物学研究施設 )

(名古屋大学教授、理学部臨海

実験所所長 )

(東京大学助教授、医学部解剖)

(東京大学教授 、医学部薬理 )

く大阪大学教授、基礎工学部 )

(基礎生物学研究所主任研究員 )

(大阪府立成人病セカ ー所長 )

(東京大学教授、医学部解者」)

`東京慈恵会医科大学学長 )

(名古屋市立大学教授、医学部

生理 )

-61-



高圧 に関 す るG  o r d O n 会 議 に招 か れ て

会場 となった【imb alI Uni。 ェ Acad_
eIEly f Meriden,N.H,)の 景観

1960年 に高圧に関する第 1回の会議が開か

れているが、この会議に 「生化学、生物分野への

圧力効果 」の題目が取 り上げられたのは、今回が

初めてであると思 う。そんなこともあってか、主

催者からの招待状の中に、本会議の参加者の大半

は生化学に不馴れな物理学者、化学者であるか ら、

すべての出席者にあなたの研究の意義が理解でき

るよう適当な前おきをして欲 しいし、話の内容は

未発表のものが主であること、またあなたの研究

が他の分野にどのように応用できるかを述べて欲

しいということが書かれていた。さらに、Gor―

d on会 議の主目的は討論をさかんにすることに

あるので、与えられた討演時間を守って欲しいと

ぃぅ要請も書かれていたも私にとっては、大変難

しい注文である。

確かに私は、生化学 とヨこは生物学的な対象―

蚤白質、核酸、酵系反応、およびそれらのモデル系から、

パクテリヤウイルス硲原菌に至るさまざまな系に対す

る圧力効果の研究をやってきたし、現在も続けて

はいるが、私はもともと物理化学の専攻で、最近

は高圧下における水および水溶液の構造と物性に

関する仕事を主にやっている。もちろんこのよう

立命館大学教授 鈴 木 啓 三

な研究に取 り組んでいる理由は、水その ものが生

物現象と同様にきわめて ドラマチ ックで、私の科

学的関心をか きたてるのに十分であるし、また生

体高分子や生体の挙動を知るためには、溶媒であ

る水のことを知 らなければならないという判断に

辿 り着いたか らで もある。

御存じの方 も多いと思 うが、Oord on会 議の

運営は全く非公式で、話の内容について前に も後

にも何 も提出 しなくてよい、そんなこともあり、

また昨年度勤めた学部長職の余波から抜け切れず、

何を話すべきか頭の整理ができないうちに出発の

日が来てしまった。とに角話すことになるか もし

れないと思われる資料を、 ト ランクにつめこんで

のあわただしい旅立ちであった。幸い発表日は 4

日目でもあったので、会議の合間をぬいなが らど

うにか話すべき内容をまとめることができたよう

な次第である。

けっきょく、筆者の結論的な主張は、実験事実

にもとず きなが ら、高圧下においてあらわれる生

化学的、生物的現象の ドラマは、実は高圧下にお

いてあらわれる水の分子レベルの ドラマによって

規定 されているのだとい うことである。なんと も

私にとって、厳しい試練の会議であった。

今回の会議への出席にあたって御援助 をいただ

いた山田科学振興財団に、心からお礼を申上げた

い。
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海 外 派 遣 の 印 象

子を生占者柔書子坐縁Sう人占丁を墓暑
に

私は山田科学振興財団か ら国際研究集会派遣

援助をうけ、今夏 7月 3日 ～ 7日米国ニ ューハン

プシャ州ティル トンスクールで行 わ れた視覚に

関するゴー ドン会議に出席 した。今回はじめて、

海外での国際会議で日頭発表をするとい うので出

発前にはさまざまな不安があった。多くの国の人

々と言葉が通 じるかどうか、講演が成功するかど

うか、トラブルな く旅行ができるか どうか等々。

しかし、帰 ってきた今、貴重な体験の重 さをひし

ひしと感じている。うまく行 ったこともあるが、

失敗 も多い。それでもその失敗は日本で経験出来

ない尊いものだった。会議の中で、研究者の人種

意識は割合少なかった。ユダヤ人の活躍が目立っ

たが、それ もよくヤルなとい う風に見ていたよう

に思う。視覚の分野では日本人が割合 と活躍 して

いるので、私はひけ目を感じることヵSほとんどを

かった。それよりも、著名な科学者に会って、彼

らが案夕1若くて、ジーパン等をはいているのを見

ると、ぐっと規近感のわくのを感じた。また女性

の活躍 も目ざましく、日本では、それ程自由に研

名古屋大学助手  垣  谷  俊  照

究する場が開かれていないのを残念に思 った。

会議後、オーガナイザーの 1人 であるKIopF

教授のお宅に 2日 間お世話になった。AIch e r s t

の丘の斜面の林の中に建つ静かなホームであった。

中 は広 く、1階 は台所、応接間と客間と居間、2

階は夫妻用寝室 と男女子供部屋のひとつづつ。居

間は暖炉を前にしてかなり広 くとってあ り、ビア

ノや種々の コレクション(特 に東洋の ものが多か

った)や 観用植物等がな らべ られていた。 台 所は

特にうまく出来ていて、冷蔵庫や電子レンジなど

が壁にセットされていて、食器棚 も背が高 く、容

積が大 きく取 られていた。また、食器自動洗機が

流 し台の積にはめこまれてお り、使用済の食器 く

はとんどがプラスティック製 )を 立てて並べるだ

けでよい。 1日 に I度 洗 う下けでよく、夕食以外

はただ故 りこんでおくた1)で ある。食事で面食 ら

ったことがある。アメリカにいてず っと、朝か ら

甘い部 パヽンやみつを食べるのである。お茶や水を飲

まないで、うすいコーヒーでそれ らを、のどに流

しこむのである。どうもステ ーキ以外あま りうま

い食事にはあうつかなか った。多分 アメリカ人は

料理に手間をかけてうまい ものを食 うという習慣

がないのだろう。そのかわ り、食事にかける時間

が短縮され、余暇を十分楽 しむことができる。

一つの合理性であろう。
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高圧下の物理 ・化学に関するゴードン会議に出席して

会場となった講義木―ルを背景に筆者

貴財団か らの旅費の御援助を頂 き、 3月 7日 か

ら11日までの 5日 間、米国ニューハンプシャー州
・メリデンのキンボール ュ ニォン ア カデ ミイ

で開催 された「高圧 下の物理 ・化学に関するゴー

ドン会議 」に出席して参 りました。ゴードン会議

は、日本の茅ヨンフ7レ ンスのお手本 となってい

る会議ですが、出席者の数を 1テ ーマ 100人程度

に限定し、静かな環境の下で起居を共にすること
で互いの規ばくを計ると共に十分な時間をかけて

最近の研究テーマについての討議を行い、新 しい

研究の芽を啓発することを目的としています。

私の出席した会議の他に も極々のテーマについ

てのゴードン会議が、同時あるいは相前後してニ

ューハンプシャーの各地で開かれておうました。

メリデンヘはポストン空港か ら貸切うバスで約 5

日本原子力研究所主任研究員  下  司  和  男

時間ほどで委」着しましたが、この辺 bは 全 くの田

園地帯で、農家が散在する中に宿舎,誌 義ホール ,

テニスコート等が集まっています。会議は朝とタ

方のセ ッションに分かれ、朝のセッションは主に

化学的なテーマについて午前 9時 か ら正午まで、

夕方のセッションは主に物理的なテーマについて

午後 7時 半より10時頃まで行われました。これら

のセッションの講演 と並行して、ポスターセッシ

ョンも行われました。昼食後夕食までの間は、各

自テニスをしたり、近 くの林を散歩して野鳥の声

を聞いため、小川で水泳したり、思い思いの時間

を楽しむことが出来ました。勿論、この時間を利

用 して、個別的に研究上のデ ィスカッションも十

分 に行 うことが出来、有意義であ りました。

出席者はドリッカ ーマー、マックワン、サマラ、

バーネット等、名の通 った「大家 」に混って、大

学院の学′とやポス ト ド クトラルの若い人達の姿

もかな り目立ちました。 た だ、出席者の専門 と

興味が核tlt合 衝 撃波か ら生体物理に至る極めて

広範囲にわたる ものであ りました為、多少テーマ

が散漫になった事は否めません。 (小生などの日

常あまり剤 しみのない分野での新しい トピックス

を問けた点は有難かったのですが )それと、高圧

技術に関する講演が爆終 日の年前中に十分詰演 と

して集められ、少々つめ込みすぎの感を受けまし

た。 と もあれ、全体の雰囲気は非常に リラック

スした楽しい ものでしたし、宿合や食事も申し分

なく、 5日 間がとで も短 く感 じられました。

メリデンの近郊には特に観光地 といった所はあ

うませんでしたが、 1日 レンターカを借 うて 30

マイルほど離れた鉱山跡ヘエクスカーションに行

って参 うました。雲母をはじめ種々の鉱B‐を採集

出来まして、重いお生産となうました。
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※※※※※※※※※※※※※※※※短信※※※※※※※※※※※※※※※※
※ ※  
※※  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

長期間派遣援助によって在外中の4氏及び短期間派遣援助をうけ大規僕電場測定実験のた

めオ ーストラリアへ赴かれる小JlI氏からいたTごいたお便りを紹介いたします。

Boulder 便 り

東京大学助手 和田正三

派遣期間 昭手応3年7月17日~昭和53年11月15日

研究機 関 Depar tment of Molecular. Cell ular and 

Developmental Biology. 

University of Colorado 

Boulder. Colorado 80309. U. S .A. 

研究指導者 Associate Professor. Dr. JeremyPickettー

Beaps 

住 庖 3460EveretもDr勾Boulder.Colorado 80303. U.S.A 

第1信 違います。研究の当面の進め方ですがぜまず私の

無事、Boulderl司憎しまはと事をお伝え設します。 材料の培養が出来るようにセッ トする事、次氏、

7月17日夜に出発し、 7月19日Boulderfζ着 細胞頼粒間の連絡状態を電子顕微鏡を使って稽造

きました。成田発の出発便が遅れるなど、思わぬ 学的に確かめる事に しました。 研究に必要な費用

事が何度かゐbました。 Boulderはアメリ カの

中でも避暑地として有名なため、大学内lζ も観光

はDr.Pickett司 eapsの研究費を使わせても

らうことになりますが、私個人民対する報酬等は

客風の人達が多く見受けられますが、それだけに、 全くありません。 ζちらでの身分はvi s iもing

西側iζロy キ一山脈のせまった美しい町です。夏 scientistです。 7月22日

休み中の避暑地のため、安宿は少なく、現在大学

の寄宿舎におりますが、それでも高いため、 1-

2週間の内に、さらに安く 、自炊の出来る所を探

すつもりです。

指導者のDr.Pickett4Ieaps. JeremyD. 

はAssociateProfessorですが、半ズボンIζ

スポーツシ守ツ襲、顔中ヒゲだらけの人物です。

いつでも研究室に居り、非常iζ活発に仕事をして

おります。夏休み中なので雑用が少ないのかも知

れませんが、日本の先生方とは時閣の余裕が全く

第2信

お手紙有難うとぎいま した。日本は酷暑の夏だ

そうで、きぞお過ごしにくい毎日だろうとお察し

申し上げます。 ζちらに来てそろそろ1ヶ月が過

ぎ、近況をお伝えしようと思っていた矢先のお便

りでした。

さて、寄宿舎生活から足を洗い、大学から 6Km 

ほど離れた所陀部屋を借りま した。インド人の持
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霊友で、その息子、他tζ自弥音楽家と、米政府の石

油流出対策iζ当っているヒゲ面の3人と伴iζ暮し

ております。家には共同の台所、バストイレがあ

り、近くにはスーパーマーケ y トもありますので、

何ら不自由はありません。 Boulder市は市の拡

大を恐れ、家の建築は年IL500軒以下と決められ

ており、また台所は1軒ft1つに限られています。

ζのため家の値段は高く(もちろん日本の比では

ゐりません)、また下宿も当然高くなうてきます。

家探しft走りまわった時には大学近くの、ものす

Cくきたない、雨もりのしそうな地下室で、月It

200$と言われ、絶望に近い思いを致しましたが、

お蔭療で町はずれに reasonableな部屋をみつ

ける事が出来ました。下宿と大学の間約6kmlまパ

スで15分、 車で10分です。 ζ乙はすでに町外れで

乙の先には20マイル先の隣り町まで信号がありま

せん。 Boulderがどの位小さな町であるかおわ

かりいただけると思います。パスもゐり、小さな

町だとは言っても、前回お伝え致しましたように、

車がなくてはいかんともし難〈、知人を通し、人

から車を借りました。聞 ζえは良く、真赤なムス

タングです。しかし、 1970年型で、すでにかな

りガタが来ていますが、今のとζろ何とか走って

おります。

私の所属するM.C. and D.Biology It は

Professof 10人、 AssociateProf. 10人、

Assistant Prof. 2人がおりますが、組物を

あつかっている人は3名、他は動物かバクテリア

を使用し、ほとんどの人が分子生物学と生化学を

行っています。私のように樋物生理学を専攻する

人は I人もおらず、乙のため適当な温度の峰餐宅ー

がなく、材料を育てるには大変苦労を致しました

が、現在はなんとか討判を得ると乙ろまできてお

ります。 Dr.Staehelinもヨーロ yパから帰国

し、先週からフリーズ・フラクチ守一法iとより、

細胞の膜系の光による影響について協同研究を行

う乙とになりました。後は非常に温厚t，l人物で、

白髪が良く似合います。人柄を貌って来る学生も

多いのか、研究室も 8名と大きい方です。こちら

には助手という制度がなく、子世た1-'fofes，sor色
Associate Prof.， Assi stant Prof.もそ

れぞれ独立の研究室を持っているため、 Prof.

Sta ehel inの下にはテクニシ守ンの女の子:0>1

人、その他はすべて学生(大学院)かPost

Do c t 0 r a 1 f e 11 owですから教授 1人で6人の

面倒を見るのは大変です。

というわけで、先週からは仕事が培えかなり忙

しくなってまいりました。

ζζでだいたいの日常の行動をお知らせしまし

ょう。まず朝9時に登校、仕事をし、 12時になる

と生協ごときとζろで軽く昼食をし、また仕事。

夕方5時頃になると寄宿舎生活の時と同じく寮の

食堂1と行きます。お腹のいっぱいにとfったと乙ろ

で研究室にもどり、 8時まで実験の続きをするか、

図書館へ行き新着幸織の論文に目を通します。お

腹が少々軽くなってきたととろで 8時から30~40

分人工芝のしきつめられたアメリカンフ y トボー

ルス賓ジアムiζ出てランニング、再び図書館へ行

き、地元の新聞(Rocky Mountain News)と

韓国の新聞に目を通し、 10時閉館とともに帰宅す

るという毎日です。 ζの図書館(Norlin

Li br a ry )には緯圏、中園、イン ド、イラン、

サウジアラピア、イタリア、フランス、ドイツそ

の他かなり多くの国から自国語の新聞が入ってき

ていますが、日本からは英語のJapanTimesが

1 カ月遅れで、 また朝日新聞の絡~JI援が 3 カ月遅

れで届いているだけです。しかも他閣の新聞は多

くが 1週間遅れの航空便のため、 ζの寄3震のまわ

りには各国の学生が自国の新聞を読みにやって釆

ます。しかし残念ながら、ニュースバリューのなくな

った Japan 'rimes 予見R来る日本人の学生

はありません。そ乙で私も漢字が適当!とまじb、

目本の記事も多く、また日本で起っているのと全

く同じようなニュースの多い韓国の新聞に目を還

す乙とになります。目下、図書館iζ対し、日本語

で書かれた日本の新聞を航空便で取り寄せるよう

交渉中ですが、どうなりますやら。

ところで米国到着~n 報を財団ニュ ー スfζ掲載

して下きると聞き、光栄であるとともに、乙うい

うことになるとは知らず、気軽iζ米国第一印象を

書いてしまい、冷汗をかいております。主て、そ

れはともかく、到着後 1カ月の印象および見聞し

た乙とをお知らせ寂します。

巨大な人種がいる ζ とは先刻御承知伝わけです

一随 一



が、この原因は体質もさることなわSらやはうもの

すごく量を食べることにあるようです。昼食等、

自分で物を買つて食べている時は、案外少食では

ありますが、寄宿舎で食べ放題ともなりますと、

その食べること食べること。私など同じ料金で食

べている人間には半額以下にしてもらはないと合

わない感じです。しかも必ず
4 Diet"と

書かれ

た肥 らないための甘味料、飲み物があり、知らず

に飲んだDiet Cokeの まずさには、肥 らない努

力に同情をしたものでした。ところが、一方彼 ら

は体力作うにも熱心で、コo■lderの 町では、い

たるところCttっている人を見かけます。老若男

女を関わず、ともかくょく走ります。 1600″ の

高地のため階段を登るのにも息苦しいというのに、

100段 もあるフットボールスタジアムの階段を上

っため下ったうのくb返 し、又平地を遠々と走っ

たし、その体力には感心しておうます。朝日国際

マラソンで長髪にヘアバンドという出立ちで、優

勝をさらったショーターもここBOulderの 出身
と闘きました。これだけ多くの人が走っていれば

自分でも知らなかった逸材が出ても不思議ではあ

りません。ともかくよく食べよく定る巨人と競 う

には頭を使 うことと大和魂しかないのかも知れま
せん。

走ることのみならず、スポーッは一般に大変盛

んで、UC(Univ.of c01oradOを こう呼びま

す )の S,tldent Lcreation CeIIterに はプ
ール、スクゥォッシュョート、スヶ―卜場、卓球

場、体操、宣量上げ場、バスケットボールコート

等、その他野外にはテニスコート、その他にも男

女別々の体育館があり、ここにもそれぞれプール

があります。どの施設も夜10時頃まで使用可能で

す。また、グライダーも大変盛んで、軽飛行機に

引かれて山の方向に向うグライダーが毎日見られ

ます。研究室のボスDr.Picと et↓ Ileapsも グ

ライダー狂の 1人で、自室のカベに大きなグライ

ダーの写真が2枚授 られていますしィ彼の前妻は

グライダー事故でなくなっていることは彼の著書

「Oreen AIgae」 の初めに書かれています。

ぬけるような真青な空に浮ぶグライダーはBoulder

の風物誌のひとつでしょう。

現在 9月 か ら始まる新学期直前とあって、最後

の静寂を楽しもうと、 1～ 2週 間の休 日をとって

旅行に出かりている人が多いため、ここM`C.D.

Biologyの みならず、大学全体が嵐の前の静け

さといった感じです。しかし新学期とともに始ま

るアメリカンフットボールに関してばか りは別で、

3月 に入って通 日着々と準備が進め られています。

UCの フットポールスタジアムはまず人工芝を張

ることか ら始まうました。糊を吹 きつける車が走

った後を大きな特殊車が巻 きとられた 5ヤ ード幅

の人工芝をじ。うにんを敷 くように振ってい きま

す。これと前後してグランドではcheer girl

の練習が始まりましたし、年日大学 フツトボール

チームの練習する声が聞こえてきます。新間では

プロフットボールのオープン戦の模様が伝えられ、

昨年全米第 2位 だったコロラド
“ブロンコス"の

ファンは、すでに大変を熱の入れようです。アメ

リカのフフトボール熱は日本のプロ野球どころで

はないらしく、例えば、UCチ ームが大学のホー

ムグランドで試合をする時は、UCの 卒業生がほ

とんど全座薦を買ってしまい、我々が入場券 を手

にするのはむづか しいという話を聞きました。

いづれにしてももう2週間もすると 22000人

の学生がやってくると同時にフフトボールも始ま

し、大学は大変な活気をおびて くるでしょう。

Bculderは 夜にはコオロギが鳴 きはじめ、秋

はそこまでやってきております。日本はまだまだ

暑 さが続 くことでしょう。どうぞ御自愛下さいませ。

3月 21日

第 3信

予定滞在期間 4カ 月の うち、そろそろ3カ 月が

経過 しようとしており、どうしたものか と気をも

みなが ら、ここのところtまとんど休日返上3動 い

ております。仕事は、DI Pickeし ぃヨe apsの

ところで電子顕微鏡に関する高度な技術を学ぶ一

方、DI.S tachelinと は私の材料のシダ原糸体

細胞内の膜系の構造について共同実験を行ってお

ります。Dr.Sし aehelinの freez fracture

法は原理的には非常に簡単なものですが、実際に

始めてみますと、職人芸的なところが多々あり、

この 1カ月は試行錯誤の連続でした。先々週以来、

やっと望んでぃるような電子顕微鏡像が見えるよ
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うに4ってきましたが、人様にお見せするにはも

aひ、こつ障害を越える必要があり、これにもう1
～?博間必要です。結局、技術の習得と、自分の

材料での方法の確立で、ほぼ滞在期間が過ぎてし
まぃ、本論の光拠理の違いによる構造の差をはっ
きわ■確認するところまでは行き着きそうにはあ
りまゃん。しかし、ここまで習得しておけば、あ

と!ま弾研―さえあれば出来るわけですから、東京に

見ってから、同じ装置を持っている人を探すなり、
何,ゃ、9方法で同じ装置の購入を考えればいい事
に々 ュ喜す。ともかく、この2カ月間、電子顕微
鏡では世界の最高水準にある2つの研究室で、論
文!中 書かれていないけれども非常に重要である

さまド岸な技術をそれこそ手取り足取りで教えら
れ、大変勉強になbました。正に「百聞は一見に

しかずJとはこのことでしょぅ。実験の結果は残
り?半月でどう出るかといったところですが、こ
の3カ 月間ははんとうに実 うの多い 3カ 月にな り

ま!した。この地に派遣 して下さったことを心から

感1謝致「しております。

今日か らの 2週 間は、最後の追込みで、目がま

わるFう なに しさにな bそ うです。

:Bcuiderは 9月 18、19、20日と3日 間、毎朝

雪がららつき、 日によっては家の屋根が自くな り、

車め屋根には5勧 以上の雪を積 らせて走っている

専 もあ う|ました。9月 の中旬に雪が降ったのに驚

いて「雪だ、雪だ」と騒いだわけですが、こちら

の人達は「あたりまえ」と言った状態で「何、

1971年の9月 17日には50擁も積ったんだぞ」

「Boはlderで雪の降らないのは7月位だろう」

とヤ]つ|でした。寒さには弱い私は、このまま冬
に打ってしまうのではないかと、多いに心配しま
したが車その数日後には、またまた真夏のような

日々 わ,講ずれ、日本のようなおだやかな気候に育
った恥ぃ目を自黒させておりました。その後、今
日、千雪こそ降うませんが、寒い日、暑い日のく
り返し百、これがBoulderの秋だろうと、かっ
て好解審しております。「とつ国の秋も

・…」と
い 1御親切なお便 bをいただき、先々週の国末に

1ま20oMile離れたAspenという町に紅葉を見
にFPTき ました。ここは冬のスキ

ー場として有
名なと←ろですが、Aspen という本の責葉がき

れいなところから、この名がついた町らしく、真

青な空に映える真黄色となったAspenの 本は実
にみごとなものでした。すでに 1週間ばか b遅 く、

山の高いところはほとんど落葉しておりましたが、

それでも紅栗狩の人々が多 く、車をとめては、写

真を撮る人でいっぱいでした。MC.D` Biologァ

の事務室には菊の花が飾られ、スーパーマーケッ

トには柿が売りに出され、夜鳴く虫の声も小さく

なってきました。秋深しといった感が致します。

9月から始ったフットボールについてもお伝え

しなければな0ません。9月から12月中旬までの

毎週土曜日は大学対抗の試合があり、NICDBのす

ぐ隣うのスタジアムは5万人の観客でふくれあが

うます。台湾から来ている友人は「日本のお祭 b

と同じだ」といいますが、確かに、老いも若きも

試合のなう行きに果密し、コロラド大学の選手が

ポールを持って走ろうものなら、全員総立ちにな

ります。この日は大学の駐車場はフットボール客

のための専用となり、 3ケ 月間の駐車料を払った

私 も、その場所には駐車できず、「たとえ大学の

スタッフと言えども特別の計可証がない限うフッ

トボールのある日には駐車できない」し、「フッ

トボールの日には通常のルールは成 り立たない」

のだそうです。数万人がそれぞれ 5～ 8$の 入場

料を払い、その他駐車場代、飲み物代と、すべて

が大学の収入になってしまうのですから、この処

置もしようがないのかも知れません。今年からは

収入の多いビールも売るようになったとか。先々

週 あったCUttNorth Wesし ern tniv.の試合は、

本来NWUの グランドで試合をするはずでした力ヽ

コロラドの方がお客が入るだろうと、NWUに 10

万ドル支払う約束でBoulderで 試合をしたそう

です。結果は55:7で CUの 大勝。 我 々の感覚で

はアマチュアの域を越えているようにも思えます。

どことかの大学のフントボ~ルチ中ムは自家用ジェ

ント機を持っていて、アメリカ中を飛びまわって

試合をしているそうですし、どこの大学でも他の

運動部の運営費はフットポールの試合の上 bでや

っているようで、フットボール選手は鼻が高いと

か聞いています。という訳で土曜日に大学に来て

仕事をするためには、駐車するのに
一苦労ですが、

時間によってはフェンスの外から試合をながめた
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うして楽しんでおうます。「日本の大学でも同じ

ことをすればいい」とも言われますが、まず国立

大学では許されず、また、これだけ大勢の人達が

毎週見に来るスポーツが日本にはないため、今の

第 1 信

ハンブルグもこの 1週間は暑い夏 らしい天気が

続いています。こちらに来て 2週 間はどにな りま

すが、まだこちらの様子がつかめず落ち着 きませ

んが、 1カ 月 もすれば慣れると考えています。

ところは無理のようですね。

日本は今めS一番気候のいい時期だとは思います

が、どうか御自愛下さい。

10月 9日

HaIBЬdrg か  ら

東京大学大学院生    柳  沢  千  明

派 遣 期 間  昭 和 53年 7月 15日 ～昭和 54年 7月 14日

研 究 機 関   D eutshes Electr。 こ―Synchi。 し■On(DESY)

Noし kestrasse 85

2Haコ burg 52, F.R. CerIIlallァ

所 属 部 局  F22(東 京大学の属するグループ名 )

研 究 指 導 者  主 として東京大学助教授折戸局治及び東京大学教授

イt柴昌俊

住      居    S tiftung コ uroPa Kolleg Wl■ dぶ述 loIIweg 27

2 11aIElburg 52,F.B.eeinany

ハンブルグは」輸 圏な町で、研究所は広く、ウ

サギが遊んでいるのを時々見かけ、のんびうとし

た風情です。約 1年間良い成果が上げられる様が

んばbたいと思っています。

8 月3 日
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Harwell  か   ら

東京大学助手  佐  藤  正  俊

派 遣 期 間  昭 和53年 7月 28日 ～昭和54年 7月 28日

研 究 機 関  A↓ o益 c EAertt Researchコ stablishmぐnt

E a  r w o l l , O x  f o r d s h i r e , E n g i a n d

所 属 部 局  M e t c r i a l s  P h y s i c s  D i v i s i o n

研 究 指 導 者  D ■ . R . D . L o w d e

住     居   4 8  P a r m  i o a d , A b i n g d O n , O X O N

United Kingdolxl

第 1信                      ま す。又、構造相転移に関する私自身の準備した

澄移金属その他の構造相転移の研究、主に中性  試 料 も測定で きる予定です。さらにHa rwell内

子散乱を用いた研究 をDr.Lowdeと 共に行なっ  の 原子炉にはposition sensiし ive de↓ector

てまいうます。具体的な予定 としては10月 5日 ～  が 存在するのでその装置に関する経験 を積む予定

10月29日が私 としては初の中性子回折実験 になり  で す。               3月 27日

PriA● eto■ 便   リ

大阪大学助手  福  井  義  夫

派 遣 期 間  昭 和 53年 10月 14日 ～昭和 54年 7月 2日

研 究 機 関  D  e p a r しm e I I しo f  B i 。l o g y ,

Princeton University

Princeじ on, New Jersey 08540, U. S. A

研 究 指 導者   Piofessor John T  Bonner

tL     居    7L Maぃ e AParし menし s, Pacul,y Road,

Princeton, New Jersey 08540, U.S.A.

第 1 信 で大変に楽でした。

14日夜成田を発ち、ロスで 1泊の後、16日の早   今 頃のプリンストンは紅葉が実に見事で、IVY

朝Newark空 港に無事到着しました。途中アメリ の からみついた 1700年代のレンガ造 りの建物が

カン航空の707機 は第 2エンランがアイシングを 多 く、言葉では形容できない程すばらしいキャン

おこしましたが、全く危険は感じませんでした。  パ スです。紅案のジュウタンの上をリスがころこ

その日と翌日は、アパートの整理と買物に明け暮  ろ と遊び回っておじ、私達はまだ出合っていませ

れましたが、幸い私達 く家内と私の2人 )は家族  ん が、鹿やウサギやスカンクが珍らしくないそう

向けの家具付きアパートを世話していただいたの  で す。さすがアメリカは生活のし易さという点で
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は圧倒的で、近くにある“MALL"というシ冒

ッピングセンターのような所1ζ行くと何でもが簡

単に手に入ります。物価も￥ 200/$の換算です

と日本よりはるかに安くてたすかります。

今日で、到着後8日たちますが、 10時間の時差

はまだ残っており、夕方になると眠くなってきて

夕食後意識を失うように寝てしまいます。その代

り、朝5時半位になると自が覚めてしまいますの

で、今朝からキ守ンパス内のジョッギングを始め

ました。生活面では全て大変健康的で快適です。

ζれも山田財団のお蔭と心から感謝している次第

です。仕事に関しては、最初の週から何回かコロ

キウムiζ出席し、ポナー教授とのディスカッショ

ンの機会も 2回持ちました。私の期待遇り、希望

通りの研究がやらせていただけそうなのは、何tζ

も培して幸わせとt撃です。

昭和53年10月24日 プリストンにて

出発を前に

9月却日付けお手紙あ

bがとうとぎいました。

ちょうど9月29日より三

陸へ気球実験のため出援

しており本日帰学しまし

た。お励ましのお手紙拝

見し勇気百倍してオ ース

トラリアヘ出発したいと

思っております。

今回三陸での気球観測は、大気中tと自然fζ寄在

する電界(-lOmv/m )と、上層よ b地球に向っ

て流れているわずかな電流(- 1 XlO-12A.mpl押の
を測る ζ とを局的としたものでしたが、気琢が高

度 32kmí~達した後10分ぐらいしてからヘリウムガ

スがもれだし、徐々に落下してしまいました。こ

んな事故が往ければ、徹夜で24時間以上観測を行

う予定をしておりました。何カ月もかかって苦労

一。
京都大学助教授 小川俊雄

して作った観測機域を成果なく海中fζgしてしま

うことになり残念でたまりません。このようとZ観

測はすべての条件が全部そろわなければ成功しな

伝いので、自然の観測のむつかしさを今更のよう

に痛感しました。

オーストラリアの今回の実験は、その点、地上

の実験ですので、たんねん院やれば何らかの結果

が得られるものと患っておbます。できる限りの

努力をして頑彊ってきたいと思います。オースト

ラリアは初めてですので、いろいろ珍しいととも

あろうかと胸をふくらませております。帰国後は

カラー写真のスライドを作って見て頂きたく存じ

ます。その折り ζのような研究分野の御紹介を8

せて頂く ζとができればたいへん幸せです。

それでは行って容bます。

秋冷の侯御自愛の程お祈り申し上げますh財団

の皆様iζよろしくお伝え下さL、。 10月6日

唱

a&

勾
，

a



※※※※※※※※※※ 事 務  報   1告 ※※※※※※※※※※繁
※                                          ※
※※※※※※※※※※※※※※来※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

事    業    国    誌

援 助 事 業 処 理 一 覧 表

震  災  見  舞  い

1 0 月 以 後 の 日 程 表   |

来 春 の 研 究 発 表 会 計 画

来 年 度 招 へ い ・ 派 遣 ・ 集 会 援 助 の お 知 ら せ

山 田 コ ン フ ァ レ ン ス エ の 計 画

改 選 の 件
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事 業 日 誌、

年月 日 事 項

53. 5. 31 学術交流集会援助(昭和54年10月迄lζ開催の分)締切

6. 17 選考打ち合せ会・理事懇談会

イ.短期間、招へい、派遣、及び学術交流集会審議

ロ. 山田コンファレンス Iに関する報告

ハ・山田コンフ 7 レンスの方針の審議

6 30 長期間派遣援助(昭和54年5月迄出発分)締切

7. 19 選考打ち合せ会

イ.短期間派遣審議

ロ・山田コンファレンス 11<::関する報告

8. 23 選考打ち合せ会・理事懇談会

イ.山田コンファレンス 11L関する報告

ロ-明年度山田コンフ 7 レンス及び学術交流集会の検討

ハ・山田コンフ 7 レンスの付帯条件の審議

ニ-山田賞について

9. 23 選考打ち合せ会・理事懇談会

イ. 明年度山田コンファレンス及び学術交流集会の審議

ロ 明年度各種援助申請方式改訂審議

ハ.改選の件

ニ.短期間派遣審議

援助事業処理 一覧表

1 0月25日現在、財団業務の状況は次の如くです。

なお参考として、前年周期の数字を並記いたしました。

受付件数 実施件数 審査中件数

5 3年度 52年度 5 3年度 5 2年度 5 3年度 5 2年度

招 長 8 ン/ 4 ~ ~ J、、
し、

35 (3) 1 5 1 1 6 5 l 

派 長 6 1 ~ 7 ~ 7 ~ 
遺
短 247~司 89 6 3 37 1 2 9 

集会 33 (2) 2 2 6 1 0 1 4 8 

( )は申請後z . . -岨~ ‘ー 晶 晶 、 ， 
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震 災 見 舞 い

本年 6月12日の宮城県沖地震に際し、当方より次記 5名 の方々へお見舞状をお送 ういたしましたと

ころ、ご丁重なるお礼状を頂きました。

伊 東    体  (東 北大学理学部 派 遣援助 )

中 川1 久 夫 (  ″  〃   〃   )

田 宮  信  雄  (東 北大学理学部 52年 研究援助 )

池 田  正  之  ( 〃   医 学部 派 遣援助 )

亀 谷  哲  治 _ く 〃   爽 学部長 )

なお、東北大理学部の桜井英樹氏はこの地震による実験室の被害と防災に関する報告を科学 43

19)568～ 573(1973)に 寄せられました。研究者にとって心すべきことであります。

昭和 53年 10月 以後の日程表

昭和 52年 度援助研究発表会の計画

明54年5月 の総集会の翌日を 1日費やして 、昭和52年度に援助 した研究21件の発表 会を大阪で開

くこと及び分野を異にする研究者が相互に理解 しうるように内容を吟味して報告するという方針で

計画してお ります。

年 月  日 事行

53    10    27

11    11

12    1

８

　

‐６

　

　

‐７

‐２

‐２

　

　

２
Ｍ

研究援助申請締切

第 2回 選考委員会

短期間招へい、長期間招へい及び派遣 (54年 6月 ～硝年 3月分 )公 碁開始

締切54年 1月 31日 申 請書は11月16日発送済み

理事懇談会

第 3回 選考委員会 年 前10時よう夕方まで

第 2回理事会 ・評議員会
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研究援助申請制度の検討

現行の学会推せん制と公募その他の諸制度との比較考察を事務局が理事会へ報告する予定です。

来年度招へい 。派遣 ・集会援助のお知らせ

昭和54年度招へい 派 遣及び集会の援助申請期日が次のようにきまりましたのでお知 らせします。

新 しい申請要領、申請用紙は11月16日付にて発送いたしました。

1 短 期招へい、長期招へヽヽ及び醐 派遣の申請は、昭和53年12月 1日～昭和54年 1月31日の期間

に昭和54年 6月～昭和55年3月 の間に実施する分を募集する。

2 学 術交流集会は昭和54年 4月 1日～昭和54年5月 31日の期間に昭和54年11月～昭和56年3月の

分を募集する。

3 短 期派遣は昭和53年度と同じである。

4 1,2の 操作は年度間予算の見透しを確立するためである。

山田ヨンフアレンスIの 計画

次記の集会が予定 されています。

会   名   界 面 2次元電子物性国際会議

会   翔   昭 和53年 9月 2日 ～ 9月 6日  5日 間

会   場   山 梨県山中湖村 ホ テルマウント富士

参 会  者   約 100名

申 請  者   ナ 1略紳治 (学習院大学 )

改 選 の 件

顧間、役員、評議員及び選考委員は本年度末を以て、任期満了につき改選されます。

連絡先変更 のお知 らせ

杉本選考委員が53年10月16日付にて東京大学原子核研究所教授に併任 されましたので、下記の如

く連絡先が変更されました。

勤 務  先

〒 188 東 京都田無市緑町 3-2-1 東 京大学原子核研究所

TEL(0424)61-4181

住   所

〒 168 東 京都中野区上高田 5-5,2-103

TEL(03)387-6476
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編 集 後 記

6月発行の本年度第 1号に引続 き、新装成 った財団ニュース第 2号 (通巻第 5号 )をお屈けしま

す。

さて、この4か 月間には多数の短期間派遣援助の申請を迎え、財団にとって誠にとotな 夏を経験

いたしましたが、この間理事の方々に毎月のようにお集 うを願い、とりわけ選考委員長殿には大変な

お骨折う。をおかけいたしました。ご厚情に対し厚く御礼申し上げます。

本号の記事につ きましては従来と同様年度開始以降の事業内容を報告するはかに、短期間招へい、

派遣申請者よう送られてきました成果報告書、本年度の短期間又は長期間派遣の申請者の方々よう

寄せられましたお便 りをはじめ、田中勇氏 、吉村正輝氏、ゴードン コ ンファレンスに参加された

鈴木啓三氏、垣谷俊昭氏、下司和男氏、及び山田コンファレンスIの棄野節司組織委員長の各氏の

0厚情によるご寄稿を掲載いたしました。ご一同様に対し深謝仕ります。

財団法人  山 田科 学 振 興 財 団

〒544 大 阪市生野区異西 1丁 目8番 1号

ロ ー ト 製 薬 株 式 会 社 内

電話大阪  (06)758局 1231 ロ ー ト製薬株式会社呼出

Y a I I t a d a  S c i e n c e  F o u n d a t i o n

c ん R c h  t o  P h  a  r l r l a c  e  u しi c a l  C 。中 L t d .

8 - 1 , T a ↓ s  u  I I l i  N i s h i  l  c h  O m e , l  k  u l l  o ■■

O s a k a  5 4 4 , 」 a P a n
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